









































ゲーマーズ！10




天道花憐と不意打ちアップデート








葵せきな







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ








【雨野景太と魔王討伐】

【伏黒真音と手下育成】

【ゲーマーズとバレンタイン】

【亜玖璃と事後報告】

【ぼっちゲーマーとイベントスナッチ】





　あとがき












【雨あま野の景けい太たと魔ま王おう討とう伐ばつ】






　夕陽の差し込む教室に、下校を促うながす校内放送が響ひびき渡わたっていた。

　窓の外ではロータリーへと入って来たバスが、盛大に粉雪を舞まい上げている。

　外を歩く生徒達の表情は朗ほがらかで、下校を共にする友人達や部活仲間と談笑しながらそれぞれの「放課後」を謳おう歌かしていた。

　そしてそれは僕ら──ゲーム同好会に属する男女五人とて決して例外ではない。

　僕らもまた「同好会」の旗印のもと二年Ｆ組の一角に陣じん取どり、今日もいつもの如ごとく五人でわいわいと会話に興じる──ハズだったの、だけれど。

『…………』

　周囲を見回せば、沈ちん黙もくの中、重みを伴ともなった四つの視線が僕に向けられていた。

　まるで酷ひどい圧あつ迫ぱく面接でも受けているかのような空気。

　……それもそのハズだ。

　なぜなら現在、僕こと雨野景太は。

　この四人……天てん道どうさん、上うえ原はら君、チアキ、アグリさんの四人に対して──

「…………本当に、ごめんなさい」

　──とある切実な「懺ざん悔げ」を吐と露ろしている、真まっ只ただ中なかなのだから。




　ことの発ほつ端たんは二日前。

　僕が「友人のカノジョ」の家へと「カレシ」として「親族に紹しよう介かい」されるカタチで訪れたのが、そもそもの始まりである。

　…………。

　いや、うん、分かるよ。発端も何もこの時点でお前充じゆう分ぶんアウトじゃねーか、そりゃ懺悔の一つもするだろうと結論して話を先に持っていきたがる気持ち、僕も凄すごく分かるよ。

　だけど、ちょっとだけ待って欲しい。とりあえずこの「カレシとして上がり込んだ」くだりに関してまでは、所謂いわゆる「やむにやまれぬ事情」というのがちゃんとあるのだ。

　というのも、この、僕が友人のカノジョ──アグリさんに紹介された親族というのが、大層なクセモノであり。

　まあとりあえずザッと「ガワ」だけ紹介するなら……。


・　伏ふし黒ぐろ真ま音いん。年ねん齢れい不ふ詳しよう。アグリさんの従姉いとこ。超ちよう美人キャビンアテンダント

・　すれ違ちがった男が十人中十人振ふり向くどころか全員が三度見はする程の存在感

・　なにをさせても有能な生きつ粋すいの才女

・　超絶妹想おもい



　……といった感じの、とにかくスペックが高い人物であり。

　で、そんな完かん璧ぺき従姉さんの何が問題なのかと言えば──




　──ぶっちゃけ、中身がジャイ○ンなのだ、この人。




　それも、極きわめてタチの悪いジ○イアン。劇場版になっても特に優しくなってくれなさそうどころか、普ふ通つうに敵に回ってこちらを苦しめた挙げ句、最後には話の流れとか関係なく問答無用で勝っちゃいそうなジャ○アン。

　横暴で最強で規格外。

　それが、伏黒真音という女性であり。

　とはいえ勿もち論ろん、彼女は下品な「暴力」などを振りかざしたりは、しない。

　彼女が振りかざすのはもっと高こう尚しようで、強きよう靭じんで、鋭えい利りなもの──

　──そう、「正論」と「実力」だ。

　彼女は確かに「暴力による一方的な略りやく奪だつ」はしない。

　しかし一方で「実力による正当な搾さく取しゆ」は当然のように行使する人間であり。

　ひとたび欲しいものを見つければ、その所持者に対し、完璧に公正かつ対等なリスクと条件を持って真っ向勝負を挑いどんでいく。それが伏黒真音という女性だ。

　それは一見……いや、どこをどう切り取っても、正当な手続きを踏ふんだ王道の「勝負」でしかない。だから「そこ」には文句のつけようがない。

　……問題は、この伏黒真音という女性が、こと「勝負事」において抜ばつ群ぐんのセンスを誇ほこる、ということなのだ。

　つまりゲームのルール的な意味で「フェアな勝負」を行えば、彼女はほぼ絶対無敵。

　そんな女性に「好戦的な性格」まで加わったら、それはもう──もはや、荒あらぶる神仏や自然災害としか言いようがない。その進路上に自分の畑がないことを祈いのるまでだ。

　さて、ここまで説明したら、もう理解して貰もらえることと思う。

　こんな気まぐれに全てを奪うばい去る鬼き神しんまがいの従姉相手に、誰だれが「本物のカレシ」なんて素直に紹介できようか。特に上原君みたいな上じよう玉だますぎるイケメンを、アグリさんがおいそれと紹介できるわけもなく。けれど「紹介する約束」自体は守らなきゃいけない。だって守らなかったら守らなかったで、より酷いペナルティを科せられるだけなのだから。

　そこまで追い詰つめられたアグリさんが、苦肉の策として白羽の矢を立てたのが……。




　そう、誰も欲しがらないキモオタ童どう貞てい野や郎ろうこと、この僕、雨野景太だったのである！




　…………。

　……いやごめん、自分であらすじ解説しといてなんだけど、やっぱ僕のことをそこまで卑ひ下げしなくてよくない？　う、上原君ほどじゃなくても、僕にだって、どこかで多分マニアックな需じゆ要ようはあると思うんだよ。えっと……適度に弱いゲーム対戦相手を欲ほつしている人、とか。……うん。…………やばい、思った以上に僕、自分で「雨野景太の推おしポイント」が出てこないや。これは凹へこむ。や、やはり話を元に戻もどそう。

　とにかく、これで僕がアグリさんの家にカレシとして上がり込んだ事情に関しては、ご理解頂けたことと思う。

　納得までして頂けたかはさておき、そこに「後ろ暗い」部分は一切ない。事実として、僕もアグリさんも、互たがいの想い人に対して何も裏切ってはいないからだ。…………。

　……少なくとも、ここまでは。

　そう、僕とアグリさんが……いや、僕、雨野景太が、心の底から皆みなに「懺悔」をしなきゃいけないと考えた本題は、そこから先の、例のあの場面──




「──アグリさんの全てを、僕が、貰い受けます」




　──馬ば鹿かなぼっちオタクがおこなった、友人に対する明確な「領土侵しん犯ぱん」の話なのだ。




　　　　＊




「自分が如い何かに『出過ぎた真似』をしたかは、分かっているんだ」

　あの日の話を──いよいよ「真音さん相手に啖たん呵かを切った場面」まで語り終えたところで、僕は額に滲にじみ始めた汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。

　僕の机を挟はさんだ目の前には、上原君を中心に天道さんとチアキという「僕の懺悔を受ける三人」が肩かたを寄せ合うようにして並び。そして少し離はなれた隣となり列の後方席からは、アグリさんが机に頰ほお杖づえをつき、こちらの様子をどこか他ひ人と事ごとのように窺うかがっていた。

『…………』

　皆はこの話が始まって以降、終始相あい槌づちの一つも打ってくれず、ただジッと僕の話に聞き入っていた。ポジティブな僕はそれを「真しん剣けんに話を聞いてくれている」と解かい釈しやくしているが、ネガティブな僕は……つまり僕の九割は、それを「失望と怒いかりから」と判断している。

　当然だ。僕はこれまで何度もアグリさん──友人のカノジョとの仲を疑われては、馬鹿馬鹿しい、やましいことなんか一切ない、偶ぐう然ぜんやすれ違いの産物だ、などと一いつ蹴しゆうしてきた。時には僕らに疑いを持つ天道さんや上原君のことを、面めん倒どう臭くさいもののように扱あつかいながら。

　それが、今回はどうだ。




　あの時僕は、明確に、自分の意志で、上原君の──カレシの領分を踏み荒あらしたのだ。




「アグリさんの《所有権》を賭かけた真剣勝負を、彼女の親族に申し込む。それは……どう言い繕つくろったって、ただの《友達》がやっていいことじゃ、ない」

　本当に圧迫面接でも受けているかの如く、汗ばんだ手を膝ひざの上で握にぎり込む僕。……駄だ目めだ、覚かく悟ごはしていたつもりなのに……いざ大事な人達を前にすると足がすくむ。

「ましてやその人に彼氏がいて……僕にも、誠実に向き合うべき異性がいる状じよう況きよう下でそんな啖呵を切るのが、いかに間違った愚ぐ行こうか……」

　友達、戦友、好きな人、気になる異性。

　今この同好会に参加している人達は、できることならば、僕の良い面ばかりを見ていて欲しい大事な人達ばかりで。

　なのに……そんな彼らにこそ、僕は今、自ら罪を告白しなければ、いけなくて。

「そして、なにより最低なのは……僕がこれらを『領土侵犯だ』と覚悟した上で、それでもなお、踏み出したことです。つまり僕は、自分の意志で……皆の信しん頼らいを裏切った」

　まるで大事なゲームのディスクを自らの手でゆっくりと割るような気持ちだった。円えん盤ばんが徐じよ々じよにたわみ、歪ゆがみ、軋きしんでいくのが逐ちく一いち伝わってくる。胸が張り裂さけそうだ。

　いっそのこと皆が僕のいないところで僕に失望し、怒り、僕と絶交してくれたら、どんなに楽だろうとさえ思う。どうして僕は、自らの手で、こんなことを……。

『…………』

「…………本当に、ごめんなさい」

　いい加減四人からの視線に耐たえきれず、遂ついには俯うつむいてしまう僕。正直、まだ涙なみだを流していないのが奇き跡せきだ。ここまで酷い有様でも、まだどこかに、大好きな人達の前でカッコつけていたい自分がいるらしい。……滑こつ稽けいなことだ。

『…………』

　逃にげ出したい程に重苦しい空気が、僕らを包み込む。

　それでも僕は……最後の勇気を振り絞しぼって頭を上げると、この話を締しめるべく、勇気を持って切り出した。

「僕からの懺悔は、以上です。…………えっと、僕に何か言いたいことがあれば、皆さん──」

〈バンッ！〉

　──と、突とつ如じよアグリさん以外の三人が一いつ斉せいに机に手を叩たたきつけてきた。そうして夕暮れの教室に、ぬっと立ち上がる三つの影かげ。

「え？」

　突とつ然ぜんのことに動どう揺ようし、つられて起立する僕。い、いや、正直上原君に殴なぐられるぐらいの覚悟はしていたけれど、まさか三人同時にとは。

「う……」

　思わず後ずさりしかける。しかし……。

「（い　いや、想定外の攻こう撃げき力とはいえ、それでも、悪いのは僕だ。受け入れないと）」

　僕は怯おびえる心に鞭むちを打ち、全員の怒りを受け入れる覚悟を決めると、しかと目を見開いて三人に相対した。

『…………』

　不気味な沈ちん黙もくが満たす教室の中を、僕がごくりと唾つばを飲む音だけが木こ霊だまする。

　すると、正面に立っていた上原君が、顔を俯かせながら……おもむろに、その両手を僕の肩へとかけてきた。

「っ」

　いよいよ殴られる予感に、目だけは必死に開けつつも、ガチガチに体を強こわばらせる僕。

　そうして、上原君達はゆっくりと顔を上げると共に──

　──遂にこの罪深い僕へと、その迸ほとばしる激情を……ぶつけてきた！




「──よくやった！　それでこそ雨野景太だ！」




「はいごめんなさ──…………え？」

　反射的に謝りかけるも、どうにも想定外の言葉をかけられたことに気づいてキョトンと首を傾かしげつつ改めて上原君を見やる僕。と──

「……ふへ？」

　──そこにあったのは、怒り狂くるった友人の目──などではなく、まるでヒーローショーの行く末を見守る少年の如ごとく、純じゆん粋すいにキラキラとした瞳ひとみだった。

「え、え、え？」

　まるで状況がつかめず、ただただ戸と惑まどうばかりの僕。しかも改めて周囲を見れば、上原君どころか、天道さんとチアキまで全く同じ瞳の輝かがやきで僕に迫せまって来ていた。

「ええ、ええ！　本当に、それでこそ雨野君ですとも！　素晴らしい！」

「ですです！　ホント、待ってましたよ自分っ！　よっ、雨野屋！」

「…………え、いや……ええ？　それは、どういう……？」

　まるで状況についていけず、助けを求めるようにアグリさんの方を見る。

　彼女は机に頰杖をついたまま、どこか呆あきれた様子で息を吐はいた。

「まったく、なにを意外そうな顔してんのさ、あまのっち」

「え、だって、今どうして僕……怒おこられるどころか、こんなにもて囃はやされて……」

　まるで意味が分からない、と戸惑う僕に。

　アグリさんはやれやれと肩を竦すくめると……とても優しい眼まな差ざしで、告げてきた。




「あまのっちの、凄すごく『あまのっちらしい』話に怒る友達が、一体どこにいるのさ？」




「…………」

　その言葉に思わず目を見開く僕。と、チアキと天道さんがアグリさんの言葉に激しく頷うなずいて追従してきた。

「ですです！　こんなにもケータがケータっぽいエピソード、自分達からしたら大好物に決まっているじゃないですか！」

「まったく千ち秋あきさんの言う通りです。こんなにも貴方あなたの、貴方らしい話……私達にとってはご褒ほう美び以外のなにものでもない。いつ鼻血を出してもおかしくないレベルですよ」

　その言葉に偽いつわりはないようで、二人とも本当に興奮しきりの様子で目を輝かせ、天道さんなんかはポケットティッシュまでスタンバっていた。

「……二人とも……」

　僕はそんな彼女らの言葉に胸打たれながらも……しかしそれでも未だ消えない一いち抹まつの不安を持って、正面の上原君へと視線を戻す。

　……百歩譲ゆずって、チアキや天道さんが僕の僕らしさを好んでくれることは、理解できる。それは大変ありがたいし、それだけで随ずい分ぶん救われた気持ちだ。

　けれど……上原君は彼女達と違ちがうだろう。彼は謂いわば、この話の最大の被ひ害がい者なのだ。

　自分に無断で自分のカノジョさん宅を訪問し、親族の前ではカレシ面づらし、その果てに彼女を賭けた大勝負までしてしまう。

　こんな領土侵犯野郎を心から許せるお人好よし男が、この世界のどこにいると──




「フゥッー！　マジで最高だぜ雨野！　俺ぁ今日ほどお前を誇ほこりに思ったこたぁねぇ！」




　──いた。ここにいた。

　上原君は僕の肩を激しくバンバン叩きつつ、含ふくむものなど一切感じられない爽そう快かいな笑顔で続けてくる。

「いや丁度最近お前の『お前らしくなさ』にモヤモヤしていたとこだったからな！　ここに来て超ちよう弩ど級きゆうの『雨野景太濃こいめラテ』の供給に、オレ、興奮を隠かくし切れねぇよ！」

「なにその気持ち悪い飲料物。やめてくれる、僕らしさをラテに喩たとえるの」

　そう呆れたようにツッコんだ後、僕は目の前の……尊敬すべき友人に微笑ほほえみかける。

「上原君……ありがとう」

「おう！　こちらこそだぜ！」

　彼のその屈くつ託たくない笑顔に、僕は心の底から救われる。

　が……それでも僕はまだ、素直にその言葉に全面的に甘えることはできなかった。

　僕は今一度真剣な眼差しで彼を見つめ、懺ざん悔げを続ける。

「……でも上原君。やっぱり僕がキミに対して酷ひどい裏切りを行ったことは事実で……」

　しかしその謝罪さえも、上原君は「ハッ」と笑い飛ばす。

「おいおい、その『裏切りっ』て、なんのことだよ？」

「だから、僕は勝手に上原君の想おもい人たるアグリさんを賭けて──」

「ああ、それか。お前のその行こう為いに対する俺からの言葉は……これしかねぇよ」

　そこで上原君は一いつ拍ぱく置くと……次の瞬しゆん間かん、僕の頭の上にぽんと手を置いて続けてきた。




「俺の大事な女を、必死で守ってくれてありがとな、親友」




「…………っ！」

　瞬間、僕は慌あわてて制服の袖そでで目元を覆おおう。

　……駄目だ……自分でもまさかとは思ったけど、僕今、マジで泣いてしまっている。袖が容よう赦しやなく濡ぬれていくのが感じられる。もうじき高校三年生を迎むかえようという男子が、なんて、情けない……！

「あー……なんつうか……」

　僕のそんな様子には、どうやら上原君達も気づいたらしい。

「……えーと、そう、俺はむしろ雨野より亜あ玖ぐ璃り、お前に謝罪を求めるがな！」

「えー!?　なんでさー！」

　彼らは僕から自然に話題を逸そらし、感情を立て直す時間を与あたえてくれるように、雑談に興じ始めてくれた。

「なんでさ、じゃない！　俺を素直に紹しよう介かいできなかった事情は理解したが、かといって代役に雨野ってのもないだろう！　あの鬼き神しんおねーさんと雨野じゃ相あい性しよう悪すぎるわ！」

「そ、そりゃそうだけど、でも、じゃああのマイ姉ねえと相性いい人ってどんな人さ！」

「ぐ……！……か、加か瀬せ先せん輩ぱいとか？」

「驚おどろきの偽にせカレシチョイスすぎるよ！　アグリ全然接点ないしその人！」

「アグ姉アグ姉、自分は光こう正せい君とかが良かったと思います！」

「またしても謎なぞチョイス！　彼とマイ姉じゃ室内の『性格悪さ密度』が高すぎて辛つらい！」

「亜玖璃さん。私は三み角すみ君を推おします。彼ならきっと超展開に持ち込んでくれるかと」

「いや超展開に持ち込まれたくないし！　なにより彼とも全然接点ないから亜玖璃！」

　その後もガヤガヤとアグリさんを中心に「じゃあどうすべきだったのか」雑談で盛り上がるゲーム同好会。

　僕は皆みなの配はい慮りよに甘えさせて貰もらい、たっぷり二分ほどかけて感情を整えると。

　場の流れが「で、結局勝負はどうなったのか」という話題へと差し掛かかったところで、ようやく会話に復帰させて貰うことにしたのだった。




　　　　＊




「あぁ、そういえばそこから先の勝負内容や結果は、まだ全然語ってなかったっけ」

　僕がそう切り出すと、チアキが少し怒ったように「ですです！」と前のめりで僕を見つめてきた。

「まったく、焦じらしすぎにも程がありますよ、ケータ！　どこの浦うら沢さわさんですか！」

「いや流石さすがに『と○だち』の正体程話を引っ張った覚えはないけど……」

「それぐらい自分が先を楽しみにしているということです！　は、早く次じ話わを！」

「次話って。……ったく。分かったよ。じゃあまず結論から言っちゃうと──」

　僕が頭を搔かきながら、そうテキトーに話を進めかけた、その時だった。

『ストォォォオオップ！』

「？」

　上原君、天道さん、チアキが慌てた様子で一斉に僕の語りに制止をかけてきたのは。

　三人はその顔面から凄すさまじい「圧」を放ちながらぐいぐいと僕に迫ってくる。

「ど、どういう了りよう見けんですか、雨野君！」

「え、いや、な、なにがですか、天道さん？　どういうも何も、話の結末を……」

「ハッ、これだから王道展開とは程遠いこじらせ男子は！」

「天道さん!?」

　なんかここに来て急に元カノさんにえらい悪態つかれたんですけど僕。正直、全く事情が理解できない。……が、どうも周囲を見るに、チアキや上原君も天道さんの言葉に賛成らしい。

　二人もまた、僕を咎とがめるように続けてきた。

「ケータは相変わらず、クリエイターの風上にもおけないヤローです！」

「そりゃそもそもクリエイターじゃないしね、僕……」

「でもでも、オタク趣しゆ味みの人間としては当然履り修しゆうしていて然しかるべきでしょう！　物語の『起承転結』のなんたるかを！」

「まさかそれを《のべ》さんに言われる日が来るとは！」

　起承転結どころか物語の既き成せい概がい念ねんを踏ふみにじりながら我が道を往ゆく半ば現代アーティスト的ゲームクリエイターの彼女に、起承転結の重要性を説とかれるとは。

　僕が「はぁ……」と呆ほうけていると、上原君が二人の意見を分かりやすく纏まとめてきた。

「つまり雨野。俺達は、このお前の先週末の物語に、エンタメ性を求めている！」

「口下べ手たなぼっちに何要求しだしたこの友人」

　こちとらゲーム同好会の皆に出で逢あうまで「今日学校で口開いた回数＝ゼロ」の日々を淡たん々たんと送っていた人間だぞ。なにを馬ば鹿かなことを……。

　しかしそんな僕の呆れ顔にも構わず、上原君は続けてくる。

「少なくとも、結論から語るなと言っている。最初に犯人をバラす推理小説があるかって話だ」

「割とあるよ。そしてその形式の小説は、亜玖璃的に結構ヒット率高い」

　突とつ然ぜん脇わきから元文学少女ギャル、亜玖璃さんによる痛つう烈れつなツッコミが入った。

　が、上原君は元カノの野や暮ぼな裏切りにもめげず、こほんと咳せき払ばらいして続けてくる。

「と、とにかくだ。オレ達にとってもはやこの話……《雨野景太と魔ま王おう討とう伐ばつ》は、今一番熱いエンタメと化しているっつー話だ」

「僕の人生をエンタメ扱あつかいした挙げ句、変なサブタイまでつけるのやめてくれない？」

　僕の人生にサブタイとかついたの初めてだよ。……初めてだよね？

　僕が妙みような既き視し感を覚えて首を傾かしげる中、上原君が続けてくる。

「盛り上がるなと言われても無理な話だ。だって……俺達のよく知る『雨野景太』が、亜玖璃のために、最弱の能力でとんでもない巨きよ悪あくに立ち向かうって話なんだぞ？　そりゃワクワクもするわ！」

「巨悪って。最弱って」

「そんな、俺達にとって今一番熱く『次話』を切望する物語を、お前ときたら結論から告げようだなんて……！　たとえば、稲いな川がわ○二が『これ、最後に上からお化けが出てくる話なんですけどね』って語りだしたらどう思うよ！」

「う……!?」

　謎の説得力だった。確かに……結末に向けて徐じよ々じよに盛り上げていくのが、「物語的話術」というものなのかもしれない。反省しないと。

　…………。

　……いや普ふ通つうに生きていく上で必要か？　そのスキル。要点をちゃちゃっと簡潔に纏めて伝えられるトークスキルの方が遥はるかに重要なんじゃ？

　しかし、天道さん、チアキ、上原君の三人は相変わらず紙かみ芝しば居いの上演を待つ昭和の子供の如ごとくキラキラした目を僕に向けて来ており。流石の僕も、それを無む下げにはできず……。

「……分かりましたよ。順を追って、ちゃんと説明します。……語りも、まぁ僕なりに、話が盛り上がるよう、努力してみます」

『よっ、雨野屋！』

「…………」

　まさか、この僕に、大事な友人達を纏めて「うぜぇ」と思う日が来るとは。ちらりとアグリさんを見やれば、僕同様この物語の顚てん末まつの全てを知る彼女もまた、げんなりと肩かたを竦すくめた後、欠伸あくびを漏もらし、そのまま気け怠だるそうにスマホを弄いじりだしていた。…………。

「（……あの、皆さん。一応僕がこれから語る物語の「ヒロイン」的な立場の人が現在あんな感じなんですけど……それは全く気にしないんでしょうか？）」

　激しくそう言いたいものの、またこの三人から「興が削そがれる」とか文句を受けそうなので、ぐっと堪こらえる僕。

　そうして……。

「えーと……まあそんなわけで、僕と真音さんによる《アグリさんの所有権》を賭かけた最後のゲームバトルが、始まったわけですけれど……」

『……ごくり……』

　友人達が見守る中。

　僕は、僕自身の武勇伝を、自分で、しかも一応はヒロインたるギャルの目の前で、激げき烈れつに盛り上げに盛り上げて語るという──




　──半ば地じ獄ごくめいた回想イベントを、いやいや開始したのであった。




　　　　＊




「で？　具体的にはこのオレ様になんのゲームで勝つ気かね、アマ公さんよぉ」

　玄げん関かんでの一ひと悶もん着ちやく後、対戦のため全員で居間へと戻もどるなり、僕がコートを脱ぬぐのも待たずに魔王──伏黒真音さんが声をかけてきた。

　相変わらず、噓うそみたいなプラチナヘアが目を引く絶世の美人。普通なら僕みたいなぼっちオタクが一生関わるハズもないであろう女性が……今はやたらと好戦的で熱を帯びた視線をこちらに送って来ていた。

「…………」

　しかし僕は彼女の挑ちよう発はつにすぐには乗らず、たっぷりと時間をかけてコートを脱ぐと、丁てい寧ねいに畳たたんでカバンとともに部屋の片かた隅すみへと置きつつ返す。

「……先程アーカイブソフト一覧で見かけた《オーダーメイドロボ》でお願いします」

「へぇ、《オダロボ》とはまた……」

　指定ソフトの略りやく称しようを呟つぶやき、妙に楽しげにメニュー画面からソフトを探し始める真音さん。ちなみにこのゲームハードはアグリさんの家のものではなく、真音さんが持ち込んだものらしい。それだけに……。

「（まぁ、この《オダロボ》もプレイ済みどころか極きわめ済みなんだろうな……）」

　まだ短い付き合いながら、真音さんという女性の性格はなんとなく摑つかめている。

　伏黒真音。美人客室乗務員。元音おと吹ぶき高校ゲーム部部長の才女で……限りなく天道さんに近い人種。つまりは、興味あることとないことの差が激しく、一度始めたことはとことん追求するタイプ。

　だから、彼女がこのゲームを所持していた時点でもう初心者であることはまるで期待できない。思い出の参照やコレクション目的でゲームを買う人じゃないだろう。

「（……ま、それはこっちも覚かく悟ご済みなんだけれど）」

　僕は一つ息を吐はくと、覚悟を決め、対戦に臨のぞむため彼女の隣となりへと──

「ちょっと、あまのっち、あまのっち！」

「はい？」

　──向かおうとしたところで、横から袖そでをくいっと引っ張られた。

　そのまま部屋の隅すみまで連行され、真音さんから充じゆう分ぶん距きよ離りを取ったところで、彼女──この勝負のヒロインギャルこと、アグリさんが強く僕を睨にらみ付けてきた。

「ホント、マジでなに考えてんのさ、キミは！」

「え、なにって──ただ、アグリさんの幸せのことだけですけど」

「な──ま、真顔でなに言ってんのさ！　アグリには、祐たすくっていう立派な彼氏が……」

　僕の台詞せりふにもじもじしだすアグリさん。……ふむ。

「いや、なんか僕がアグリさんを女性として愛しているみたいな空気感出すのやめてくれませんかね？　キモい上に腹立たしいです」

「よーし、あまのっち歯を食いしばれ！」

　警告した直後、すぐさま猛もう烈れつなビンタ──じゃなく、僕の足を思い切り踏んでくるアグリさん。僕はその意外な攻こう撃げきに「ぎゃっ」と呻うめいた後、ギャグ漫まん画がみたいにその場で飛び跳はねつつ涙なみだ目めで抗こう議ぎした。

「僕が『歯』を食いしばった意味とは！」

「いや構えてないところを攻撃したかったから」

「それがこれから貴女あなたを賭けて戦いに臨む男に取る態度ですか！　このビッチギャル！」

「こっちの台詞だよ！　それがこれから亜玖璃というヒロインを賭けて戦う青少年の台詞か！　この……《居直り雨野》！」

「あ、それはなんか軽く時代小説みたいでいいですね《居直り雨野》」

「いやまったく褒ほめてないからね!?　というか、ホントあまのっちは、なんでいっつも考えなしに余計なことするかなぁ！」

「や、それが僕なんで」

「出たっ《居直り雨野》！」

　げんなりと肩を落とすアグリさん。僕はそれに苦笑しつつも、「まぁ」と続けた。

「もし負けても、害を被こうむるのは僕だけなんで。アグリさんはどんと構えていて下さいよ」

　僕のその言葉に、アグリさんはギャグで切り返すのをやめ、心底悔くやしそうに俯うつむく。

「……ばかのっち。それを亜玖璃が……本当に気にしないでいられると思うわけ？」

「……いえ。そこに関しては本気で……すいません」

「ホントだよ……」

　もし自分が逆の立場だったら……僕のためにアグリさんが大切な何かを失いかけていたら、それはもう、心底苦しくて、悔しくて、腹立たしくて仕方ないだろう。

『…………』

　二人の間に、重たい沈ちん黙もくが横たわる。が、すぐにアグリさんは「ま、まぁ」とどこか照れた様子で顔を上げると、僕から微び妙みように視線を外しつつ、気き恥はずかしげに続けてきてくれた。

「その……友達として怒おこってくれたことに関しては……マジで、凄すごく嬉うれしかったよ。ありがとね、あまのっち」

「……あ、いえ……。その……どういたしまして」

　そこで互たがいに照れ笑いを浮うかべる僕ら。と──

「おとりこみちゅうしつれいします、けーたおにーさん、あぐりおねーさん」

　──突とつ然ぜん下方から響ひびいてきた声に驚おどろき、思わずびくんと一歩距離を離はなす僕ら。

　慌あわてて視線を下に向けると、そこにはゴスロリ衣装に身を包んだ幼女の姿があった。

「み、ミィちゃん……」

　僕はその無む垢くな瞳ひとみに何かを見み咎とがめられたような気がして額に汗あせを滲にじませつつ、彼女の名を呼ぶ。

　伏黒美み衣い。真音さんの妹であり、彼女を《ママ》と慕したうほどに懐なついている幼女だ。それだけに、普通のこの年代の子とはやはり少々毛色が違ちがう。何が違うかと言えば……。

「ちちくりあうのは、あとにしていただけますでしょうか？」

『どこで覚えるの、そういう言葉』

　……こんな感じだ。マセているというよりは、語ご彙いの偏かたよりが凄い。まあこの子の育児に現在メインで携たずさわっているであろう人が、アレだからな……。

　僕とアグリさんが肩を竦めていると、ミィちゃんが続けてくる。

「ママが、ゲームのじゅんびができたと、よんでおります」

「ああ、うん、そっか。ありがとう、すぐ行くよ」

　僕はそう返して、軽くミィちゃんの頭を撫なでる。と……彼女は珍めずらしく、少し神しん妙みような面おも持もちで、僕の目をジッと見返してきた。

「………けーたおにーさんは、ほんきで、ママにかつつもり、なんですか？」

　僕はそれに、苦笑いで応じる。

「まぁ、一応は、ね」

「……ミィはそれ『むぼー』だと、おもいます。……いまなら、まだ、あやまれば……」

　そう、心配げに僕の目を覗のぞき込んでくるミィちゃんに。

　僕は、更さらに頭を撫でつつ、今度は自信に満ちた笑みで、返してあげた。

「ありがとう、ミィちゃん。でも僕今回だけは、引く気が一切ないからさ」

「……そうですか。……まったく、けーたおにーさんは、ばかなひとですね」

「最近よく言われるなぁ、それ」

「じじつだからじゃないですか？」

「ぐ」

「では、ミィは、これで」

　そう言って、トタトタと真音さんの方に駆かけて行くミィちゃん。

　彼女の無む邪じや気きな後ろ姿を見送りながら、僕の隣に立ったアグリさんが「で？」と今一度訊たずねてきた。

「マジな話さ。勝算、ちゃんとあんの？　あまのっち」

「…………えーと……まぁ……その……。……あると思います？」

「いやそこは『ある』と男らしく言い切って欲しかったんですけど。この勝負のヒロインとしてはさぁ……」

　なんか落らく胆たんした様子のアグリさん。仕方ないので、僕は彼女を勇気づけるように、言い直してみる。

「……あるある」

「いや『ある』は『はい』と同じく一度でいいよ！　なんか軽いんですけど！」

「すいません。どうにも僕、《アグリさんをヒロインとした勝負》と思うと、気が抜ぬけるというか……やる気が七割ぐらいになるというか……」

「やる気出しなよっ！　ほ、ほら、勝ったら多少は労ねぎらってあげるから！　ね？」

「ええ？　うーん、それ、アグリさんに言われてもなぁ。僕の『やる気スイッチ』は、基本、天道さんだけが握にぎっているんで……」

「マジなんなのこいつ！」

「あ、そうそう、でも決戦前に一つだけ、アグリさんに協力して欲しいことがあって」

「な、なにかな？　あ、やる気出すために『ほっぺにちゅー』とか、そういう──」

「いや『ヒロイン面づら』だけはマジやめて下さいって話で」

「あまのっち本当にアグリのために戦う気あるの!?」

「特に終しゆう盤ばん戦で『いけぇぇぇぇええ！　あまのっちぃいいいい！』みたいな熱い叫さけびとかされた日には、僕気恥ずかしさでどうにかなると思うので、そこはマジ厳禁で」

「味方の応おう援えんを牽けん制せいした上で最終決戦に臨む主人公とか、ありうるの!?」

「さて……では、行きますか。決戦に」

「この流れで!?　ちょ、頼たのむからあまのっち、もうちょっといい空気に──」

　そう言ったところで、突然アグリさんの言葉が止まる。一体どうしたのかと振ふり返ってみれば、彼女は……なにやら、僕の指先を見て──

「──っ！」

「……あまのっち。キミ、手震ふるえて……」

　途と端たんに心配げに僕を見つめてくるアグリさん。僕は慌てて今一度彼女に背を向けると、体で手を隠かくしつつ告げる。

「ほ、ほら、それ！　やめてくれって言いましたよね、いかにもヒロイン然とした振る舞まい。ま、まったく、らしくないったら、ありゃしな──」

　そうペラペラと喋しやべる僕の背に。

　アグリさんは突然……トンッと、その拳こぶしを置いてきた。

　そうして、ただ一言……ヒロインとしてではなく。

　僕の悪友たる、「いつものアグリさん」として、僕を激げき励れいしてくれた。

「──思い切りやったれ、あまのっち」

「──はい」

　たったそれだけの、色気もクソもない、無ぶ骨こつなやりとり。

　だけど……なぜかそれに、悔しいかな、えらく力を貰もらってしまった僕は。

「……お待たせしました。では、始めましょうか──真音さん」

「ああ……来いよ、アマ公」

　いよいよ最終決戦へと臨むべく、魔ま王おうの隣へと腰こしを下ろしたのだった。




　　　　＊




　オーダーメイドロボは、そのタイトル通り、自分の手で組み上げたロボットを用いて戦う名作アクションゲームだ。

　メイン武器は勿もち論ろん、ボディパーツやレッグパーツから、特とく殊しゆなサブ兵装まで。様々パーツ群を付け替かえることで、自分のプレイスタイルに合ったロボットを組み上げ、ＣＰＵやプレイヤーと戦うゲーム。

　……と、概がい要ようだけを羅ら列れつすると如い何かにも難しそうに聞こえるかもしれないが、実際のゲーム内容は極きわめて万ばん人にん向けの痛快アクションゲームだ。

　このゲーム内世界におけるロボの扱あつかいにしたって、あくまで『子供の間で爆ばく発はつ的に流行している小型ロボ玩がん具ぐ』といったものであり。またそこで綴つづられるストーリーも、ある日両親にロボを買って貰った少年が、ご町内大会から地方大会、全国大会と徐じよ々じよに勝ち進み、時にロボを悪用する組織と戦ったりもするという……実に王道少年漫画的内容なのだ。

　つまり、基本は子供がプレイすることを前提とした敷しき居いの低いアクションゲーム。

　だが名作と呼ばれるゲームは得てして──敷居が低いことと、奥が深いことが両立しているものである。

　このゲームもまたそのご多た分ぶんに漏もれず、特に対人戦に関しては、パーツ構成は勿論戦術や操作テクニックまでいくらでも深ふか掘ぼりできる要素を兼かね備えていた。

　まさに、元音吹高校ゲーム部部長が好みそうなゲーム、そのもの。

　だけどその一方で……。

「なあアマ公」

　画面を見つめ「対戦」を選せん択たくしながら、真音さんが話しかけてくる。僕は２Ｐ用のコントローラーを手になじませながら「なんですか」と応じた。

「わざわざこのソフトを指定してきたからには、当然、腕うでに覚えがあんだよな？」

「……どうでしょう。よく分かりません」

　僕が答えると同時に画面が切り替わり、上下段の二分割でそれぞれのカスタマイズ画面が表示される。

　真音さんが、隣となりで大おお仰ぎように肩かたを竦めた。

「おいおい、頼むぜぇ、アマ公よぉ？　こんだけ盛り上げておいて、オレ様が萎なえるようなプレイだけはすんじゃねぇぞ？」

「そんなの知りませんよ。まぁ……ただ」

「ただ？　なんだよ？」

　僕は画面に、パーツ変へん更こう前の、極めてベーシックなロボ素体が表示されているのを確認すると──

　──そのまま決定ボタンを押しつつ、真音さんに笑みを返した。




「僕は一戦目、素体のままで行きます。そちら、調整したければ、ご自由にどうぞ」




『な──』

　これに驚きの声を上げたのは、ギャラリーたるアグリさんとミィちゃんだった。

　二人は口々に僕のスタンスを咎めてくる。

「ちょ、なにしてんのあまのっち!?　《オーダーメイドロボ》っていうタイトルのゲームなのに、オーダーメイドしないでいいわけ!?」

「ごくり……これがいわゆる……『なめプ』というヤツなのですね……」

　相変わらず幼女とは思えない単語を使う子だった。

　僕は彼女達の野や次じに反応せず、ただ画面を眺ながめ続ける。

　と──隣から真音さんがニタァと口元を歪ゆがめつつ僕を覗き込んできた。

「いいねぇ、アマ公。気に入った。じゃあオレ様も────このままだ」

　そう言って彼女もまた一切機体をいじらないまま、決定ボタンを押す。

　途端、背後からアグリさんとミィちゃんのツッコミが響ひびき渡わたった。

『いやオーダーメイドしようよ！』

　至し極ごくもっともな指し摘てきにも程があった。

　隣の真音さんはそれにカラカラ笑うのみなので、仕方なく、僕が背後を振り返って二人に説明する。

「ええと、このゲーム、今回の対戦設定だと二本先取制なんだ。つまり最大三試合あるから、オーダーメイドはまた次の試合なんかでやるってことで……」

　僕がそうフォローしていると、隣から真音さんが余計な口出しをしてきた。

「三試合？　いやいやオレ様とアマ公で二本先取制対決なら、最大二試合だろ」

　言って、ニタリと微笑ほほえむ真音さん。

　……やれやれ、相変わらずな人だ。いつもの僕ならビビるところだけれど、どうも僕という人間は、一度「敵」と見なした人間に対しては開き直って怯おびえがなくなるらしい。

　僕は視線をモニターに戻もどしつつ、しれっと切り返した。

「それ、僕が連勝するようにも、とれますね」

「お、アマ公はジョークもいける口か。つまらんが」

『…………』

　どうも背後の二人は僕が真音さん相手に軽口で返すのが大層怖こわいらしく、茶々を入れる余よ裕ゆうさえなくして黙だまりこんでしまった。

　と画面がバトルフィールド選択に切り替わる。

「リクエストあるか、アマ公」

「いえランダムで──と言いたいところですが、折角のデフォルト対決なんで、ステージもシンプルで派手なギミックのない『ベーシック』でやりませんか？」

「いいね。しかし大だい丈じよう夫ぶかよ、アマ公」

「？　なにがですか？」

　ステージ選択が終わり、いよいよ対戦画面へと移行。ステージ紹しよう介かい演出が始まる中、真音さんはこちらに挑ちよう発はつ的な笑みを向けてきた。

「互たがいにデフォルト機体かつ基本ステージって……初戦からモロに実力差が出るぜ？」

「……ああ、そうですね。確かに格上が相手の場合は、悪あく手しゆも悪手だ。機体相あい性しようもへったくれもない、操作技術が全ての勝負になってしまう。格下に勝ち目は皆かい無むの条件だ」

　画面の中で、試合開始へのカウントダウンが始まる。

「へぇ、それが分かっていてやるとは、意外といい男気してんなぁ、アマ公」

　僕を再評価した様子でひゅうっと口笛を鳴らす真音さん。

　僕はそれに「いえいえ、そんなんじゃないですよ」と苦笑いで返し。

「僕はただ──」

　カウントダウンが終わり、いよいよ試合が開始されると同時に──




「──ことこのゲームにおいてだけは、貴女あなたより『格上』なだけですから」




　──息をもつかせぬ神速の連撃で、初手から真音さんの機体ＨＰを三割ほど削けずった。

『────』

　試合開始から、約一秒ほどの出来事だった。

　真音さんの機体がダウンし、追つい撃げき不能の無敵時間へと入る。同時に、僕は即そく座ざに鮮あざやかなジャンプとブースター操作で彼女から距きよ離りを取った。

「……へぇ」

　隣で真音さんが舌なめずりし、纏まとう雰ふん囲い気きが「獣けもの」じみたそれへと変質していくのが感じられる。……どうやら完全に火がついたらしい。

　と、そんな中、背後からアグリさんが、耐たえきれない様子で疑問の声をあげてきた。

「え、今の、マイ姉じゃなく、あまのっちが、やったんだよね？」

「……そうです」

　僕は彼女に端たん的てきな答えを返しつつ、起き上がった真音さんの機体が放ってきた牽けん制せい射しや撃げきを回かい避ひする。

　そうして、まだ戦せん闘とうに少し余裕があるうちに、今後彼女から投げられるであろう疑問に、事前に答えておくことにした。

「僕、得意なんですよ、このゲーム」

「得意って……あまのっちのくせに？」

「はい、僕のくせに」

　言いながら、真音さんの動きの隙すきをついてチマチマとサブ武器による地味な攻こう撃げきを当てていく僕。

「……ハッ、いやらしい動きすんな、アマ公。…………いいぜ。凄すごくいいっ」

　真音さんが舌なめずりしながら、誰だれかに聞かれたら軽く勘かん違ちがいされそうな嬌きよう声せいを、それも若じやつ干かん興奮気味にあげてきた。今の開き直った僕でも、流石さすがにこれには背筋が震える。

　僕はこの変な緊きん張ちようを解消するべく、背後のアグリさんへと語り続けた。

「別に才能とかじゃないです。ただ……こんな僕でも、流石に、同じソフトを弟とほぼ毎日、足かけ三年にも亘わたって遊び続ければ、これぐらいにはなります」

「同じソフトを毎日三年って……」

　啞あ然ぜんとした声をあげるアグリさん。僕は真音さん側からの本格的な攻こう勢せいを全て紙一ひと重えで華か麗れいにいなしながら続ける。

「僕も光正も、別に修行とかしていたわけじゃないんです。僕らは、ただ……」

「ただ？」

　アグリさんの疑問に、僕は──今まさに激しい戦闘中だというのに、思わず笑顔で答えてしまった。

「ただ、二人でこのゲームを遊ぶのが最高に楽しかった。それだけなんです」

　言いながら真音さんに連続で攻撃をヒットさせる。気づけば、もう彼女のＨＰは残り二割程度。対する僕は未だ無傷だった。

　アグリさんとミィちゃんが、息を吞のんで画面に釘くぎ付づけになっている雰囲気が伝わってくる。きっともう、僕の話なんか聞いちゃいないだろう。

　けれど、それでも僕は、自分の気持ちの整理も兼ねて、続けさせて貰もらった。

「だから、僕は別に、世界で一番このゲームが上う手まいなんて言わないけれど……」

　そのままサブウェポンを駆く使しし、真音さんの動きをキッチリ制限していく僕。そうして、彼女が完全に回避不能な状じよう況きようを作り出した上で──

「……それでも、このゲームを軽く『嗜たしなんだ』程度ですっかり『極めた』つもりの『勘違いガチゲーマー』程度が相手なら──負ける気はしないですね」

　──僕は、彼女に、トドメのメインウェポン連射攻撃を叩たたき込んだのだった。

『…………』

　室内に圧あつ倒とう的な静せい寂じやくが訪れる。

　画面に広がっているのは……僕以外の誰もが想像だにしなかった光景。

　雨野景太のパーフェクトゲーム。

　伏黒真音の完敗。

　普ふ段だんの僕らという人間をよく知る人達からしたら、おおよそ想像しえない事象が今、そこに起きていて。

　と、画面が一度、機体の調整メニューへと戻ってくる。僕からしたら深層心理に刻み込まれているレベルの懐なつかしいＢＧＭが流れる中、しばらく沈ちん黙もくを保っていた対戦相手──真音さんが、ようやく口を開いてきた。

「……やってくれたな、アマ公」

「……どうも」

　僕は特に勝ち誇ほこるでもなく、とっとと二戦目に向けてパーツ選びを開始する。

『……？』

　奇き跡せきみたいなジャイアントキリングを起こしておきながら、大して喜ぶでもない……妙に素そっ気けない僕の態度に、周囲が首を傾かしげる。

　が、僕からすれば、僕のこの薄うすい反応は当然のことだった。

「（真音さんを煽あおってうまく『素体対決』に持ち込めた時点で、一戦目に関しては十中八九取る自信があった。でも本当の問題は……ここからだ）」

　さっき僕は自分の三年がさも厚みを伴ともなったもののように語ったけれど、一方で、真音さんの……天才的ガチゲーマーにおける「一戦」の価値を甘く見てもいない。

　三角君の例を持ち出すまでもなく、この手の人達は、僕や光正みたいなただゆるゆる遊んでいるだけの人種とは比べものにならない学習速度を見せる。

　事実、さっきの一戦も……結果的にパーフェクト勝利を摑つかんだけれど、どこか一箇か所ミスしていれば一気に巻き返されてもおかしくない──そんな殺気を、特に終しゆう盤ばん戦はヒシヒシと感じていた。

　……次はどうなるか、わかったもんじゃない。

　情けない話だが、僕みたいな平へい凡ぼんな人間に「戦いの中で強くなる」なんて主人公スキルはないのだ。

　だから、僕の強さは常に一定。対する真音さんは、尋じん常じようならざる速度で成長する。

　となればこの勝負、僕がとるべき戦術はただ一つ。




　──天才の成長が、一いつ般ぱん人兄弟の「三年」に追いつく前に、カタをつける。




「なぁるほど。さっきの連勝宣言、あながちジョークじゃなかったわけだ」

「…………」

　機体選せん択たくを始めながら、既すでに僕の思おも惑わくの全てを見み透すかしたような呟つぶやきを漏もらしてくる真音さん。

「むしろ、『それしか』お前の勝ちパターンはねぇもんな、アマ公」

「……さぁ、どうでしょう」

　無表情で返すも、その指摘は図星にも程があった。

　一般車がＦ１カー相手に、大きなハンデを貰ってレースしているようなものだ。最初は良くとも、追い抜ぬかれた時点で一巻の終わり。もはや巻き返しは不可能。

　そういう意味で僕にとってこの勝負は──これから行われる二戦目こそが、最大の山場だった。ここを凌しのぎきれるか否かで、全てが決まる。

『…………』

　素体のまま戦った先程とは違ちがい、今度は互いに機体やパーツを慎しん重ちように組み上げていく。

　基本的にこの組み上げ作業は、二人同時に上下一画面で行われる。そのため、やろうと思えば相手の機体構成を見た上で、相あい性しようの良い選択をすることも可能だ。

　が、当然それは相手も同じこと。少なくとも僕と弟の経験上では、ここで変に駆かけ引きしすぎると、結局は互いにしっくり来ない機体構成のまま制限時間を迎むかえてしまい、グズグズな試合を演じることが多い印象だった。

　となれば……僕が組み上げる機体の方向性は、ただ一つ。

「ハッ、機動性重視の機体にスナイプガン合わせるたぁ、また随ずい分ぶんと面おも白しろ味みにかけるスタンダードな機体組むもんだなぁ、アマ公。しかしいいのか？　その武器も機体も、クセのない扱あつかい易さは認めるが『強機体』『強パーツ』と言うには大分物足りない性能だぞ？」

「……いいんです。僕に合ってるんで」

「そうか。なら別にいいんだが」

　そう言いながら真音さん自身は、問答無用でピーキーな強パーツを中心に機体を組み上げていく。……世のガチゲーマーには「あえて高性能キャラを避さけて」遊びたがるタイプも多いものだが、この人は違うらしい。バランスが悪かろうがバグだろうが、「上」に行くためなら全て利用する。それはそれで尊敬に値する徹てつ底ていしたスタンスだ。……敵に回してさえ、いなければ。

「（予想はしていたけれど……やっぱり怖こわいなぁ、この人）」

　そうして組み上がった機体は、当然強パーツ目白押しのピーキーな化け物機体だった。僕が組んだ「扱い易さ重視のベーシックな機体」とはまるで正反対の設計思想だ。

　オーダーメイド画面を終えた僕らは、そのままステージ選択に進む。──と。

「ああ、今回ステージ選択はどうするよ、アマ公」

「そうですね。公平に、ランダム機能に任せましょうか」

「ＯＫ」

　言ってランダムを選択する真音さん。そうしてシステム側によるしばしの選択演出の後、決まったステージは……。

「アスレチックコロシアムか……」

「残念だったな、アマ公。障害物だらけのステージで」

　僕が微び妙みような反応を返し、真音さんが憐あわれむように僕を見つめてくる。

　と、状況がよく分かっていない後ろの二人に、僕は軽く解説した。

「僕の武器であるスナイプガンは、その名の通り遠くから敵を直線的に射い貫ぬく武器なんです。だから、ステージギミックや遮しや蔽へい物が多いステージには不向きなわけで……」

「……あちゃー」

　アグリさんが残念そうな声をあげる。その隣となりから、今度はミィちゃんが訊たずねてきた。

「たいする、ママのぶきは……」

「ああ、オレ様の武器はベルゼブブガンだ」

「つよそう！　そして、とてもママにピッタリのおなまえ！」

「オレ様にどう似合っているかはさておき、実際このゲームにおける『強武器』の一つではあるな。銃じゆう口こうから広がるように放たれた大量の『ハエ型弾だん』が、若干ゆったりした弾だん速そくながら敵を執しつ拗ように追い回す、という性能だ」

「おおっ！　そのいやらしいせーのーも、ママにピッタリだね！」

「……ミィ。お前今晩『おへそごしごし』の刑けいな」

「！　おへ……おへそ……ごし……ごし……。……あぁ……」

　なにやらミィちゃんが真っ青な顔して一気に意い気き消しよう沈ちんしてしまっていた。……お、おへそごしごしの刑とは、一体……。勝負に関係ない寄り道情報にも程があるのに、妙に気になって仕方ない、おへそごしごし……。

　……い、いや、今はそんなことに意識を割さいている場合じゃない。

　ステージ選択画面が終わり、いよいよ、試合開始のカウントダウンが始まる。

『…………』

　刹せつ那な、これまでの気安い雑談の空気から一転、まるでゲーム世界に入り込むかのようにスッとその顔から表情を消し去るゲーマー二名。

　……第一試合とは違い、どうやら今回は僕だけじゃなく真音さんも最初から「本気」モードで臨のぞんでくるようだ。

　カウントダウンの数字が小さくなる程に、深く潜せん行こうしていく僕らの意識。

　そうして──いよいよ試合が開始される。

『…………』

　僕らはほぼ同時にロボの体勢を整え終えると、互たがいに相手ロボの方向へと向けて高速でブースト移動。ステージ中央の空間で正面から向き合った僕らは、互いに向けてこれまた同時に銃口を構え、そして──

　──二人とも銃弾の一発も放たずに、そのまますれ違った。

「え、なんで……」

　試合を見守っていたミィちゃんが当然の疑問を口にする。それに答えたのは、意外にもゲームに詳くわしくないアグリさんだった。

「亜玖璃もわかんないけど……雰ふん囲い気き的にアレじゃない？　先に撃うった方が負ける、という状況だったんじゃない、今の」

「ほ、ほへー。なんか、プロスポーツせんしゅどーしのしあいみたいだね」

「ああ、実際そういう感じなんじゃない？　ほら、なんかあるよね、ゲームをなんたらスポーツって言う、あれ。なんだっけ。い……い……」

『…………』

「い……。…………。…………………………まいっか」

『ｅスポーツ！』

　試合を続けながらも苛いら立だったように叫さけぶ僕と真音さんというゲーマー二名。背後でアグリさんが「ああ」と納得した様子でぽんと手を叩く。

「確かに、それに近かった気がするー」

『いや近いとかじゃなく、それが正解！』

「そうなの？……しかし二人とも、よく喋しやべりながらそんな激しくゲームできるね？」

『喋りたくて喋ってるんじゃない！』

　イライライライラしながらも、画面の中で一進一退の激げき闘とうを繰くり広げる僕と真音さん。……駄だ目めだ、いくら真しん剣けん勝負中でも、背後でゲームの話題をぞんざいに語られると、反応せずにはいられない。それがゲーマーという人種の悲しき性さがらしい。

　そんな僕ら二人を見て、アグリさんが嘆たん息そく交じりに続けてくる。

「こうして見ると、二人とも、楽しくゲームに興じる気の合う友人同士に見えなくも──」

『あ？』

「──ないです。すいません。亜玖璃調子こきました。マジすいません」

　僕ら二人の本気の苛立ちから来るあまりに禍まが々まがしいオーラにあてられ、謝罪し黙だまり込むアグリさん。

　僕はゲーム内での激しい攻こう防ぼうが一段落し、互いに一いつ旦たん距きよ離りを取ったタイミングで思わず、愚ぐ痴ちるように息を吐はいた。

「ったく、誰だれのために……」

　そう僕がぼやいた瞬しゆん間かんだった。隣に座る真音さんから……これまで聞いたこともないほどに、柔やわらかな声が響ひびいてきたのは。

「アグは、幸せ者だな。お前みたいな──馬ば鹿かな弱者に愛されて」

「……その弱者に一本とられた人が、何を偉えらそうに」

「ハッ、違いない」

「…………」

　僕はこれまで通り横おう柄へいに対処するも──その実、心の隅すみでは微かすかに動どう揺ようしていた。

「（なんだ……今の。……言葉の内容自体は確かにいつも通りの人を小こ馬ば鹿かにしたそれだったけれど……でも……）」

　その声に、ほんの少しだけ人間らしい体温が──愛情が、こもっていたような。

「…………」

　僕は思考を整理する時間を稼かせぐように、遠距離から牽けん制せいのサブ兵装や爆ばく発はつ物を撃ちつつ、この伏黒真音という存在について少し考え直す。

「（そのやり方はさておき、この人はこの人なりに、アグリさんの幸せについて何か考えがあるってことなのだろうか？）」

　つまりは……ただの横暴だけで身内の《所有権》を主張しているわけじゃ、ない？

　一瞬そう気を緩ゆるませるも、しかし、すぐにその考えを頭から振ふり払はらう僕。

「（いや、だとしても、アグリさんの普ふ段だんの怯おびえようやラベアーズを取られた時のリアクションを見るに、今現在、彼女がアグリさんを著いちじるしく苦しめてるのは、事実なんだ）」

　そしてそれだけで──僕の戦う理由としては、充じゆう分ぶん。

　だから今は余計なことを考えずに、試合に集中しないと。

　僕は気を引き締しめ直すと、これまでと同様に丁てい寧ねいな試合運びで着実に真音さんロボのＨＰを削けずって──

「捕つかまえた」

「!?」

　──いたのだが、突とつ然ぜん真音さんから手痛い一いち撃げきを貰もらいダウンしてしまった。素早く起き上がると同時に、無敵時間を利用して距離を取る僕。

　隣で真音さんがカラカラと笑いながら呟つぶやく。

「面白くなってきたろう、アマ公？」

「……いえ。生あい憎にく僕は、弱い敵相手に無む双そうするのが好きなタイプなんで」

「はっ、感性が雑ざ魚こすぎて一周して面白いやつだな、お前」

「そりゃどう……も！」

　言うと同時に、サブ兵装とメインウェポンの一いつ斉せい射しや撃げきをお見み舞まいする僕。が、真音さんはそれを軽い被ひ弾だんだけで乗り切った。それはさながら、僕と弟がこのゲームの円熟期に辿たどり着いた動き、そのもので。

「（……くそっ、もう操作をモノにし始めてる……！）」

　想定以上の成長速度におののく僕。現時点で真音さんのロボの残りＨＰは六割。技術的に追いつかれる前に詰つめ切れるかは、かなり怪あやしかった。

　が、僕にできることはこれまでと変わらない。光正との試合経験を活いかし、丁寧に、着実に、ダメージを積み上げる。焦あせって大きな攻こう撃げきに出るなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。そこを見み逃のがしてくれる相手じゃあ、ない。

『…………』

　もはや喋る余よ裕ゆうもないほどに白熱した一進一退の攻防を繰り広げる僕と真音さん。

　背後のアグリさんやミィちゃんが息を吞のむ中、互いのＨＰが決着へと向けてジリジリと削れていく。

　真音さん、残り五割。僕、残り七割。

　真音さん、残り四割。僕、残り五割。

　真音さん、残り三割。僕、残り──三割。

「（駄目だ……猛もう追ついにも程がある！）」

　成長速度が速い、なんて生ぬるい話じゃない。まるで一秒ごとに入れ替かわる別人と戦っているみたいだった。

　僕と光正の三年が、瞬またたく間まに蹂じゆう躙りんされていく。……心が折れそうだ。

　が、ここで譲ゆずるわけにはいかない。この二試合目を落とすわけには、絶対いかない。

「…………ぁぁぁあ！」

　試合中に思わず気合いの声をあげる程、ゲームへとのめり込む僕。ゲームを「娯ご楽らく」と捉とらえている僕からすれば、人生で初めてと言っていい、狂くるおしい程の勝利への渇かつ望ぼうが胸を満たす。そのおかげなのか、僕のコントローラー捌さばきは過去最高レベルに研とぎ澄すまされていた。真音さんの猛追にも必死で耐たえる。

　真音さん、残り二割。僕、残り二割。

「いいねぇ、アマ公！　最高だよ！」

　極限の闘とう争そうに真音さんが歓かん喜きの声をあげる。しかめっ面つらで必死にゲームへと臨むぼっちと、喜き色しよく満面でゲームを楽しむ女性。一体どっちがガチゲーマーなのか、分かったもんじゃなかった。

　真音さん、残り一割。僕、残り一割。

　もう、ここまで来たら後は「一撃」の勝負だ。メインウェポンだろうとサブウェポンだろうと、一撃貰った方が負ける。

　そしてもはや、そこに「運」の絡からむ余地は一切ない。

　僕は三年、真音さんはこの二戦を通して、自身の機体性能は勿もち論ろん、相手の性能、そしてステージギミックの動きまで完全に把は握あくしきってしまっている。

　この場において棚たなぼたの勝利はありえない。単純に、強い方が──勝つ。

　が──

「う……！」

　──ここに来て真音さんの動きがまた一層冴さえ渡わたった。それはピーキーなマシン性能の全てを完全にコントロール下に置いた者の動き。つまりは──このゲームの極限。

　対する僕のベーシックな機体では、たとえ僕が何かに覚かく醒せいして彼女と同じ能力を持ったところでもはや敗北は必ひつ至し。

「あまのっち……！」

　真音さんが最後の一撃の「布ふ石せき」たるサブ攻撃で僕の退路を次々と断たっていく。僕にできることは、もはや「事故死」だけはしないように必死で逃にげ回ることのみ。

　しかしそれは、誰の目にも明らかな「無む駄だな足あ搔がき」でしかなく。

　場に、どこか重苦しい空気がたちこめる。

　そうして──遂ついに来たる、最後の瞬間。

「終わりだ、アマ公。楽しかったよ」

　全ての退路を断たれた僕の機体に銃じゆう口こうを突つきつけた真音さんは、満足げな声と共にその引き金を引こうと──するも。

「──っ!?」

　隣となりに座す僕から僅わずかながら立ち上っていた不ふ穏おんな気配を察知し、突然操作を切り換かえようとする真音さん。

　が、僕はその隙すきを逃のがさず、素早くコマンド入力をしながら全力で叫んだ！

「遅おそいっ！」

「っ！」

　──次の瞬間、真音さんの銃じゆう撃げきが──搔かき消える。

　それは、僕が最後の最後まで隠かくし通した、切り札とも言えない切り札。

　この世界で恐おそらく僕と光正の二人しか知らない──とんでもなく再現性の低い条件下でしか起きない、奇き跡せきみたいな《弾だん丸がん消失バグ》の発現。

　放ったはずのメインウェポン攻撃が消え、そこにはただ無防備な機体だけが残る。

　おおよそ公式ルールじゃ認められないような戦術。

　だけど今日の僕は勝つためなら──バグだろうとなんだろうと利用する！

「お前……！」

　これまでの攻こう勢せいから一転、敵機たる僕のロボの前で無防備な姿を晒さらす真音さん。

　が──一方で僕も、すぐには動けない。なぜならこのバグは、ＨＰの低いもの「同士」が超ちよう近接状態で一定のメインウェポンを──「同時に」放った時にだけ起こるバグ。

　だからこのバグ発現のためだけに、明後日あさつての方向に向けてメインウェポンを放った僕にもまた──硬こう直ちよく時間が発生しているわけで。

　つまり、この勝負の行方ゆくえは、凄すさまじくシンプル。




　──互たがいの硬直が終わったその瞬間、僅かでも先に銃撃ボタンを押したものが、勝つ。




「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「だらぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　室内に、僕と真音さんの雄お叫たけび、そして凄まじい連打音が響き渡る！

　ボタンが、指が、腕うでが、肩かたが──いや、その体の全てが壊こわれるんじゃないかという程、全身全ぜん霊れいで連打に努める、僕と真音さん。

　腕の筋肉が悲鳴をあげる。

　もはやそれは勝負などという呼び方では生ぬるい──正しよう真しん正しよう銘めいの、死し闘とうだった。

　そんな、凄まじい極限の勝負の行く末を、最後の最後で左右したのは──




「いっっっけぇぇぇぇぇえええええええええ、あまのっちぃぃいいいいいいい！」




　──この物語のヒロインたる少女による、祈いのりを帯びた叫さけびの、一押しだった。



















　　　　＊




『…………』

　放課後の二年Ｆ組の教室に、圧あつ倒とう的な静せい寂じやくがもたらされる。

　──と、ふと気づけば、こうして先週末の物語をほぼほぼ語り終えた僕のことを……ゲーム同好会のみならず、途と中ちゆうで教室に入ってきたらしい、この話に全く無関係なクラスメイト七名ほどまでもが、固かた唾ずを飲のんで見守っていた。……え、なにこれ？

　動どう揺ようする僕に、野次馬女子生徒の一人が、なぜか緊きん張ちように喉のどを震ふるわせながら訊たずねてくる。

「……そ、それで？　その後、アマノ君とアグリさんはどうなって……」

「いや……えーと、そもそも貴女あなたは……？」

「西にし村むらです。同じクラスでしょ」

「あ、はい。そう、なのかもしれませんけど……」

　い、一度も話したこと、ないですよね？

　困こん惑わくしきりの僕に、今度はこれまた一度も話したことのない男子生徒が怒ど鳴なってくる。

「んなことより、さっさとオチを話せ、オチを！　アマ公君よぉ！」

「いやアマ公っていうのは真音さんからの呼び方で、僕は雨野──」

「ちょっと早くしてくれる？　あたしぃ、この後予定入ってるんですけどぉー」

「いや、ですから、貴女も一体どなた──」

「はいラブコメ好きのボクには読めました。……この後キスシーンきますね、これ！」

『ひゅー！』

「いやだから、皆みなさん、どこから湧わいてきたんですか！」

『いいから続き！』

「ぐ……！」

　僕のツッコミを無視して、上原君、天道さん、チアキを含ふくめた総勢十名の生徒が凄まじい圧をかけてくる。

　僕は皆からの熱い視線を受け、何度か深呼吸し、ようやく決意を固めると。

　アグリさんと視線を交わし、互いにポッと頰ほおを染めてから。

　いよいよ、その全てを賭かけた熱い勝負の結末を、語ろうと──




「おいアマ公、買い物行くぞぉ」




　──した矢先、教室の入り口から突然ぬっと姿を現した魔ま王おうこと伏黒真音様から招集をかけられた僕は、慌あわてて背筋をピンと伸ばして立ち上がり、彼女に敬礼して返した！

「はいっ、真音様！　喜んでお供しますでゲス！」

　言うなり、そそくさと高速で身み支じ度たくを整え、啞あ然ぜんとする皆に「じゃ」とだけ声をかけ、真音さん──もとい真音様と共に教室を出る僕。僕は彼女にへこへこ頭を下げると、下げ卑びた笑顔で揉もみ手をしながら彼女の隣を歩き始めた。

「へへ、あっし如ごときがいっちょ前にお待たせしてすいやせんね、真音様」

「……喋しやべるな、気き色しよく悪い。お前は黙だまってオレ様の荷物だけ持ってろ」

「へ、へい！　わかりやした！」

　腰こしを低くして、ひょっこひょっこと彼女について歩く僕。

　こうして、本日のゲーム同好会もつつがなく終しゆう了りよう──




『ま────負けたのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおお!?』




　──突とつ如じよ二年Ｆ組教室から、校舎全体へと怒ど号ごうにも似た悲鳴が響ひびき渡る。

　…………。

　……うん、まぁ、その…………なんだ。

　この、惨さん憺たんたる結果も含めて。




　これが僕──こじらせぼっちゲーマーの、雨野景太、ということで。




　…………。

　おあとがよろ──しくないですよねすいませんマジ本当にすいませんでした！








【伏ふし黒ぐろ真ま音いんと手下育成】






　皆みなさんが物語の「主人公」に求めるものって、なんだろうか？

　共感？　信念？　強さ？　それとも語りの上う手まさ？

　人によって様々な要求があるとは思うけれど、この僕、雨あま野の景けい太たが一番大事だと思うのは、やはり「憧あこがれ」だ。

　女の子にモテモテだったり、強大な能力を授かっていたりという環かん境きよう的側面は勿もち論ろん。

　その信念や矜きよう持じにこちらが心底尊敬の念を抱いだけるような、内面的魅み力りよくでもいい。

　とにかく僕にとって良主人公というのは「憧れ」の対象にある者のことを指すわけで。

　少なくとも──

「げへげへっ！　いやぁ、真音様は何着ても似合いやすねぇ！　へっへ！」

　──バレンタイン目前の休日にまで、想おもい人を差し置いて美人ＣＡに必死でかしずく下げ卑びた高校二年生男子でないことだけは、確かなわけで。




　僕が真音さんの所有物と成り果てたあの日から、早一週間。

　今日も今日とて僕は──真音さんの手下としての務めを全力で果たしていた。

「しっかし、どこもかしこも浮うかれてんなぁ、おい」

　バレンタイン商戦一色に染まる真昼の商店街を忌いま々いましげに睨にらみ付けながら、真音さんが相変わらずな悪態をつく。

　僕はその隣となりで両手に複数の紙かみ袋ぶくろを提さげつつ「そうでゲスねぇ」と嘆たん息そく交じりに返した。

「こういうの見ると毎年思いますよね。──この時期に男女間で渡わたされる全てのチョコに、馬ば糞ふんでも混入したらいいのにって」

「アマ公らしいキモさだな」

「照れるでゲス」

「マジキメェなお前」

　隣で僕にドン引きする真音さん。……僕の知る中で現在最もクレイジーな人にまで引かれるって、中々ショックなんですけど。

　僕がどんよりしていると、真音さんが露ろ骨こつに舌打ちしてから続けてきた。

「っつうか、アマ公よ。お前、いつ直すんだ？」

「なにをでゲス？」

「その喋しやべり方だよ、喋り方。変なキャラ付けやめろって言ってんだろうが」

「へえ。でもあっし、生まれてこの方、この調子なもんで……」

「しれっと噓うそをつくな、噓を」

「い、痛い、痛いでゲス」

　街中にもかかわらず僕の頰ほおをむにーっと両サイドに引っ張る真音さん。……なんだろう、僕の痛めつけ方がアグリさんそっくりだ。流石さすがは親しん戚せきというか……。

　彼女は僕が口調を改める気がないのを見てとると、一つ嘆息し……しかし次の瞬しゆん間かん、なぜか少しだけ楽しそうに僕を見つめてきた。

「ったく、ホント食えねぇヤツだな、お前はよ。アマ公」

「…………そうでゲスか」

　彼女と少しでも心を通わせるのを拒きよ否ひするように、ふざけた口調を継けい続ぞくしたままふいっと視線を逸そらす僕。

　──いくら所有権を奪うばわれたって、嫌きらいな人は嫌いなのだから仕方ない。

　勿論、約束だから彼女の指令は全て忠実に守る。ひとたび買い物に付き合えと言われれば、たとえ今日が本当はとあるゲーム機コントローラーを探す予定日だったとしても却きやつ下かして荷物持ちに馳はせ参じるし、靴くつを舐なめろと言われれば、すぐに舐めるだろう。

　──少なくとも、表面的には。

「さてさて、次はどこ行きやすかね、真音様」

　僕は真音さんの方に視線を戻もどすと、へらへらと小悪党じみた笑みを浮かべる。

　正直、あまりにふざけた態度だ。不快に思われても仕方ない。が……。

「ん、そうだな。……じゃあ、あっちのデパートも付き合えよ、アマ公」

「……了りよう解かい」

　真音さんはと言えば特に怒おこった様子もなく、淡たん々たんと指示を告げて先を歩き出した。僕はそれについて歩きながら、ここ一週間の「手下生活」に思いを馳せる。

「（……正直……ちょっと思ってたのと違ちがうんだよな……）」

　鼻歌交じりに街を闊かつ歩ぽする銀ぎん髪ぱつ女性の横顔をちらりと窺うかがう。今日はキャビンアテンダントの服ではなく、その長身を引き立てるようなワインレッドのロングコートを颯さつ爽そうと着こなしており、一ひと際きわ怜れい悧りな印象の強い女性だ。

「しかしさっきの店員、酷ひどかったな。接客業が向いてねぇとかってレベルじゃねぇぞアレは。たまにいる、なにやっても駄だ目めなタイプの人間だ。アマ公と同じだな」

　それにこの通り、相変わらず口だって悪い。しれっと気軽に正論のナイフで人の心切り刻んでくる。けれど……。

「…………。……あー、ちょっとそこで待っとけ、アマ公」

「？　はい、いいですけど……」

　突とつ然ぜん真音さんから指示を受け、道の脇わきにはけて立ち止まる僕。トイレか何かかと思いながらボンヤリと真音さんの姿を視線で追っていると、彼女は軽く小走りで商店街の先の方へ行き、そして……。

「……え？」

　……なにやら、どう見ても知り合いではなさそうな、スキンヘッドのいかつい外国人さんに話しかけていた。遠目にも目立つほどのジャラジャラしたピアスやタトゥー。おまけに手提げの黒い無ぶ骨こつなボストンバッグなんか人一人入りそうな──

「（……ん？　ああ、あの荷物量、旅行なのかな？）」

　──そこまで見たところで、ようやくそんな普ふ通つうの推理に辿たどり着く僕。

　事実真音さんと話すその方の表情はとても柔やわらかく、最後には真音さんに笑顔で握あく手しゆまで求め出す始末だった。

　男性を笑顔で見送った真音さんは、くるりと僕を振ふり返ると、それまでの対応が噓のような仏ぶつ頂ちよう面づらで手をちょいちょい動かし、僕を呼び寄せる。……なぜもう少し笑顔でいてくれないのか。減るもんじゃなかろうに……。

　僕がへいへいと駆かけつけると、真音さんは何事もなかったかのように前を向いた。

「じゃ、行くか」

「え？　い、いやいやいや。い、今のくだりの説明とかは……」

「説明？　いや道案内しただけだろ。なんだ、それ以上に何か説明必要なのか？」

「え？　あ……いえ……」

　僕はイマイチ納得できないまま、真音さんについていく。……そう、真音さんとこの一週間過ごすようになって分かってきたことだけれど、どうもこの人──

「ちょっと、あんたっ、あんたっ！　そこの美人さん！」

『……？』

　──と、突然前方からやってきた買い物袋を提げたおばちゃんに声をかけられる僕ら……というか真音さん。

　おばちゃんは怖こわい物知らずな様子で真音さんの肩かたをばっしばっし笑顔で叩たたきながら告げてくる。

「あんたっ、えらいねぇ！　今あれでしょ！　道教えてあげてたんでしょ、あのいかつい外国のおにーちゃんに！　たいしたもんだぁ！　ねぇ！」

　そのまま真音さんの肩をバシバシ叩きまくる、北の大地に割といがちな明るいおばちゃん。僕の親戚にもこのテンションの人、ざっと思いつくだけで五人はいる。が──

「（あわ……あわわわわわわわ！）」

　──真音さんの横暴キャラを知る僕としてはもう、その気安い態度に気が気じゃない。

　これはもう、この商店街が赤く染まるのも時間の問題だぞ……なんて、僕が考えて一歩距きよ離りを取りかけた、その瞬間だった。

　真音さんが──僕がこれまで見たこともない「柔にゆう和わな笑顔」で、おばちゃんに切り返したのは。

「あらおばさま、今の見ていらしたのですか。もぅ、お恥はずかしい限りです。私、こう見えて少々英語を嗜たしなむものですから、つい、出過ぎた真似をしてしまいまして……」

「─────」

　だ、誰だれだアンタ！

　僕が背後で啞あ然ぜんとする中、口元に手をあて上品に「うふふ」と微笑ほほえむ真音さん。

　おばちゃんはその笑顔に一瞬ぽーっと見とれた後、がっはっはと笑いながら今一度真音さんの肩を叩いて去って行く。

「なんにせよ、えらいよ、あんた！　ほら、あめちゃんあげる、あめちゃん！」

「わぁ、ありがとうございます！　私、甘いもの大好きなんですよ！」

　おばちゃんがポケットから出した棒つきキャンディを、本当に嬉うれしそうに受け取る真音さん、…………。

「じゃあ、たっしゃでね！」

「恐きよう縮しゆくです。おばさまも、良い週末を」

　そのまま、うふふ、と手を振っておばちゃんを見送る真音さん。そうして、おばちゃんが視界から外れると……。

「さて……と」

　スッと何事もなかったかのように目つきの悪い修しゆ羅らの面をまとい、早さつ速そくおばちゃんのくれた棒つきキャンディを乱暴にしゃぶりつつ、先を歩き始める真音さん。

「い、いやいやいやいやいやいや！」

　これには流石の僕も、もうゲスキャラ設定など忘れて彼女の肩を摑つかみ、引き留め、こちらを向かせた上で問い詰つめてしまっていた！

「お、おかしいでしょう！」

「アマ公の頭がか？」

「なんていつも通りの素早い悪態！　いや、だから、これが、おかしいって話ですよ！」

「どこがだ」

「どこがだも何も！　な、な、なんで貴女あなた……」

　僕はそこで一いつ拍ぱく置いた後、全力でツッコミを入れる。

「なんで貴女っ、普通に大人の女性みたいな顔しているんですか！」

「こんなに何を怒られているのか分からないのは初めてだ」

　棒つきキャンディを舐めながら、呆あきれたようにしらーっと僕を見つめてくる真音さん。…………ぐ！　なんだこの、僕がむしろイカれてるみたいな流れ！

「い、いや、だって！　貴女真音さんでしょう！　伏黒さんちの、真音さんでしょう！」

「お前がうちの何を知っているっつーんだ」

「魔ま王おうの、真音さんでしょうが！」

「違ちげぇよ。なんだそのド痛いてぇ肩書き。普通に客室乗務員の真音さんだよ」

「それが……！　あんな……！　まるで良識ある大人みたいな……！」

「……なぁ、アマ公。お前はさっきから、このオレ様に喧けん嘩かの第二ラウンドでも吹ふっかけてると考えていいのか？　ああ？　いいぜ、お前がやる気なら──」

「ああっ！　それです！　その威い圧あつ感が真音さんじゃないですか！　ああ、安心した！」

「……お前の倒とう錯さくぶり、なんか凄すげぇな。引くわ」

　流石に呆れた様子で威圧感を消す真音さん。彼女は面めん倒どうそうに頭をぼりぼり搔かいた後、「あー……」と軽く呻うめきつつ返してきた。

「……もしかしてアレか。お前、オレ様が、いつも『オレ様』だと思ってたのか？」

「お、思ってたも何も。実際いつも『オレ様』じゃないですか、貴女。ミィちゃんの迷子の件で最初に会った時からこの方、ずっと……」

「……あー……なるほど、そうか、そういうことか」

　彼女はそこでちゅぽっと口から棒つきキャンディを取り出すと、それを突つきつけるようにして改めて僕の方を向いてきた。

「それは、単純に、お前達との『出で逢あい方』が悪かっただけだ」

「……出逢い方？」

「ああ。だってお前ら……オレ様との初見時、集団で幼女にイタズラしてただろ？」

「語ご弊へいがあるにも程がある！」

　僕の憤ふん慨がいに、真音さんは再び飴あめを口に含ふくみながら「悪わりぃ悪ぃ」と子供のような軽さで謝罪してくる。

「ああ、確かにすぐ誤解だって話にはなったけどな。問題は『入り』が既すでにこの素の方のオレ様だったっつう部分だ」

「えっと……じゃあつまり、真音さんって、普段……特別親しかったり敵対していたりする人以外に対しては……」

　そう呟つぶやく僕に対し、真音さんはこほんと一度咳せき払ばらいの後……先程のおばちゃんに見せていた作り笑顔を、僕に正面から向けてきた。

「うふふ、雨野さんったら、本当に面おも白しろいお方なんですから」

「──うぇ、きもっ」

「ぶっ殺すぞてめぇ」

　即そく座ざに元の態度に戻もどり、首を絞しめてくる真音さん。僕は軽く亡くなった祖母に再会してから咳き込みつつ戻ってくると、改めて真音さんに返す。

「まあでも理解しました。確かにあの『入り』の後に、いくら誤解が解けたからって今いま更さらそっちの表面キャラ出されても、僕らも困りますね」

「だろう？」

　言って、ちゅっぽと棒つきキャンディをガサツにしゃぶる真音さん。……なんだろう、キャラ的に煙草たばこ吸っているようにしか見えないや。

　改めてデパートへと向けて歩きつつ、彼女は「しっかし」と呆れたように続けてくる。

「じゃあお前はオレ様が、働いている時まで素の『オレ様』だと思ってたのか？」

「はい。旅客機の乗客に『おら、メシだ』ってご飯投げつけてると思ってました」

「どんな客室乗務員だ」

「あと迷めい惑わくなお客さんを上空から落としたり」

「お前の中のオレ様、人としてヤバすぎないか？」

「あ、あと、ゲーム好きが高じて、エースコンバットにハマった時期なんかにいたずらに機長から操そう縦じゆう桿かん奪うばって飛行機飛ばしてみたり……なーんて」

「…………」

「え、ちょっと、なんでそこだけ黙だまるんですか？」

「……お客様には、えらく快適な空の旅をお楽しみ頂けたと、自負しているぜ」

「真音さん!?」

　やっぱりこの人普通にヤバい人じゃないか。なに普段はちゃんと大人してますよみたいな空気出してんの？

　僕がすっかり呆れていると、真音さんはなぜか楽しそうに「しししっ」と笑った。

「お前こそ、ようやく素の口調で喋しやべるようになったじゃねーか、アマ公」

「ぐ……。い、いや、これは……」

「やっぱりその方がお前らしくて好きだね、オレ様は」

「……へ？」

　サラリと「好き」とか言う魔王に戸と惑まどう僕。いや、僕を男性として好きとかって意味じゃないのは分かっているのだけれど……それでも、たとえ「人と人」との関係性の話だとしても、他人相手に「好き」とか言える人だとは思っていなかったから……。

「（どうも調子が狂くるうなぁ……）」

　僕は無言で頭を搔きながら彼女の隣となりを歩く。

　……手下になってからのこの一週間というもの、一事が万ばん事じ、この調子だった。相変わらず優しくはないし、毒舌だし、横暴なんだけれど……そこに以前より「トゲ」や「威圧感」がないというか。いや、僕側が開き直ったせいも多分にあるんだろうけれど、それ以上にこの人……。

「さて、次は美み衣いの服買ってやらねぇとな」

「…………」

　……一度「所有権」を持った対象──つまり「身内」と決めた人間に対しては、意外と普ふ通つうに「面倒見がいい人」なのでは、と思う場面が多々──

「あいつを無理矢理着せ替かえて遊ぶのは、オレ様の最高の娯ご楽らくだからな」

　──あったり、なかったり。

「っつうわけで、腕うでもげる覚かく悟ごしとけよ、アマ公。だが商品落としたら殺すからな」

　うん、ごめんなさい、やっぱりここしばらくの僕のモノローグ、なしで。なんかごめんね、長々と無意味な駄だ文ぶん読ませて。

　ぐったりとした僕を引き連れ、意い気き揚よう々ようとデパートの自動ドアをくぐる真音さん。

　──と。

「お、あれは……」

「？　どうしました、真音さん」

　前方に何やら見つけた様子で目を細める真音さん。彼女の視線の先を追うと、そこには一階のフードコートエリアがあった。休日の昼間だけあり、家族連れでごった返している。そしてその中に……。

「……あ」

　……よく見れば、とある、僕と真音さん共通の知り合い二名がいらっしゃった。それも、こともあろうに……。

「おいおい、アマ公、こいつぁ面白くなってきたなぁ、おい」

「うぐ!?」

　真音さんがニヤニヤと僕の動どう揺ようを観察してくる。

　なにせ、正面のフードコートに見つけたその「とある知り合い二名」の「状じよう況きよう」というのが……。

「（アグリさんが、今まさに上うえ原はら君の口へポテトを『あーん』している、だと……!?）」

　あまりの間の悪さに愕がく然ぜんとする僕を、真音さんがえらく楽しげにからかってきた。

「おーやおや？　アマ公さんよぉ？　うちのアグの……いやグリ助の愛いとしの彼氏さんは、お前だって話じゃあ、なかったっけかなぁ？」

「う……！　え、ええ……まぁ……そう、です、けど」

　脂あぶら汗あせをだくだく流しながら、視線を逸そらす僕。……そう、もうお分かりのことと思うが、この「僕がアグリさんの彼氏」という設定に関して、まだ真音さんには真相を話していなかったのだ。……いや、話す理由がなかった、とでも言うべきか。

　謂いわば「毒を喰らわば皿まで」の理り屈くつだ。どうせ僕の「所有権」が彼女に奪われたのならば、このまま、真音さんに対しては僕がアグリさんの彼氏設定も継けい続ぞくしてしまうことで、上原君に余計な被ひ害がいが及およぶのを避さけていたのだ。

　だからこれは別にアグリさんの横暴やら、僕の自己犠ぎ牲せい精神云うん々ぬんって話じゃない。それが「一番理にかなったやり方」だったからでしかなく、だからこそ、この噓うそはできるだけこのまま通してしまいたかったわけだが……。

「おぅおぅ、またえらく『ラブラブ』な空気出してんなぁ、お前の彼女さん。他の男と」

「う……そ、そう、です、ね」

「これじゃあ、まるで──あっちが本命の彼氏みたいな勢いだな、アマ公」

「まぁ……そう見えなくも、ない、です、ね」

　またこんな時に限って上原君のヤツ、普段は照れてやらないだろうに、自分の方からもアグリさんの口にポテト運んでやがった。……な、なにこの、嫉しつ妬ととかとは違ちがう類たぐいのムカムカ。こちらの窮きゆう状じようも知らず友達がイチャコラしてんのって、凄すごい腹立つね！

　と、そんな僕の表情を窺うかがい、真音さんが更さらに煽あおってくる。

「お、もしかして手あげるのか、アマ公？　修しゆ羅ら場ばか？　修羅場なのか？」

「……どうして貴女あなたはそんなに楽しそうなんですか？」

「え、普通楽しいだろう？　愚ぐ民みん共が愚おろかな醜しゆう態たい晒さらしまくってる光景って」

「それでよく『魔王』の肩かた書がきに文句つけられたもんですね貴女！」

　従妹いとことその彼氏が修羅場を演じる光景が心底楽しみにできるって、どんな感性してんだこの人。

　そのまま、なにやらワクワクとことの成り行きを見守ろうとする真音さん。しかし僕がすっかり足を止めたまま対処に困っていると、彼女はやれやれと肩を竦すくめ、そして……。

「ロード時間長いぞアマ公。つまらん。どれ、じゃあオレ様が声かけてやる」

「え？　ちょ、待っ──」

「おーい、そこのグリ助、それに、間男ぉー！」

「貴女の『空気読む』機能は壮そう絶ぜつにぶっ壊こわれてやがるんですか!?」

　なんなのこの人。カノジョの浮うわ気き現場に遭そう遇ぐうしショックで足を止めるカレシ──と見えるこの場面で、なぜ「声をかける」という選せん択たく肢しをノータイムで選び取れるの？

　突とつ然ぜん大声を上げて手をぶんぶん振ふりながら走り出した真音さんに、「ギョッ」という文字が空中に幻げん視しされる程驚おどろき目を見開く友人カップル。

「あー……もう……！」

　僕が慌あわてて真音さんの背を追うと、上原君とアグリさんは僕の存在に気づいて再び驚きのリアクションを返してきた。

「あまのっち、どうして……」

「いやどうしても何も……」

　他の誰だれより貴女が僕と真音さんの行動を把は握あくし、こういう事態を回かい避ひして然しかるべきでしょう、と視線で訴うつたえかける僕。しかしアグリさんは本気で動揺した様子で、僕と真音さんを交こう互ごに窺っていた。

「（ああ、こりゃ真音さんに軽く謀はかられたな、アグリさん……）」

　なんとなく状況を察する僕。どうせアレだろう。真音さんが事前にアグリさんに伝えていた「今日アマ公と買い物に行く場所」が、全然こっち方面ではなかったのだろう。真音さんがやりそうなことだ。

　さてその謀ぼう略りやくが上う手まくいった魔ま王おうは、僕の方を振り向き「さぁ」と笑顔で促うながしてきた。

「存分にモメてくれて構わないぞ、アマ公。……ファイッ」

「ファイッ、じゃない。闘たたかいませんよ、僕」

「そうなのか。へぇ。────じゃあお前、どうするつもりだよ？」

「え？」

　そこで突然真音さんから醸かもし出された──ここしばらくなかった「圧」に動揺する僕。

　アグリさんと上原君も息を吞む中、真音さんは全てを見み透すかすような目で僕をジッと見つめて問い詰つめてくる。

「見て見ぬフリして通り過ぎるのか？　それとも馬ば鹿かげた『話し合い』とやらで全てを有う耶や無む耶やにしてこの場をやり過ごすのか？　いや、それどころかもしやお前、『どうぞどうぞ』と笑顔でグリ助を相手に譲ゆずり渡わたしてめでたしめでたし、なんてくだらねぇオチにするつもりじゃないだろうな？　ああ？」

「ま、真音さん？」

　彼女の、彼女らしいようで……今は「少し彼女らしくない」とも思える、やたらに刺とげ々とげしい態度に気け圧おされる僕。

　と、この場で一番「真音さん耐たい性せい」の高いであろうアグリさんが「い、いやいや、違うんだよ、マイ姉ねえ」と取り繕つくろってきた。

「い、今のは浮気とかそういうのじゃなく……友達として、罰ばつゲーム的にポテトの食べさせ合いをしていただけで。ねぇ、たす──上原君？」

「っ！　お、おぅ、勿もち論ろんだぜ、亜あ玖ぐ璃り──さん」

　即そく座ざに状況を察した様子で、アグリさんの話に合わせる上原君。彼はそのままこっそり僕の方に向かって「これでＯＫ？」的な視線を投げかけてきたので、僕は真音さんの背後からこくこくと首を縦に振りまくった。

「ふーん、ゲーム、ねぇ」

　真音さんがまったく納得していない様子で呟つぶやく。彼女は突然僕の方を振り向くと、「お前はどう思うよ」と話を振ってくる。

「え、僕は……僕は、か、カノジョを信じますけど。それに、友達の上原君も」

「ふむ。そっちの上原君とやらは、アマ公とも友達か。……言われてみれば、なんか見覚えある顔だな」

　そう言ってジロジロと観察してくる真音さんに、上原君がヘラヘラと笑いながら返す。

「あ、ほら、俺です！　ミィを肩車していた……」

「ああ、主犯か」

「語ご弊へいがあるにも程がある！」

　ついちょっと前にもどこかで聞いた気がするツッコミを口にする上原君。

　真音さんは「冗じよう談だんだよ」と、とても冗談とは思えない仏ぶつ頂ちよう面づらで応じると、そのまま質問を続けてきた。

「じゃあそこの、上原君とやらに訊きくがよ」

「は、はい、なんでしょう？」

「うちのグリ助が『彼氏』であるところのアマ公と、今みたいなこと……つまりは『フライドポテトあーん』をやったとて、何も問題ないわけだよなぁ？」

　ニタァと、意地の悪い笑みを浮うかべて訊たずねる真音さん。

「…………。……も、勿論でございますよ、ええ」

　それに、ダクダクと冷ひや汗あせを搔かきつつ、目を逸らして怪あやしい言葉使いで応じる上原君。そして、憤ふん慨がいする僕とアグリさん。

『（相変わらず他人が嫌いやがる上手い急所ばかり突つきやがって……！）』

　なんなの？　ゲームって極きわめると現実世界でも他者の弱点が見透かせるスキルとか身につくものなの？

　正直、僕もアグリさんも、上原君の前で「あーん」するなんて地じ獄ごくみたいなイベント、絶対やりたくない。やりたかないが……しかし上原君がここまで自分を殺してこの噓に付き合ってくれている以上、やらないわけにはいかない。

「ほ、ほら、あまのっち、こっちおいでー。亜玖璃が、ポテト、あげちゃうよー？」

「わ、わーい、愛するカノジョさんからポテト食べさせて貰もらえるなんて、僕、最高に幸せ者だなぁ！」

「も、もう、やだぁ、あまのっちったらぁ。……はい」

「あはは、照れるなよぅ、アグリぃ。……あーん」

　言葉上ではイチャイチャしながらも、最終的にサッとあくまで義務的に「ポテトの配給」へと臨のぞまんとする僕ら。アグリさんが指でつまんだポテトに対し、僕は反対の端はしを唇くちびるでひょいと──




「あ、待てよアマ公、グリ助。お前ら、折角なんだから唇同士でポテトを受け渡せよ」

『（この大魔王がぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああ！）』




　突然の邪じや悪あくすぎる提案に、怒いかりやら何やらで顔を真っ赤にして震ふるえる僕ら三人。

「ん？　どした？　アマ公とグリ助、カップルなんだよな？　だったらこの程度の軽いイチャコライベント、多少照れることはあれど、そんなに躊躇ためらう理由なんざ……」

『ぐ』

「…………あぁ、二人の交際が噓っぱちなら、その態度にすっきり筋は通るがなぁ？」

『（この大邪じや神しんがぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああ！）』

　なんなの？　この人もしかして、魔王どころか、上位存在か何かなの？　僕らの物語をどこからか俯ふ瞰かんなさった上で自由に介かい在ざいしてくる「プレイヤー」的存在なの？

　真音さんは僕らのリアクションを観察してニタニタしたままで、行こう為いを迫せまってくる。

「おや、やらないのか？　やらない？　そうか、それは残念だな。だってそりゃつまり、お前達二人がオレ様を謀たばかっていた証しよう拠こに他ならないものなぁ。ああ、傷つくなぁ。とても傷つくなぁ。これはもう……何か『埋うめ合わせ』を期待するしか、あるまいよなぁ？」

『うぐぐ……!?』

　真音さんに「埋め合わせ」を求められることがどれほどリスクを伴ともなうことか身をもって知っている僕とアグリさんは、思わずガタガタと震える。

　しかし次の瞬しゆん間かん──バンッと机に手を突いて立ち上がる、一人の勇者！

　僕とアグリさんがハッと見上げる中、彼──人類の希望こと上原祐たすくその人は、これまで僕らが見た中でも最高に爽さわやかな笑顔で、僕らに告げてきたのだった。




「や、やってやれよ、二人とも！　俺はほら『友達』だから、全然大だい丈じよう夫ぶだしな！」




「（う、上原くぅぅううううううううん！）」「（た、祐ぅぅぅぅううううううう！）」

　僕らはかつて、こんなにも綺き麗れいな顔した「無理している人」を見たことがあったろうか。いや、ない。

　そしてだからこそ……上原君にそこまでさせて、引き下がれる僕らでも、ない。

『（…………こくり）』

　僕とアグリさんは壮絶な覚かく悟ごを持って目を見合わせ、頷うなずき合うと。

　──遂ついに、偉い大だいなる聖戦へと臨むことを決めた。

「やーん、ひ、人前でこんなの、亜玖璃恥はずかしいよぉ、ダーリン」

　そんなことを言いながら、ポテトの端をはむっとくわえるアグリさん。

「そ、そうだね。けどまぁ……全然『いつもの』ことだから、普ふ通つうにやれちゃうけどね、ハニー」

　言いながら、身を屈かがめてもう片方の端に顔を近づけていく僕。

「だ、だねぇ。二人きりの時は、よく、やってるもんねー」

「ね、ねー」

　ニッコニコとラブラブカップルを演じる僕ら。しかしその実、アグリさんのくわえたポテトは小刻みに震えているわ、上原君は笑顔で握にぎった拳こぶしから血を流しているわ、僕の脳のう裏りには天てん道どうさんの笑顔がちらつくわで……まぁ、端たん的てきに言って地獄だった。

「なぁなぁ、気づいているか、アマ公、グリ助。……今お前らに、フードコート中の視線が集まっているぞ」

『う』

「いやぁ、アガるなぁ。流石さすがはバレンタイン直前だなぁ。……更さらに他にもお前らの知り合いがこのデパートに来てたりしたら、ホント傑けつ作さくだよなぁ」

『（ありそうなことを！）』

　なにこれ。いよいよイベントフラグまで自在に扱あつかい始めたんですけど、この人。実は上位存在説、確定でよくない？

　なにはともあれ、ここまで来たら、もうさっさと済ませてしまうしかない。

　僕はアグリさんに顔を近づけると……恐おそる恐る、ポテトの端を唇で挟はさんだ。

『…………』

　顔の距きよ離り自体は結構あるはずなのに、正面から見つめ合う構図やら、一本のポテトを通して互たがいに伝わる唇の震しん動どうやらで、気が気じゃない僕ら。特に上原君の方から発せられる異様なオーラが怖こわくて怖くて仕方ない。

　一刻も早く状じよう況きようを終わらせなければ。僕は唇でしっかりポテトを挟むと、アグリさんに離はなすよう促す。元々、別に互いが中心まで食べ進める「ポッキーゲーム」をやれと言われていたわけじゃないんだ。僕がポテトを受け取れば、それで終わる話。だからこそ──

「あ、そうだアマ公、グリ助、折角だからこのままポッキ──」

『ふんぬぁ！』

　──真音さんが余計なことを言い出す前に、僕はポテトを唇で吊つり上げると、そのまま上を向いて口内に放り込み、もっしゃもっしゃと咀そ嚼しやくしてやった。

『…………ふ』

　僕とアグリさんの顔に「やりきった者」の笑みが浮かぶ。色々あったが、とにかくこれで上原君の心労も終わりだ。僕らは彼を安心させるように、二人、笑顔で上原君を振ふり返り、そして──

「やっぱ凄すごいな、アマ公は。付き合っているだけあって──グリ助の唾だ液えきで端が湿しめったポテトでも、全然気にせず堂々と食えるんだから。いや、大したもんだ」

『…………ごはぁ！』

　──真音さんによるトドメの一言により、僕ら三人は、仲良く（心の）吐と血けつをしてその場に倒たおれ伏ふしたのであった。




　　　　＊




「勘かん弁べんして下さいよ、もう……」

「いやぁ、堪たん能のうした堪能した」

　上原君、アグリさんカップルと別れてから約一分。僕はげっそりしながら、真音さんと共に上階へと向かうエスカレーターに乗っていた。

　二段先にいる真音さんが、カラカラと笑いながら振り返る。

「まさか、アマ公があそこまでやるとはなぁ」

「貴女あなたがやれって言ったんでしょうが、貴女が」

　半眼で睨にらむ僕に、真音さんは「そりゃそうだが」とあっさり切り返してくる。

「いや本当の恋こい人びとじゃない割には、よくやるもんだなと思ってよ」

「ええ、そういう意味で僕もアグリさんも上原君も本当に頑がん張ば────」

　そこまで言ったところで、目を見開く僕。

　真音さんはと言えば、相変わらずニヤついた顔で僕を上から見下ろしていた。

「……このオレ様が、その程度の噓うそを見破れない女だと本気で思ってたのか？」

「え……。……い、一体、いつから？」

「いつから？　あー、そうさなぁ……」

　真音さんはエスカレーターを乗り継つぎながらそう呟くと……まるでなんてことないような調子で、衝しよう撃げきの回答を続けてきた。

「お前がグリ助──アグの彼氏として、うちに来た時点で、だな」

「さ、最初っからじゃないですか！」

　驚きよう愕がくで背筋に悪お寒かんが走る。……僕は今日初めて、名探たん偵ていに目をつけられた殺人犯の気持ちが理解できたよ。

　僕は恐る恐る、この名探偵に訊ねる。

「り、理由を聞いてもいいですか？　僕とアグリさんの、一体何がいけなくて……」

「全部」

「身も蓋ふたもない！」

　雑な推理シークエンスにも程があった。愕がく然ぜんとする僕に、真音さんが苦笑いで応じてくる。

「っつぅか、オレ様はむしろお前達がアレで『騙だましおおせている』と未だに思い込んでいたことの方に驚愕したわ。伏黒真音を甘く見ているにも程がある。そりゃ、つい軽く意地悪もしたくなるっつーもんだろ？」

　軽く？

「……じゃあ、さっきのくだり、全部分かってて、やらせたんですか？」

「ああ。ちなみにあの『上原君』ってのがアグの本命のカレシなんだろ？」

「う……」

　名探偵怖こわすぎる。……推理力ある人って、本当に身近にいると笑えないんだな。

「だからこそ、オレ様はお前に心底感心しているわけだ。……よくやるもんだなぁ、と」

「だ、だから、貴女がやらせたんでしょうがっ、貴女が！」

「いやはや、お前はホント面おも白しろいよな、アマ公」

　そう言ってクスクス笑う真音さん。な、なんて人だ。そのうち某ぼうソシャゲに「英えい霊れい」としてシレッとガチャ入りしてても驚おどろかないぞ、僕は。

「♪～♪～♪」

　真音さんはえらく上じよう機き嫌げんな様子で鼻歌交じりに先を行く。僕とアグリさんをからかったから……だけにしては、少々機嫌が良すぎな印象だった。

「（相変わらずよく分からない人だ……）」

　常に一本筋の通った考え方をする人ではあるのだけれど、じゃあその「筋」ってなんなのかと考えると、イマイチ分からない。分かるのは──

「しかし見た感じだとアレだな。アグと上原君とやら、一見上う手まくいっているようで、その実『詰つめ切れていない』印象だな。ふむ……互いに好き合ってはいるが、正式な交際に至ってはいない、もしくは『一いつ旦たん距離を置き直している最中』といったところか」

「…………」

　──ちょっと震える程に名探偵だということだけだ。しかも……。

「上原君とやらの悩なやみの種は、やはりお前、アマ公だろうな。確かにオレ様の目から見ても、お前とアグは実に親しげだ。しかしアマ公はアマ公で想おもい人や、それとは別に気になる異性の一人もいる印象──」

「いやマジ勘弁してくれませんか神様」

　僕が本気で懇こん願がんすると、真音さんはニタリと笑って、一言。

「じゃあ、あらましを話せ」

　と、くいっと顎あごで四階フロアのコーヒーショップを示してきた。

　僕は一つ大きく嘆たん息そくすると……ここまで来たらもう変に彼女の興味を引き続けるよりは「普通に事実を話す」方が得策だと判断し、そして……

「コーヒーは、真音さんの奢おごりですからね」

「そうこなくっちゃな。……奢るかどうかはさておき」

「そこは素直に奢って下さいよ！」

　……僕らのここ一年で起こった出来事を、コーヒーを飲む約一〇分間にぎゅっと集約して、彼女に語って聞かせたのだった。




「はっはっは。いやぁ、クソラノベみたいな話だったな」

　僕の話をあらかた聞き終えた真音さんの開口一番の感想が、それだった。

　僕は気分を害したように強く椅い子すを引いて立ち上がり、真音さんの分もコーヒーを片付けると、店の入り口でニヤニヤと待っていた彼女に合流し、改めてデパート内を歩き始める。

「ま、三流ラノベっぽいのはさておき、思ってたよりは面白かったぞ、アマ公。仕方ないからコーヒー代金は取り立てないでつかわそう」

「……あざーっす」

　テキトーに応じる僕。真音さんはそんな僕の頭をわしゃわしゃかき乱して「お前は子分らしい可愛げがなさすぎるな」と文句を垂れた後、笑顔で続けてきた。

「しかし実際問題、今時の高校生の恋れん愛あい話一年分に、性せい描びよう写しやが一切ないのは驚愕だな」

「いやコーヒー飲みながら赤せき裸ら々らな性描写語る高校生の方がヤバいでしょう」

「？　じゃあ、実際はあったのか？」

「……いや……まぁ……実際ないですけど……」

「なるほ童どう貞てい」

「衝撃すぎる相あい槌づち！」

　僕はドン引きしつつ、ジトッと真音さんを睨み返す。

「そう言う真音さんは、さぞかし大人の恋愛話を持っているんでしょうねぇ」

「……ふぅ。まったく、野や暮ぼなこと訊くもんじゃないぞ、アマ公。んなこと、わざわざ言うまでもなく分かるだろ？　なぁ？」

「う……」

　やれやれ、と肩かたを竦すくめつつ妖あやしげな瞳ひとみで僕を見つめてくる真音さん。

　その蛇へびを思わせる妖よう艶えんな空気に僕がたじろぐ中、真音さんは……舌なめずりをしつつ、告げてきた。




「このオレ様に釣り合う男が、この世界に存在するとでも？」




「こんなにカッコイイ『モテない』宣言、僕初めて聞きましたよ！」

　魔ま王おうと勇者をなぞらえた闘とう争そうは、その実蓋を開ければこじらせ童貞とこじらせ処女の醜みにくい争いでしかなかったらしい。

　がっくりと肩を落とす僕に、真音さんはまるで恥はじ入ることがないようなテンションで……魔王然とした態度で、大おお仰ぎように手を広げて続けてくる。

「なぁ、アマ公よ。レベル上げをしてようやく実戦に使える☆３キャラと、引いた時点で勝ち確な最強の純白☆５キャラ。お前は──どちらに価値があると思う？」

「こんなに自分を正当化する『モテない』人も、僕初めて見ましたよ！」

「ふ、馬ば鹿かだなお前は。オレ様は『モテない』んじゃない『モタセない』んだ」

「僕の十七年の人生で初めて聞く概がい念ねん！」

「こちらに少しでも気のある素そ振ぶりを見せる男がいたら──まずは全力でそいつの心を折りにかかるのがこのオレ様だからな」

「ツンデレの邪じや悪あくな派生存在か何かですか貴女は」

「そんなオレ様に交際経験があるか訊くなど──ふ、愚ぐの骨こつ頂ちようだな」

「もうやめましょうこの会話！　なんかこっちが悲しいです！」

　真音さんの弱点情報は喉のどから手が出る程欲しかったが、こういうことじゃない。というかこの弱点は突つけば突くほど、僕側が虚むなしい。

「なんだ、よく分からんが……まあいい」

　そして真音さんは本当に気にしていないらしく、僕の前を歩きながら淡たん々たんと次の話題へと移る。

「とにかくオレ様は例外として、お前達の恋愛がタラタラしてんのは事実だろう」

「……いやまあ、それは……否定できませんけど」

「お前はその主たる原因が、何ど処こにあったと考えている？」

「え？　何処って……そりゃ、すれ違いだとか、勘かん違ちがいだとか、そういう……」

「なるほど。──ガッカリだな、お前には」

「──え？」

　と、そこで突とつ如じよ僕を振り返ってきた真音さんの──その敵対時を思わせる、圧あつ倒とう的な侮ぶ蔑べつの感情を含ふくんだ瞳に、思わず足が止まる。

「（なんだよ……急に……）」

　彼女の態度の急変に、僕はカラカラに乾かわいた喉にごくりと唾つばを流し込みつつ訊たずねる。

「それは……あの、どういう……」

「…………」

「あ」

　が、真音さんは僕の問いかけに答えることなく、僕を置き去りにするように更さらに上階へと向かうエスカレーターを苛いら立だたしげにダンダンと登り初めてしまった。

　僕はその態度の急変にしばらく呆ほうけるも……ハッとして、すぐに彼女を追いかける。

「（な、なんだよ、その態度。……いや、まぁ、いつも横暴だけど……）」

　これまでは、彼女がいくら横暴でも「はいはい」と流せた。けれど今回は……なにか、胸がざわつく。それはきっと……僕自身が、本当は、僕のさっきの回答に……。

「……って、あれ？」

　そんな考え事をしながらエスカレーターを登ったせいか、デパートの五階、生活雑貨・子供服・玩具おもちやエリアに出たところですっかり真音さんを見失ってしまった。

「あー……ミィちゃんの服買うとかって言ってたっけなぁ……」

　真音さんの発言を思い出し、あたりを見回しながら子供服エリアへと向けて歩き出す。

　と、その道中、玩具エリアのゲーム売り場にさしかかった僕は、何気なく陳ちん列れつされた商品群を眺ながめ。そして──

「……あ」

　──現在圧倒的品しな薄うすの特とく殊しゆコントローラーを見つけて、足を止めてしまった。

「（ま、マジか。今もアマ○ンじゃ転売のプレミア価格なのに……！）」

　それは、とある人気ハードで出たパーティゲームを遊ぶ際に、あるとないとでは面白さが段違いになってしまう特殊コントローラーだった。

　勿もち論ろん、その性質上、ソフト自体にも「コントローラー同どう梱こん版」というものがあるのだが、この同梱内容が、あろうことかコントローラー「一つ」なのだ。……概おおむねオフラインの対戦を前提とするパーティゲームなのに、ついてくる特殊コントローラーは一つ。……既すでにおかしな話にも程があるが、更に不幸だったのは、このゲームが、恐おそらくはメーカー側が想定していた以上に「ヒットしてしまった」ことだろう。

　結果、元々大した数のなかった単体売り特殊コントローラーの需じゆ要ようが急増。鼻の利きく転売屋の素早い介かい入にゆうも手伝って、そのコントローラーは、今やこのソフトの所持者なら誰だれもが欲しがるアイテムと言っていい状じよう況きようだった。

　……勿論、この僕も含めて。

「（これでようやく光こう正せいと公平な環かん境きようで対戦できる！）」

　奇き跡せきの出で逢あいに高こう揚ようし、真音さんのことなど忘れて意い気き揚よう々ようと売り場に趣おもむき、無造作に置かれた特殊コントローラーの箱を手に取る僕。

「（田舎いなかのデパートの玩具売り場は、これがあるからいいよなぁ！）」

　これこそ、田舎ゲーマーの数少ないメリットの一つだ。都市部では品薄な商品が、こっちでは何気なく置いてあったりする。……まあそうは言っても、棚たなを見る限りこれはこれで最後の一個だったらしいが。

　僕はニヤニヤしながらカバンを開くと、財布を取り出して所持金を確認する。……よし、このコントローラーの二九八〇円以上はしっかり持っている。いける。

　僕は財布から千円札を三枚程抜ぬき出し、軽い足取りでレジに向か──おうとした、その刹せつ那なだった。

「あー……」

「？」

　──僕の持つコントローラーを、悲しげに見つめる……慌あわてて親から貰もらってきたのであろう、くしゃくしゃの三千円を握にぎりしめた子供と、目が合ってしまったのは。




「おぅ、アマ公、遅おそかったじゃないか」

「はぁ……すいません」

　案の定子供服売り場にいた真音さんと合流し、若じやつ干かん居い心地ごこちの悪い思いをしながらも少女向けのフリフリした服を品定めする彼女の隣となりに並ぶ。

　真音さんはカシャカシャと手早くハンガーを動かしながら、こちらも見ずに訊ねてきた。

「それで、お目当てのコントローラーは買えたのかよ、アマ公」

「貴女あなたは本当に神様か何かなのですか」

　僕、この人にコントローラー欲しがっていることなんて一言も明かしていないのだが。

　僕が本当に驚おどろいていると、真音さんは苦笑交じりに返してくる。

「過大評価してくれるのはありがたいが、普ふ通つうに論理的な帰結だよ。オレ様もここに来る途と中ちゆうで例のコントローラーは見かけたからな。オレ様は例のソフト、そもそも趣しゆ味みじゃないから所有してないが……お前みたいな凡ぼん夫ぷは明らかに好きそうだ」

「その推理力はもう充じゆう分ぶんに神様名乗っていいと思いますけど」

　呆あきれたように告げる僕に、相変わらずこの神様はすぐさま鋭するどく切り込んでくる。

「話の軸じくを逸そらしたな。つまり、買えなかったか。……いや、買わなかった、か」

「……そうですよ」

　これはもう、こっちがいくら黙だまってたところで結局真ま綿わたで首を絞しめられるように真相に辿たどり着かれるだけだと判断した僕は、手短に先程のことを……子供にコントローラーを渡わたしてきたことを語り、嘆たん息そくした。

「なんか僕、このデパートと相あい性しよう悪いのかもしれません。クリスタルクレイドルの時も、似たようなことやりましたし……」

「ふん、相性、ねぇ」

「…………」

　まただよ……この、いやな感じ。いや真音さんが「いやな感じ」なのはいつものことだけれど、時折、その言葉の裏に本当の侮蔑を感じることがある。今もそれだ。

　僕が思わず黙り込んでしまっていると、真音さんは一通りミィちゃんの服を物色し終えたようで「相変わらずつまんねぇ品しな揃ぞろえだなここは」とナチュラルに失礼な感想を漏もらして歩き出した。……店員さんが傍そばにいなくて良かったよ、ホント。

　そうして、子供服売り場を出たところで、突とつ然ぜんはたと足を止める真音さん。何事かと見てみれば、彼女の視線の先にはデパート内の簡素なアーケードゲームエリアが……。

　…………。

　いやな予感にがくがく震ふるえ出す僕を、真音さんが……魔王の顔つきで振ふり返る。

「なぁ、アマ公。つまりお前は今──使い道の浮ういた遊興費たる三千円を、所持しているわけだよなぁ？」

「…………母さん。僕今、人生初の『カツアゲ』に遭そう遇ぐうしているのかもしれません」

「おいおい、人聞き悪いこと言うなよアマ公。……なぁ『勝負』しようぜ？」

「…………」

　というわけで、僕は本日、人生初のカツアゲに遭遇しましたよ。




「やっはっは、悪いな、アマ公。なんかカツアゲしたみたいで！」

「…………」

　僕は寂さびしくなった財布の中をしょんぼりと覗のぞき込む。悪夢だ……。いやまあ、僕自身の「所有権」が奪うばわれているのに、今までこういう搾さく取しゆがなかったことが、むしろ奇跡みたいなものなのだけれど。とはいえこれは……。

「じゃ、次行くぞ、アマ公ー」

「……はーい……」

　……まあ、今いま更さら文句を言っても仕方ない。さっきは「カツアゲ」と表現したけれど、実際には僕はお金を直接巻き上げられたわけじゃあ、ない。そんな法に触ふれるようなことをしないのが、真音さんという人だ。実際にされたことと言えば……。

「（まさか、あの子供向けゲーセンで本当に三千円分もただ僕と遊ぶとは……）」

　……一いつ緒しよにキッカリ三千円分、遊んだだけだった。場合によってはデートとも呼べそうな行こう為いだけれど、当然僕が全敗しているので、そんないいものじゃない。……あ、いや、天道さんと遊んだ時も似たような感じだったっけ。アレは絶対デートだけど。コレとは真逆の「いい思い出」だけれど。……やっぱり遊ぶ相手の人ひと柄がらって、大事なんだなぁ……。

「……はぁ」

　下りエスカレーターを目指し、真音さんと今一度ゲーム売り場の前を通る。僕は思わず先程までラスト一個のコントローラーがあった場所に視線を移し、そこに……。

「…………」

　しょぼくれた海かい藻そう類のメスを、見つけた。

「…………」

　まあ、正直……完全に僕の知り合いである。知り合いというか、友達というか、気になっている女子というか、仲間でライバルというか……。

　ぶっちゃけ、休日で私服姿の星ほしノの守もり千ち秋あきだ。見間違えるわけがない。だが……。

「…………」

　僕は何も言わず、そぉっと真音さんの影かげに隠かくれるように、その場を通り過ぎる。

　なぜなら……。

「（チアキを真音さんに会わせたくない……！）」

　今僕、初めて「自己犠ぎ牲せい精神から、自分一人で巨きよ悪あくに挑いどむ主人公の気持ち」というのが理解できた。これは……確かに格好つけとか抜きで、マジでイヤだ。大事な友人と邪じや悪あくな存在に接点を作るぐらいなら、僕一人がいくらでも──

「…………」

　──と、突然真音さんがピタリと足を止める。そうして、彼女は僕を振り返ったかと思うと……何を考えたのか、突然ボリュームを上げた声で話しかけてきた。

「あぁ、さっきのゲームは本当に面おも白しろかったなぁ！　雨野景太！」

「ちょ──」

　なぜここで急にあだ名じゃなくフルネーム!?　そんなことしたら、間ま違ちがいなく──

「へ、ケータ？」

「げ……」

　──チアキが、こちらに気づいて振り向くに決まっているじゃないか！

「ち、チアキ……こ、こんにちは」

　僕はぎこちなくチアキに笑いかけつつ、ギンッと横目で真音さんを睨にらむ。

　彼女はニタニタと笑いながら、僕の耳にその唇くちびるをそっと寄せてきた。

「（お前の歩調と呼吸からおおよその状況を読み取れないオレ様とでも、思ったか？）」

「（軽々しく人類を超ちよう越えつするのマジやめてくれませんか！）」

　いやまあ、確かに今考えたらこの人相手に今みたいな付け焼き刃ばのやり方が通用しないのは分かりきっていたことだけれど。それでも……ここまでしてくるとは。

　僕が忸じく怩じたる思いに打ちひしがれる中、チアキはと言えば無む邪じや気きに、僕に会えて心底嬉うれしいという感情を隠そうともせず笑顔で駆かけ寄ってくる

「わぁ、偶ぐう然ぜんですねケータ！　あのあの、もしかして、ケータも例のコントローラー探しにここに？」

「（うぅ……）」

　僕はその露ろ骨こつな好意に照れるやら……隣の魔ま王おうに見み透すかされるのが怖こわすぎるやらで、とてもじゃないが平静を保てない。

　僕は緊きん張ちようと動どう揺ようで全身汗あせばみながら、チアキに応じた。

「ああ、うん、まぁ、似たようなものかな、うん」

「そうなんですか！…………？……あの、ところでケータ、こちらの方は……」

　そこで初めて僕のイロモノ同行者に気づいたらしいチアキが、不安げにくいくいっと袖そでを引っ張ってくる。一方、彼女とは対照的に、後ろから僕の踵かかとをゲシゲシ蹴けってきやがる真音さん。

　二人に促うながされるカタチとなった僕は……誠に遺い憾かんながら、仕方なく、この邪悪存在を紹しよう介かいすることにした。

「チアキ……こちらがその……以前もちょっとお話しした、伏黒真音さん……です」

「！　そ、それってそれって、例の、極悪非道の……！」

「ちょ！」

　なんてことを口走るんだこの海藻類は！　まぁ確かに僕とアグリさんは真音さんのことを語る際にこれでもかと極悪非道に語ったけれども！

　僕が息を吞のみ、チアキもまた失言に気づいて「あ」と口を押さえる中……真音さんは、ニコニコ笑顔でチアキに対応する。

「いつもうちの景太がお世話になっております。私、雨野景太の飼い主である、伏黒真音と申します」

　飼い主。丁てい寧ねいな言葉使いから飛び出す、突然のパワーワード。

　そのままうふふ、と相変わらずな大人偽ぎ装そうキャラで微笑ほほえむ真音さんに、チアキは動揺しながらもぺこりと頭を下げる。

「あ、えとえと、星ノ守千秋です！　あのあの、ケー……雨野君とは……」

「あぁ、星ノ守さんですね！　お噂うわさはかねがね！　ふふ、景太さんから聞いた通り、本当に美人さんですね！」

「え」

「ちょ」

　何を言い出すんだこの人も。僕はチアキのことを語る際「あくまで客観的に見たら綺き麗れいと言えなくもないかな」ぐらいに表現したじゃないか。それを……！

「……ふふっ、ケータも、可愛いとこありますねぇ……！」

「ぐ……！」

　ほら、なんかこの天敵、すっかり調子に乗って僕を「ツンデレ」扱あつかいし始めたじゃないか！　いつも口では敵対しつつも、他では彼女のことを「美人」と紹介している男みたいになってるじゃないか！　あんまり間違ってないのがなおタチ悪い！

　僕が顔を真っ赤にするのを見て真音さんはなにやら満足したらしく、早々に話を切り上げるべくチアキに「では」と頭を下げる。

「私達はこの辺で」

「え、そ、そうなんですか？　えとえと……ちなみにお二人は、これから何を……」

　明らかに名残なごり惜おしそうに僕を見つめてくるチアキ。僕が答えに窮きゆうしていると、隣となりから真音さんがずいっと前に出て応じた。

「ああ、景太さんにはこれから、私の家に来て貰もらって……日中思わせぶりな私のせいで溜たまってしまったモノを、飼い主として、存分にスッキリさせてあげようかと」

「え」

「なぜそれを普ふ通つうに『荷物持ちからの解放』と表現しないのか貴女あなたは！」

　顔を青ざめさせるチアキの誤解を解くべく即そく座ざにツッコミを入れる僕。

「（駄だ目めだ、やっぱりこの人がチアキに与あたえる影えい響きようはでかすぎる！）」

　気の強い天道さんやコノハさんあたりならまだしも、チアキにとってこの人の言葉や立ち振ふる舞まいはアクが強すぎる。……勝負する前の僕にとってそうだったように。

「えっと、でも確かにまだ二人で用事があるのは本当だから、またね、チアキ」

　二人を一秒でも早く引き離はなすべく、僕もまた若じやつ干かん強ごう引いんにチアキへと別れを告げる。

「え、あ、は、はい……分かりました……けど……」

　チアキは一いつ瞬しゆんそう納得しかけるも、しかしすぐに僕の袖をきゅっと摑つかんできた。

「あのあの、ケータ、自分……！」

　精せい一いつ杯ぱいの勇気と優しさから来たのであろうチアキの必死の制止を、しかし僕は心を鬼おににして「ごめん！」と振ふり切る。

「今日は本当に真音さんに付き合わなきゃだから！　また学校でね、チアキ！」

「で、でもでもっ、ケータ、本当にその人に変なことされたり……！」

「し、しないから大だい丈じよう夫ぶ！」

　……いやまあ、カツアゲ類似行為やら友人の彼女との「あーん」やらを、「変なこと」にカウントしないならば、だけれど。

　とにかくチアキを安心させるように微笑み、その場を去る僕達。……と。

「ほーら、早く行きましょう。景太さん」

「ちょ──」

　これまでそんなこと一度もしなかったクセに、突とつ然ぜん露ろ骨こつに僕の腕うでにすがりついてくる真音さん。無む駄だにメリハリのある肢し体たいが、妙みように艶なまめかしく僕の腕に絡からむ。

「…………」

　うぅ、背後からの視線が痛い！　痛いけど……痛いからこそ、振り返れない！

　僕は真音さんを引きずるように足早に歩くと、エスカレーターに急いで駆け込んだ。と、流石さすがの真音さんもエスカレーターでは僕の腕から離れ、すっかりいつもの態度でニヤついてくる。

「なるほどねぇ、星ノ守千秋。……うん、面白い」

「何も面白くない！」

「いや面白いだろう。アマ公そっくりの精神構造を持ち、お前に想いを寄せる美人ゲーマーだぞ？　オレ様からすれば、何もかもが面白すぎる存在だ」

　彼女はそう言ってエスカレーターの上を振り返ると、不敵に笑う。

「アレも是ぜ非ひオレ様の手元に──」

「ふざけんな」

　刹せつ那な、これまでの態度を一転本気で怒いかりを露あらわにする僕。と、真音さんは──

「……ふっ」

「？」

　──僕の態度に怒おこったり、闘とう争そう心に火がつくのかと思えば……意外にも、なにやら本当に嬉しそうに……それでいてどこか「寂さびしそう」に、僕へと微笑みかけてきた。

「やっぱり……いいな、お前は」

「？　は、はい？」

　想定外のリアクションに動揺し、僕が訊たずね返したところで、エスカレーターが四階へと着く。僕は当然そのまま三階へと下るエスカレーターに乗り継つごうとするも……。

「？　真音さん？」

　真音さんは四階で立ち止まり、そのまま少し上階の方を見守ったかと思うと……次の瞬間なにやら思いついたように、僕に提案してきた。

「おい、アマ公、ちょっとそこの本屋脇わきの休きゆう憩けいベンチに座っていかないか？」

「はぁ？　いやコーヒー飲んだりゲームしたりで、もう休憩は充じゆう分ぶんでしょう？」

「五分あれば済む。恋れん愛あい弱者に、このオレ様がありがたーい教訓を授けてやるよ」

「僕以上の恋愛弱者が何言ってるんですか。ほら、馬ば鹿か言ってないで──」

「──オレ様と美衣の、しょーもない母親の話を参考に、な」

「……え」

　そう語った真音さんの瞳ひとみは、これまで見たこともない程に頼たよりなく。それはつまり……

「ま、別に面白い話じゃ、ねぇけどな」

　……まるで、普通の女の子のようだった。




　　　　＊




「つっても、別にそこまで構えてするようなハードな過去話とかじゃないぜ？　だから変に期待はすんなよ。アマ公には悪わりぃけど、ゾンビは出てこないんだわ」

「いやそんな期待はハナからしてませんけど」

　ベンチに座ってすぐ、真音さんはそんな風にいつもの調子で切り出してきた。実際そこに悲ひ愴そう感めいたものはまるでなく、本当に雑談の延長みたいであり……しかしだからこそ、不思議と僕にはこれが「ただの雑談」ではないのだろうと感じられた。

　ベンチは本屋とフロアを隔へだてる間仕切りを背にしており、どうやら僕達のすぐ後ろはゲーム攻こう略りやく本の置かれた一角らしい。……だからゲーマーの端はしくれとしてはなんとなく背後が気になりそわそわ様子を窺うかがってしまうのだけれど……。

「ほぅ、オレ様の身の上話より攻略本とは、ずいぶん舐なめた態度じゃねぇかアマ公」

「すいません」

　言われてすぐ、僕は愚ぐ直ちよくなまでに真まっ直すぐ前を向き直した。……最近、僕なりに真音さんの「本気」と「冗じよう談だん」がなんとなく判別つくようになってきたのだけれど。それでいくと今のは……結構本気気味の警告だった。こういうのには、素直に従うに限る。

　僕の態度を確認し、少し間を置いてから、真音さんは改めて本題を語り始める。

「母親がうちを出て行ったのは、美衣が生まれてすぐ、オレ様が学生の頃ころなんだけどな」

「何学生ですか？」

「女子学生だ」

「いや、そうじゃなくて大学生とか、高校生とか、そういう──」

「離り婚こんの直接的な原因は、母の浮うわ気きでな」

　はぐらかした!?　しかもなんか急にその横顔に露ろ骨こつなシリアスムードを漂ただよわせることで、こちらの野や暮ぼなツッコミを封ふうじて来てやがる！　な、なんてこすい人だ！

　僕が口元をもにょもにょさせる中、真音さんの身の上話は続く。

「ほら、美衣はともかく、このオレ様を見れば分かるだろう？」

「お母さんが子育てに大失敗したことですか？」

「違ちがう。母がそれなりに美人だったことがだ」

「…………」

　この人はイチイチ会話に「オレ様至上主義」を挟はさまなきゃ気がすまない病気か何かなのだろうか？　おかげで、どうにも真ま面じ目めに聞く気が失せるというか……。

「まぁとにかく、母は美人で、そして……凄すさまじく控ひかえめな人だった」

「それは噓うそだ」

「おい、驚おどろく程真っ直ぐにオレ様を見てんじゃねぇぞてめぇ」

　真音さんが僕をぽかっと小こ突づき、嘆たん息そくしてから話を再開させる。

「うちの母親という人間を端たん的てきに顕あらわすなら『美しく、優しく、儚はかない』だ」

「僕はもう『遺伝』を信じないことにします」

「よぉし、この後は家でおねーさんとたぁーっぷり遊ぼうなぁ、アマ公」

「すいませんでした」

　僕は即座に深々と頭を下げる。そこにプライド云うん々ぬんはもう一切ない。

　真音さんはやれやれと肩かたを竦すくめた後……ふっと、一瞬だけ微び笑しようを漏もらしてきた。

「心底楽しそうに他人へ奉ほう仕しする人だったよ。いつも鼻歌交じりに掃そう除じ機きかけて、夜中に泣き出す美衣を優しくあやして、口の悪いわた──オレ様の毒を笑顔で流して、父親のシャツには額に汗あせしながら丁てい寧ねいにアイロンかけて……」

「…………」

「だからまぁ母親としては、いい母親だったんじゃね。大好きだったよ。……ミィが」

「…………」

　ミィちゃんの名を後から付け加えたことに関しては、いくら敵対関係とはいえ僕はこれまでのように茶化したりできなかった。

　真音さんは更さらに続ける。

「で、対する父親の方は、分っかりやすく仕事人間だな。普ふ段だんから家にいないのは勿もち論ろん、帰ってきても、娘むすめ達に対する興味は皆かい無む。感情より論理で動くタイプだ」

「あ、父親の方の遺伝は少し信じられます」

「お前の相あい槌づちマジでうざいな。……まぁいい。とにかく、父は母とは対照的に無機質な人間なんだよ。良くも悪くも、な。感情が薄うすく論理が優先で、しかしだからこそ、浮気や犯罪に走るようなリスクも絶対におかさない。だから──たとえば休日に子供と遊ぶのに時間を割さくぐらいなら、多めに小こ遣づかいを渡わたして放任するのを選ぶ。そういう、ある種筋の通った人間なんだ。……親としては中々、悪かないだろう？」

「…………」

　僕はその問いかけにただ沈ちん黙もくで返す。……正直、僕からしたらこの父親のありかたは若干悲しいものがある。しかし真音さんの本当に一切悪感情を含ふくまない口ぶりからするとこれはこれで、一つの家族のカタチなのかもしれないとも感じられた。……うちの父だって、決して多弁な人ではないし。

　真音さんはそこで「さて、ここで問題だ」と不敵な笑みで仕切り直してくる。

「優しく愛情に溢あふれ、誰だれからも好かれ、控えめで、しかしだからこそ押しに弱く、半ば強ごう引いんに浮気を迫せまられて、ただ一度きりの過あやまちをおかしてしまったことを、あろうことか父に馬鹿正直に報告した母と。冷たく無機質で放任主義の父。……この両親が別れる際、娘二名はどちらと一いつ緒しよに暮らしたがり、そして結果は、どうなったでしょうか？」

「それは……」

「ヒント１。娘達の票は二票とも同じ方に入った。……まぁ美衣は小さくて状じよう況きようがよく分かっていなかったが、見た目の懐なつき具合的に明らかだった」

「…………」

「ヒント２。生活費なんてものは、このオレ様をもってすればいくらでも稼かせげる」

「…………」

「はい、時間切れ。では、正解発表」

　最初から僕に回答権などなかったかのように、真音さんはどこか茶化した態度で進行を続け、そして……その「正解」を、告げてきた。




「オレ様と美衣の票は無効票。『論理的』な帰結の結果、父親に引き取られましたとさ」




「…………」

　ここに来てデパート内の子供の喧けん噪そうが、いやに耳に響ひびいていた。

　僕が何も言えずにいる中、真音さんは苦笑交じりに続けてくる。

「ちなみにこの選せん択たくの決定打たる、気弱で優しい母によるありがたーいお言葉を、ここで紹しよう介かいしてやるよ」

　彼女はそこで一いつ拍ぱく置いた後……乾かわいた笑いとともに、その言葉を告げる。




「『それが、みんなのためだから』、だ」




「────」

　僕はもう、真音さんの顔を見ることができなかった。……別に彼女が悲しい顔をしていたからじゃ、ない。

　……彼女が僕に何を「主張」したいのか朧おぼろ気げながら見えてきたと同時に、僕みたいな平へい凡ぼんモブキャラには、それに反論できるだけの準備がないことにも気づかされたからで。

　真音さんはぼんやりと天てん井じようを見上げ、淡たん々たんと語る。

「なぁ、アマ公。『誰かのために』と『何かを譲ゆずる』行こう為いって、そんなに尊くて、素晴らしいものなのか？　『自分のために』と『何かを奪うばう』行為は、本当に、ただ愚おろかしいだけの身勝手だと、そう思うか？」

「それは……」

　言葉に詰つまる僕に、真音さんは──儚く寂さみしげな女の子のような顔で、告げてくる。

「……少なくとも私は、大好きな人に、強引にでも『権利』を奪って欲しかったよ」

「…………」

　何も答えられずにいる僕に、真音さんは一つ息を吐はいて語り始める。

「でも、おかげでオレ様は学んだよ」

「……何をですか？」

「正当な手続きを経へた論理的な主張は、強い。……少なくとも、不正な手段に訴うつたえざるをえない感情的な衝しよう動どうなんかよりは、ずっと、ずっとな」

　……この人の徹てつ底ていした、暴力的なまでの「正しさ」の根源が、少し見えた気がした。

　複雑な感情にとらわれる僕の横で、真音さんは軽く掌てのひらを開け閉めしつつ、結論を語る。

「……『力なき者』の掲かかげる『誰かのため』が幸せをぶち壊こわすっつーなら。オレ様は、オレ様の力で、オレ様の大事にするモノのためだけに──幸せをかき集めるまでだ」

「……本当に身勝手な人ですね、貴女あなたは」

「ああ、オレ様もそう思うぜ」

　真音さんはそこで僕にニカッと笑いかけてくる。それに対し……僕もまた、思わず、笑い返してしまった。

　そうして真音さんは全て語り終え、ベンチから「よっ」と立ち上がると。

「だからよ、そこの『気弱で』『優しい』ゲームオタク。もし何か、お前にとって本当に大事な、絶対誰にも譲りたくねぇもんがあるっつうなら……」

　慌あわてて真音さんの荷物たる紙かみ袋ぶくろを持ち始める僕の方を振ふり向き、引き締しまった表情でその端的な……だけど凄まじく真しん摯しな「アドバイス」を告げてきた。




「奪えよ。臆おくすることなく」




「…………」

「さて、じゃ行くぞアマ公。……丁度『届いた』ようだしな」

「？　届いた？」

　なんのことかまるで分からなかったが、真音さんが何も説明してくれずずんずん歩いていってしまうので、僕も慌てて本屋脇わきのベンチから立ち上がり彼女の後を追う。

　と──

「（あれ？　なんか今本屋に、海かい藻そう類っぽい頭が見えたような……）」

　ただ、間仕切り越ごしだったため顔までは見えず確信までは持てない。まぁ同じデパートにいるわけだから、本屋にいても何もおかしくはない。が……。

「おーい、アマ公、遅おそいぞー！　しまいにゃ頭ず蓋がい骨こつ割るぞー」

「罪と罰ばつが釣つり合ってなさすぎる！」

　真音さんに恐おそろしい催さい促そくを受け、慌てて彼女を追う。まぁ、無理にチアキに一声かけていく必要もないだろう。真音さんと絡からませたくないし。

　僕はエスカレーターで彼女に追いつくと、「それで」と訊たずねる。

「さっきの『届いた』って、なんの話ですか？」

「ん？　ああ、さっきちょいと子分の一人に買い物を頼たのんでいてな」

「……僕以外にあと何人いるんですか、貴女の『子分』や『手下』……」

「なんだ？　アマ公、嫉しつ妬とか？」

「いや手下が手下に嫉妬って、どんなしょっぱい嫉妬ですか」

「安心しろ。お前はオレ様にとって特別なお気に入りだからよ」

「いやいや、まだ大して付き合いもないでしょうに、僕ら。冗じよう談だんやめて下さいよ」

「冗談？　いやオレ様は……」

　と、真音さんが何かを言いかけたところで彼女は何かに気づいた様子でポケットからスマホを取り出す。

「ああ、『ブツ』はデパート入り口の暗証番号式ロッカーに入れておいてくれたってよ。ヤツは他に用事があるらしく、帰ったみたいだが」

「うん、やっぱりその話僕にしないで貰もらっていいですか？　ヤバい香かおりしかしない！」

「大だい丈じよう夫ぶ、そいつ警官だから」

「なぜだろう、余計ヤバい香りしかしない！」

　僕はガタガタと震ふるえ歩調を緩ゆるめようとするも、真音さんがそれを許してくれるはずもなく、ガッツリ腕うでを組んで僕を連行していく。

　そうして……いよいよ、デパート一階の入り口、コインロッカーコーナーに辿たどり着くと。

「ええと……八九番、と……」

「（番号までやべぇ……！）」

　警官の子分に指定されたロッカーを開き、いよいよ「ブツ」を取り出す。

　僕は必死でそれを見ないようにするも、あろうことか彼女──

「ほらよ、アマ公。やるよ」

「ちょ──」

　実に気軽に、僕の胸へとその「ビニール袋」を──某ぼう家電量りよう販はん店てんの袋を押しつけてきた。

「？　あれ？　ずしりと重い茶色の紙袋とかじゃ……ない？」

「何を言ってんだお前は」

　呆あきれたように僕を見つめてくる真音さん。彼女はそのまま僕に袋を開かい封ふうして確認するよう促うながしてくる。

　僕は……まだ疑いをかなり残したまま、恐る恐る、その中身を確認し、そして──

「え──？」

　──そのあまりに想定外な内容物に、薬物や拳けん銃じゆう以上の衝しよう撃げきを受けた。

　だって、それは──

「それで良かったろ、アマ公。お前が子供に『譲った』特とく殊しゆコントローラーっつうのは」

「あ……はい、そう、です、けど……」

　──まさに、僕が買い逃のがした例の品しな薄うすコントローラー、そのもので。

　ぽかんと呆ほうける僕に、真音さんは爽さわやかにニコッと笑いかけてくる。

「なら良かった。それでこそ、家電量販店の子分に取り置きさせ、警察官の子分に運ばせた甲か斐いがあったってもんだ」

「えぇ？　そ、それは、その、えっと、あ、ありがとうございま……す？　あ、じゃ、じゃあ、だ、代金を」

「？　それはもう貰っただろ、さっき。ゲーセンで」

「え……？」

　僕はそれでハッとする。え……あれは……カツアゲ的なものじゃ……。

　僕が動どう揺ようで立ちつくす中、真音さんはなんの気き負おいもなく「じゃ次行くぞー」と告げて歩き出す。

「………………。……い、いやいやいや！」

　自動ドアをくぐり、商店街の方へと歩き出す真音さんに僕はバタバタと走って追いつくと、コントローラーを胸に抱かかえたままで「なんで！」と切り出す。

「どうして貴女……こんな……僕なんかに……」

「？　いや、どうしてって、だから言ってんだろ。オレ様はお前を気に入っている」

「だ、だから、なんでですか、まだ大して付き合いもないどころか、この前なんて僕、身の程も弁わきまえずに凄すさまじく失礼に楯たて突ついたのに──」

「や、だから、それだよ」

「──え？」

　何を言われているのか分からず、呆ける僕。真音さんはそんな僕に、上じよう機き嫌げんに語る。

「実力も権利も何もなく、筋すじ違ちがいにも程があるのに、ただ己の欲よつ求きゆうと信念にのみ従って圧あつ倒とう的強者になりふり構わず嚙かみつき、大事なものを必死で奪わんとする。それは……」

　真音さんはそこで一拍置くと、心から愛いとおしそうに僕を見つめて、微笑ほほえんできた。




「……それは、私があの時母親にして欲しかったことの、全部だ」




「……っ！」

　そのあまりに切ない笑顔に、僕は不覚にもドキリとしてしまう。出で逢あってから殆ほとんど初めて、ようやく、この人がえらい美人であることに気づかされたというか……。

　と、どうやらその表情は真音さんにとっても想定外に出してしまったものらしく、こほんと咳せき払ばらいすると、言い直してくる。

「いや、違う、美衣が、だ。うん」

「そ、そうですか。ミィちゃんが、ですか」

「……ああ」

　そのままふいっと僕から視線を逸そらし、前を歩き出す真音さん。

　僕は一度荷物を抱え直してから、彼女の隣となりに並んで歩き出す。

「（……ああ、そういや、以前決けつ闘とうした時にも一いつ瞬しゆん感じたっけ、この空気）」

　今ならあの時の真音さんの言葉とそこに込められた想おもいが、少しだけ理解できる気がしていた。
















「アグは、幸せ者だな。お前みたいな──馬ば鹿かな弱者に愛されて、よ」

　アレは皮肉でもなんでもなく、ただ素直に、純じゆん粋すいな羨せん望ぼうを口にしていたわけだ。

『…………』

　バレンタイン商戦真っ只ただ中なかの街を歩く僕らの間に、沈ちん黙もくが降りてくる。

　これまでなら真音さんが一人で横暴なことを語り出す場面だというのに、それがないものだから……なにか僕らは珍めずらしく妙みようにくすぐったい空気になってしまっていた。

　そして、それに先に耐たえきれなくなったのは、意外にも真音さんだった。

　彼女は僕を見ないままで咳払いすると。

　今一度……今回の結論を僕に言い聞かせるように、告げてきた。

「……本当に欲しいものは、簡単に譲ゆずるな。強引にでも奪うばい取れ、アマ公」

「…………はい」

　そうしてその時、僕は初めて……この大だい嫌きらいな……いや、大嫌いだった人のアドバイスを、素直に、受け入れたのだった。

　…………。

　しかし……。

「あー、でも、どうでしょうね。何度今日を繰くり返したところで、僕は子供にコントローラーを譲ると思いますけど」

「ハッ。そこを『譲らない』あたり、ホントお前は食えないヤツだよ、アマ公」

「……あざーっす」

「マジで可愛げねぇなぁ、お前は」

　言って、僕の頭をわっしゃわっしゃと強引にかき混ぜる真音さん。

　僕はそれに、身をよじって激しく抵てい抗こうしながらも……。

「（強引にでも奪う、か……）」

　去年一年の、僕の恋れん愛あいに何が一番足りなかったのか。

　それをようやく僕は……忌いま々いましくもこの魔ま王おう様のおかげで、自覚させられたのだった。








【ゲーマーズとバレンタイン】






　ラブコメのモブキャラ男子にも、イマイチ共感できたためしがない。

　そりゃ僕、雨あま野の景けい太たはどちらかと言うまでもなくモブキャラ寄りの人間だし、モテモテハーレム主人公よりは断然モブキャラ男子に観点は寄るのだけれど。

　じゃあ彼らほどリア充じゆうに対して露ろ骨こつに嫉しつ妬との炎ほのおを燃やすかと言えば、そんなこともないわけで。

　その最も顕けん著ちよな例が、バレンタインイベントだ。

　美少女からチョコレートを大量に貰もらうモテモテ主人公に対して、モテないモブ男子達が嫉妬で怒いかり狂くるい血けつ涙るいを流す。……実にラブコメあるあるな描びよう写しやだが、実際問題として去年までの僕は、モテるイケメンクラスメイトがチョコを沢たく山さん貰っているところを見ても、「へー」と思うだけですぐにソシャゲに視線を落とせる人間だった。

　なぜなら、それは自分とは完全に無関係な世界の出来事だったからだ。

　全く知らない刑けい事じドラマの主役が凶きよう弾だんに倒たおれる場面をたまたまチャンネル回しの途と中ちゆうに見たからって、なんにも感じられないのと同様に。

　自分と遠い世界の誰だれかがモテたところで嫉妬も何もない。ゲームもそうだけれど、「悔くやしい」という感情は、基本的に対等に競える者の間でこそ湧わく感情なのだ。

　……だから僕にとってバレンタインとは、「少しだけ周囲が浮うき足立つ平日」以外のなにものでもなかったわけで。

　…………。

　去年までは。




「（ば、バレンタイン怖こえぇぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええ！）」

　二月十三日。バレンタインを翌日に控ひかえた日の休み時間。

　僕は一人、机で頭を抱かかえてダクダクと額に脂あぶら汗あせを搔かいていた。

「（な、なにこれ！　それなりに女性の知り合いができた今年は、むしろバレンタインが楽しみになるかと思いきや……全然逆なんですけど！　昨日から急に、胃がキリキリし始めているんですけど！）」

　い、いや、実際数日前までは例年通り、バレンタインに対してなんにも思っていなかったのだ。僕なんかには縁えん遠どおいイベントだし……と。けれど……よくよく考えたら……。

「（──チョコ『ゼロ』の重みが、去年までとは段だん違ちがいすぎるじゃないか！）」

　それなりに親しい女子の知り合いが複数できた上でのチョコ『ゼロ』って……それはもう僕という人間の無価値さを、より浮き彫ぼりにしているだけじゃないか！

《ぼっちだからチョコが貰えない》と《女子に心底嫌きらわれているからチョコが貰えない》じゃ、前者の方が遥はるかにマシすぎる！

　僕は一人頭を抱えながら、昨日から何度反はん芻すうしたか分からない「自分フォロー」の理り屈くつを思い浮かべる。

「（だ、大だい丈じよう夫ぶ。昨今良くも悪くも『友チョコ』が当たり前の流れになっているわけだから、僕如ごときにだって、一個ぐらいは軽く回って──）」

「はーい、上うえ原はらにも、一日早いけど今年の義理チョコぉ！」

「おう、美み嘉かサンキュな！」

「…………」

　教室に響ひびいた明るい声に思わず頭を上げると、そこでは……上原君グループの女子メンバーたる美嘉さんが、手作りらしきチョコマフィンを渡わたしていた。しかも……。

「あと、はい、稲いな元もとも、北きた見みも。ついでに……ほら木き村むら達もあげるからおいでー」

「おう、くれくれー」

　美嘉さんはクラスの男子を手て際ぎわよく集めると、ほいほいマフィンを配り始めた。そうして……。

「よーし、今年の投資おしまい！　ホワイトデーよろしくねー！」

　クラスの男子達の笑いとブーイングを誘さそいつつ、和なごやかに配布会が終わっていった。

　……まぁ、アレだよね。今のくだりでクラス男子の九割が、義理とは言えバレンタインプレゼントを手にしちゃったよね。うん。…………。

　ああ、そうそう、言うまでもないけど、貰えなかった残り一割って、アレね。

　──今日たまたま休んでいる男子生徒一名と、僕だけね。

　…………。

「（……いやホント、身が引き締しまりますよねぇ……えぇ……）」

　眼球に熱いものがこみ上げてくるのを耐えるように、風吹ふきすさぶ外の冬景色を窓からジッと眺ながめる僕。

　……最近知り合いが増えたり、ゲームを通じて色んな交流があったりでつい忘れそうになるけれど……僕、全然、依い然ぜんとしてアレなぼっちだよね。多分このゲーム「雨野景太を育てよう！」のプレイヤーがアホなんだろうね。僕なんだけどね。

「あ、じゃあついでに上原、私もコレ」

「おう、玲れ奈なもありがとな。ホワイトデーが億おつ劫くうだけど」

「ふふ、期待しとくね」

　……なんか視界の端はしで上原君が更さらに個数を稼かせいでいらっしゃった。……前言撤てつ回かい。僕今、モテる主人公キャラに対して血涙流すモブキャラとシンクロできる気がする！

「（い、いや！　そうじゃない！　惑まどわされるな、雨野景太！）」

　僕は彼から視線を逸そらし、今再び、自分を鼓こ舞ぶする。

「（違うだろう！　バレンタインチョコとは……そう、結局のところ、量より質！　だってラブコメって、そうじゃん！　そうだよ！　ああ、そうさ！）」

　先程までラブコメのリアリティをディスっていたことなどすっかり忘れ、本気でラブコメの価値観に救いを求め始める僕。

　僕は周囲で俄にわかに始まった「友チョコ」交こう換かん会の中で唯ゆい一いつの台風の目になりつつ、これから起こるであろう大逆転劇へと向けて、一人妄もう想そうを膨ふくらませる。

「（そ、そうさ。こんなの……なんだ！　そう、物語的に考えれば、僕のこの状じよう況きようは全て布ふ石せき！　貰えず、貰えず、ストレスを溜ために溜めてからの……天てん道どうさんからの心がこもったチョコをドーンで、はい、超ちようハッピー！　この流れさ！　この流れに決まってる！）」

　だから、今誰からも義理チョコを貰わないのは正解。大正解。

　むしろテキトーな義理チョコで、僕の高校生活にとってのチョコの価値チヨコ・レートを下げられることこそが、今最も恐おそれるべきこと！　つまり！

「（このまま明日のバレンタインデーを迎むかえ、そこで改めて本命大天使の天道さんと向き合うことこそが、僕にとってのグロリアスロード！）」

　そう心に決めた僕は、義理チョコゼロの事実をむしろ誇ほこりに思いながら、バレンタインの前日を恙つつがなく……つまりはいつも通りに誰とも喋しやべらず過ごしたのだった。

　…………。

　──迂う闊かつにも放課後、アグリさんとファミレスに行ってしまうその時まで。




「はい、あまのっち、ブラックサンデーあげるー」

　僕にとって高校生活初のバレンタインチョコレートは、こうして晴れて、（半ば）彼氏持ちギャルからのコンビニ定番チョコ菓が子しに決定致いたしましたとさ。

「…………」

「ほいよー」

　しかも、あろうことか極きわめてテキトーに、ファミレスのテーブルの上を、サーッと流される形で寄よ越こされる僕の高校生活初バレンタインチョコレート。

　……僕はチョコを受け取りつつも、アグリさんの目をしっかりと見み据すえると、極めて爽さわやかな笑顔で切り返した。

「お前を殺す」

「女の子からチョコ貰っておいてそんなリアクションってある!?」

　僕の言葉にカチンときた様子で、アグリさんがチョコを回収せんと身を乗り出してくる。

「そ、そんなリアクションするなら返して、亜あ玖ぐ璃りのブラックサンデー」

「いや貰いますけど」

　僕はサッとブラックサンデーを手に取ると、パッケージを眺めつつ呟つぶやいた。

「……実際好きですしね」

「え、亜玖璃のことが？」

「ハッ」

「マジ最近感じ悪いよあまのっち！」

「マジ最近ヒロイン面づらしすぎじゃないですかね、アグリさん！」

　おおよそチョコの受け渡しがあった直後とは思えない程の喧けん嘩か状態に突とつ入にゆうする僕ら。

　……もう、僕の高校生活初バレンタインチョコイベントは、ぐだぐだにも程があった。

　…………。……ただ、まぁ……その……。

　僕は口喧嘩が一段落したところで、そっぽを向きつつ彼女に返す。

「……その、チョコくれたことは……ありがとうございました。……助かりました」

「助かった？　それはよく分かんないけど、まぁ……喜んでくれたなら良かったよ」

　そう言って、ようやく怒りを収めてくれるアグリさん。

　僕はコーヒーを一口啜すすってから、ふと気になったことを訊たずねてみた。

「あ、ところで、上原君にチョコは──」

「そんなの、これから一晩かけて愛情たっぷりのヤツを作るに決まってんじゃん！」

「…………あ、あれ、なんだろう、なんか妙みように納得いかない！」

　いやブラックサンデーは超美う味まいからいいけどさ！　恐らくはアグリさん不慣れな手作りチョコより百万倍美お味いしいだろうけれどさ！

　僕の反応を受け、アグリさんがイタズラな笑顔を見せてくる。

「おやおや、またあまのっちは、嫉妬かなぁ？」

「ぐ。確かに嫉妬と言えば嫉妬かもですけど……！……えと、じゃあアグリさんは、僕が天道さんやチアキに『ＶＲヘッドセット』をプレゼントする中、アグリさんにだけ『紙かみ鉄でつ砲ぽう』をあげたら、どう思いますか！」

「な、なんか凄すさまじく腹が立つね！　ＶＲなんたらは全然いらないけど！　むしろ『紙鉄砲』の方が亜玖璃は楽しめる自信まであるけど！　でもその差は酷ひどすぎる！」

「でしょう!?　僕もそれです！」

「うーん、しょうがないなぁ。じゃあ、祐たすくにあげるチョコの余りで良ければ、あまのっちにも少しだけ分けて──」

「あ、それはいいです。僕お腹弱いんで」

「どういう意味さ！」

　そのまままたも醜みにくい小こ競ぜり合いへと突入する僕ら。……おかしいな。「バレンタイン」「女子の知り合い」「チョコの受け渡し」という単語から僕が期待したラブコメイベントとは、大おお幅はばにかけ離はなれているにも程があるんだけれど……。

　僕らはしばらく互たがいへのしょーもないディスり合いを続けた後、これまたいつもの如く互いにその不毛さに疲ひ弊へいしたところで、ようやく今日の本題へと踏ふみ出した。

「で？　こうしてまた亜玖璃とファミレス会をやりたいだなんて、一体どういう風の吹き回しさ、あまのっち。天道さんとの恋れん愛あいに支障を来きたしそうな余計なことはしないんじゃなかったの？」

「ああ、それなんですけどね」

　僕は彼女からの当然の疑問に、あっけらかんと返した。

「やめました。真ま音いんさんに喧嘩売ったあの瞬しゆん間かんに、綺き麗れいさっぱり」

「……だろうね」

　まるで最初から僕の答えが分かっていたかのように、驚おどろきも呆あきれもせず淡たん々たんとオレンジジュースを啜るアグリさん。

　僕は苦笑交じりに続ける。

「だから、アグリさんとのファミレス会も……別に『今以上にやろう』ってわけじゃないですけど、少なくとも、意識的に控ひかえるようなことはしないでいいかなって。……どうでしょうか？」

「どうって……」

　アグリさんはそこでふいっと照れくさそうに視線を逸そらすと、行ぎよう儀ぎ悪くストローでオレンジジュースをぶくぶく泡あわ立だてた後……小さく返してくる。

「……あまのっちが奢おごってくれるなら、亜玖璃は別にいいけど……」

「あ、じゃあやっぱり控える方向で」

「最近ホント感じ悪いよあまのっち！」

「最近どこかのギャルが更に図々しいからじゃないですかねぇ！」

　もう今日だけで三度目の小競り合いが開始されてしまう僕ら。が、流石さすがに三度目ともなるとヒートアップさせる程の体力もなく、すぐに収束し、互いにへらっと和解する。

「じゃあアグリさん、今後もたまにファミレス会はやるってことで」

「うぃー」

　テキトーに手を上げて応じるギャル。……なんだかいやになるほど軽いノリだったけれど、別に離り婚こん夫婦がヨリを戻もどすわけでもないのだから、これでいいのだろう。

　そうして互いにようやく「通常営業」に戻ったところで、早さつ速そくアグリさんが切り出してきた。

「あ、そうそう。マイ姉ねえの件であまのっちに報告し忘れてたことあってさ」

「え、なんですか？　あ、も、もしかして僕が負けたせいで、アグリさん、あれから更に酷い扱あつかいを……」

「いやいや、違ちがうって。そこは安心してよ。っていうか、むしろ逆というか」

「？　逆？」

　話が読めず首を傾かしげる僕に、アグリさんはなにやらカバンをごそごそやると「たとえばこれとか」と、懐なつかしのアイテムを僕に突つきつけてくる。

「……ラベアーズ？　ああ、そういえばコレって、あの日僕が負けたのに真音さんに取り上げられたりはしなかったんですね？」

「そうなんだよ。マイ姉曰いわく『オレ様はお前達自身の所有権を賭かけて戦っただけだからな。そのクマの所有権は保留だ』って」

「へぇ、それはまた真音さんらし────いや、若じやつ干かんらしくないような……」

「でしょう？」

「ええ」

　アグリさんと頷うなずき合う僕。いや、なんというか、「それはそれ」としてキッチリ取り立ててくるのが真音さんというか。実際ラベアーズは勝負とか関係なく、僕を勝手に帰そうとしたことに対するアグリさんへの「ペナルティ」的意味合いの没ぼつ収しゆうだったはずだ。

　だから、僕があの時勝って「アグリさんの全て」を奪うばい取っていたというならまだしも、そうじゃない現在、ラベアーズは真音さんに没収されていて仕方ないアイテムのはず。

　なのに、真音さんはそれを見み逃のがしてくれている。これは……らしくない。

　アグリさんは手の中でラベアーズを弄もてあそびながら、「まぁ、さ」と頰ほおを搔かく。

「亜玖璃のためにマイ姉と戦ってくれたあまのっちには悪いんだけれど……マイ姉、ああ見えて別に『悪い人』じゃあ、ないんだよね」

「それは……まあ、その、僕も……渋しぶ々しぶではありますが、認めなくも、ないですけど」

　今でも「いい人」かと訊きかれたら「絶対違う」と断言できるけれど、「悪い人」かと訊かれたら、口がもにょもにょしてしまう僕は、いる。

　アグリさんは指にキーホルダーのリング部分をかけ、二体一組のクマ達を揺ゆらしながら続けてきた。

「あまのっちが怒おこってくれたことで、マイ姉はきっと察したんだと思うな。コレが、マイ姉が思っていた以上に亜玖璃にとって意味を持つ何からしいってことを。ううん、もしかしたら、もっともっと奥の事情まで見み抜ぬいたかも」

「……でしょうね。神様みたいに鋭するどい人ですから」

「うん。だからこそ、例の勝負にかこつけて、没収の件はうやむやにしてくれたんだよ。そういう意味じゃ、壮そう絶ぜつに戦ってくれたあまのっちとマイ姉に感謝だね」

「まぁ……あの勝負に多少なりとも意味があったなら、僕も良かったです」

「あはは、そうだね、ありがとね、あまのっち。それに……マイ姉も、本当はこういう可愛い人形とか大好きなのに自分を抑おさえてくれて──」

「──ん？」

　──なにか今、聞き捨てならない要素を聞いたような。

　僕が目をぱちくりとしていると、アグリさんはジュースの残りをズズッとストローで啜ってから続けてきた。

「あれ、言ってなかったっけ？　マイ姉って、ああ見えて凄すごく少女趣しゆ味みだよ。部屋なんてぬいぐるみだらけだし」

「ええ……？　首が千ち切ぎれたぬいぐるみだらけ、の間違いじゃなくて？」

「あまのっちのマイ姉に対するイメージヤバすぎない？　いや普ふ通つうに可愛いぬいぐるみ持っているだけから。寝ねる時もなんかモフモフしたの抱だいてるみたいだし。……亜玖璃が起こしに行ったら、即そく座ざにぶん投げて隠かくすけど」

　今一瞬だけ真音さんらしさが垣かい間ま見みえた気はするけど、とはいえ……。

　僕はぽかんと口を開けて、応じる。

「あの真音さんが……。……だけど髪かみ型がたとかファッションとか全然……」

「ああ、それは自分に似合わないの自覚しているからだよ。その代わりに、美み衣いを着せ替かえしまくっているでしょ？」

「！　なる、ほど！」

　なんかようやく僕の中で色々繫つながった。そうか……そう考えると、あの時アグリさんの部屋から意い気き揚よう々ようとラベアーズを持ってきたのも、僕らに対する悪意だけじゃなかったのか……。普通に可愛いもの見てルンルンしてたのも、あったのか……。な、なんかガチで怒って絡からんじゃって、若干悪いことしたかもな……うん……。

　……しかしそうか……可愛いもの好きねぇ……真音さんが……。

「これは……絶対次いじってやろう」

　そう呟いて僕がニヨニヨしていると、アグリさんがどこか呆れた様子で僕を見てきた。

「しっかし、あまのっちとマイ姉ってこの短期間ですっかり仲良しだよね」

「あ、アグリさん、もしかして視力を……？」

「いや失ってないから。冗じよう談だん抜ぬきでさ。少なくともマイ姉があそこまで家族以外の人を気に入っているの、珍めずらしいと思うよ」

「……新しい玩具おもちやが物珍しいだけだと思いますけど」

「まあ、そうかもだけど。なんにせよ、おかげで亜玖璃や美衣の負担も減っているんだよね。ほら、最近は休日や放課後にあまのっちが見ててくれるでしょ、マイ姉。あれホント助かるわー」

「そんな僕を託たく児じ所しよみたいに……」

　このまま順調に行くと、僕、そのうち本格的に真音さんのお世話係みたいなポジションにおさめられそうで超ちよう怖こわいんですけど。駄だ目めだ、早く抜ぬけ出さないと……。

　と、真しん剣けんに悩なやみ始める僕を、アグリさんが心配げに見つめてくる。

「……あー……ごめんね、あまのっち」

「え？　いやなんでアグリさんが謝るんですか。完全に自己責任でしょう、これは」

「うん、まぁ……。でも、なんかあったらちゃんと協力するからね、亜玖璃」

「ああ、天道さんとデートするんで、三時間だけ真音さん見てて下さい、的な？」

「いやそんな亜玖璃を託児所みたいに……」

　……おおよそ、いい年した大人の話をしているとは思えなかった。

　そうして真音さん話が一段落したところで、アグリさんは「ん！」と背筋を伸のばして、話を切り換かえてくる。

「そういやあまのっちは明日──バレンタインデー当日、天道さんとどうなのさ？　何か約束しているわけ？」

「いや……それが、特に」

「ええ？　なにそれ」

　アグリさんは「信じられない」といった面おも持もちで僕を睨にらんでくる。……どうやら彼女と上原君はバレンタインデーにちゃんと、何がしかの約束を取り付けているようだ。まあ、そうだろう。それが、普通に恋愛関係にある者同士の正しいあり方だろう。けれど……。

　僕は後頭部を搔きながら呟つぶやく。

「その……なんか僕と天道さん……ここ一週間、むしろバレンタインの話題に一切触ふれてない感あるというか……」

「はぁ!?　なんでさ！　むしろ恋愛関係にある者が、この一週間、それ以外の何を話すって言うのさ！」

「え、期待の新作ＲＰＧの第三弾だんＰＶが素晴らしく良くできていたという話とか」

「これだからゲーマーカップルは！　じゃ、じゃあ、ほしのんとは!?」

「え、期待の新作ＲＰＧの第四弾ＰＶが素晴らしく良くできていたという話とか」

「ＰＶに力入れすぎじゃないかなその会社！」

　ぜぇぜぇと息を切らしてツッコんでくるアグリさん。僕はへらっと苦笑いで応じる。

「ホント困ったもんですよね、ＰＶ作りばかり上う手まくて」

「いや本当の困ったさんはキミ達だからね!?　チョコから目を逸らすな！」

「なんですかその、本来ならば挫ざ折せつしたチョコ職人さんだけが耳にすべきな𠮟しつ咤た」

「亜玖璃だって初めてだよこんな怒り方したの！」

　アグリさんはテーブルにタンッと強く手を置く。コップの中の氷がカラリと揺れた。

「とにかく三人とも、もうチョコから逃にげるのをやめなさい！」

「空想映画『恐きよう怖ふ！　チョコモンスターズ大襲しゆう来らい！』の最終局面みたいな台詞せりふですね」

「それだそれ！　それを逃げだと言っているの、アグリは！」

「うぅ……」

　迫せまりくる恋れん愛あい強者に、ただ頭こうべを垂れるしかない恋愛弱者。

　偉えらそうなギャルはファミレスのソファにふんぞり返って続けてくる。

「言いたかないけど、あまのっち達って、全員煮にえ切らないとこあるよね！」

「……僕が知る中で一番煮え切らないカップルの片割れに言われたくは──」

「ああん!?」

「すいませんでした」

　こういう凄まれ方をする瞬しゆん間かん、やっぱり真音さんとアグリさんは従妹いとこなんだなぁと感じるよね。なんか「圧」の質がそっくりだもの。

　僕が恐きよう縮しゆくしていると、アグリさんは「まぁ、さ」と嘆たん息そく交じりに続けてくる。

「これは、あまのっちに怒ることでもなかった気がするけれど」

「というと？」

「バレンタインデーにあまのっち側から鼻息荒あらく予定入れられてもキモいだけじゃん」

「おい」

「だから本来なら、天道さんなり、ほしのんなりが早めに早めに動いて然しかるべきなんだけれど……全然なにもないんだよね？」

「ないですね」

　だからこそ僕は凄すさまじくそわそわしていたわけで。なんか僕すっかり女子に好意を寄せられている気になっていたけれど、とんでもない勘かん違ちがいピエロ説出てきているというか。従来の自信のなさも相まって、それはもう……！

　そわそわとする僕を見て、アグリさんが嘆息する。

「……あの二人は今いま頃ごろ、なにしているんだろうねぇ？」

「……ホント、なにしているんでしょうねぇ……」

　僕らは二人、ファミレスの窓からバレンタイン前日の街並を眺ながめると、イマイチ恋愛的な思おも惑わくの読めないゲーマー女子二名のことを考え、揃そろって息を吐はいたのだった。




　天道花か憐れん




　結論だけ、書く。




　失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した。




　────というシュ○ゲネタで現実から逃とう避ひするぐらいには、私は失敗していた。

　二月十三日午後五時三〇分。

　シーリングライトの白光が寒々しく照らす天道家の台所にて、私は一人、カウンターキッチンにもたれかかるようにして、へたり込んでしまっていた。

「…………」

　まるで痛ましい犯罪に遭そう遇ぐうした直後のごとく、感情を失った瞳ひとみでぼんやりと呆ほうける私。

　あたりには溶とけたチョコが散乱し、お気に入りのエプロンは軽く焦こげ、オーブンから黒こく煙えん──と見せかけた「黒い綿わた飴あめ」がもくもくとあふれだし、直前まで火にかけていた鍋なべからはとても芳ほう醇じゆんな──お吸い物の香かおりが漂ただよっており、リビングの方では特にウチの飼かい猫ねこでもない三毛の子猫三匹びきがナァナァと楽しげにクッションから綿を散らしている。

　…………。

　何がどうしてこうなったのか。

　その具体的説明は──悪いけど、したくありません。ええ、したくありませんとも。

　正直私自身、感情と理解が追いついていないもので。

　ただ、とにかく今、結論だけ、お伝えするならば。




　私、天道花憐は、チョコ作りに、失敗しました。




「…………ふぅ」

　よっこらせ、とキッチンカウンターに手をついて立ち上がり、改めて周囲の惨さん憺たんたるありさまを確認する。……不幸中の幸いだったのは、今日、両親が揃って外がい泊はく中ということかしら。家が燃えたわけでもないのだから、片付けさえすれば、部屋はどうにかなります。

　問題は、今の失敗で中々に心が折れかかっていることで……。

「っと」

　丁度その時リビングのガラステーブル上に置いてあった私のスマホが鳴った。私は散乱したチョコを避さけつつ、更さらに自分の足にすり寄ってくる子猫三匹をあやしながらどうにかスマホを手に取ると、その画面を見てギョッとする。

「あ、雨野君!?」

　すっかり両親からの電話だと思い込んでいた私は、動どう揺ようし、意味もなく髪かみやスカートを整えてしまう。

　そうして、大きく一つ深呼吸すると……自分の中に登録された「心の装備セット」の中から「天道花憐：余よ裕ゆう綽しやく々しやく」を引き出し装着、電話へと出た。
















「はい、もしもし。こちらはなんら問題ない、実に優ゆう雅がな気分の天道花憐です」

『なんですかその不安すぎる入り！　あ、雨野ですけど……』

「あら、雨野君。ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

『う、うるわしゅう……』

　電話口の雨野君が大分引いているのが伝わってくる。……お、おかしいわね。取り戻もどさないと。

　私はこほんと咳せき払ばらいして、彼に話を促うながす。

「それで、どうしたのかしら雨野君。この時間に電話だなんて珍めずらしい。もしかして、お金の無心かしら？」

『なぜ僕にいきなり最低の元カレキャラをつけてきたんですか!?』

「あ、いえ、悪気はないのよ？　ただ、雨野君が私にわざわざ夕方にご連れん絡らく下さる理由だなんて、お金の無心ぐらいしか思いつかなかったものだから……」

『元カノとの関係が酷ひどすぎる！　いや、実際お金の無心とかじゃないですから……』

「あら、そうなんですか。でしたら一体……」

　私が本気で首を傾かしげていると、雨野君は少し迷うように溜ためた後……なにやら意を決した様子で、切り出してきた。

『あ、あの！　明日の、バレンタインデーのことなんですけど──』

「ああ、その件でしたら目下全力で取り組んでいる最中ですので、今暫しばらくお待ちを」

『なんですかその締しめ切り間ま際ぎわの作家みたいな対応は！　いや、僕が言いたいのは──』

「ただ、いくらせっつかれましても、作業速度はそう上がりませんし……」

『だからっ、なんですかその開き直った作家みたいな態度！　いや僕は別に何かモノをせっついているわけではなく、ただ明日──』

「ええ、明日が期限ですよね。分かっております。明日が期限。……からの？」

『からの!?　いやバレンタインデーに《からの》とかないですから！』

「で、でもほら、たとえばクリスマスって、イブの二十四日と、当日の二十五日、どちらもほぼ同価値、みたいなとこ……ありますよね？」

『なんでここでクリスマスの話!?　いやバレンタインデーは普ふ通つうに明日だけですから！　つ、つきましては、明日は、できれば僕と一いつ緒しよに──』

「──楽しく過ごせたらいいなって、私も思っていましたよ。五分前までは」

『この五分で何があったと!?』

「今の私にはもう分かりません。自分の能力も……チョコの定義も」

『チョコの定義も!?　いやチョコはカカオを主原料とした食品だと思いますけど……』

「……果たして、本当にそうなのでしょうかね？　考えようによっては、お吸い物もチョコの一種と呼べなくは、ないんじゃないかしら？」

『この五分で一体何があったらそんな境地に至るんですかっ！』

　こちらの事情を一切知らない雨野君が、電話の向こうから全力でツッコミ続けてくる。

　私は彼のそんな様子に申し訳なさを覚えるも、しかしチョコ作りの具体的な苦労話を渡わたしたい当人相手にするわけにもいかず。

　仕方ないので、私は最低限の約束だけして、会話を切り上げることにした。

「……雨野君。今の私が明日の予定に関して貴方あなたに言えることは、ただ一つよ」

『な、なんですか？』

「…………生きて、会いましょう」

『天道さん!?　いや、ちょ、僕はただ明日の約束を──ー』

　まだ雨野君が何かを喋しやべっていたものの、私は通話を、断腸の思いで切断する。

「（……チョコの用意もせず意中の人とバレンタインデーの約束を取り付けるだなんて、チケットも持たずにコンサート会場へと乗り込むのと同じこと！）」

　それは、ゲーム攻こう略りやくにおいて「完かん璧ぺきな事前準備」を信条とするこの私、天道花憐にとってあまりに屈くつ辱じよく的な、先走りすぎた行動に他ならない。

　だって私は……私は、彼のことが、狂くるおしいぐらいに大好きだからこそ。

　大切なバレンタインデーには、自信を持って、胸を張って、最高の天道花憐として、雨野君の前に立ちたいのだ。

　だからこそ……！

「……よしっ！」

　私は気合いを入れ直すと、今一度完璧なチョコ作りに励はげむべく──まずは混こん沌とんとした室内の掃そう除じに、とりかかったのだった。




　星ほしノの守もり千ち秋あき




「そんなチョコで本当に大だい丈じよう夫ぶなの、お姉ちゃん？」

「大丈夫です。問題ないです」

　二月十三日午後六時。女性達でごった返す百貨店の特別催さい事じ場じようにて。

　自分は現在、この混沌の中から一時間かけてようやく見いだした一つの希望を手に、目を爛らん々らんと輝かがやかせていました。

　しかし、それを見守る隣となりの女子高校生──我が妹、星ノ守心春このははと言えば、なぜか姉のセンスを疑うような眼まな差ざしで警告してきます。

「……恋こいの神は言っていると思うわよ。『ここで死ぬ運命ではない』と」

「大丈夫です。妹に頼たのむまでもなく、これが、一番です」

「そうかなぁ……」

　納得いかない様子で自分の選せん択たくしたチョコを見つめてくるコノハ。

　ちなみにそんなコノハ自身はと言えば、今日の朝、自宅を出る直前に宅配で届いた何かが、どうやらバレンタインチョコっぽかったのですが。開かい封ふう時に自分が声をかけると、びくーんと体を強こわばらせて、そのまま自分の目から隠かくすように無理矢理カバンへと押し込んでしまい。それ以降は、それが一体誰だれに渡すどういうチョコなのかを訊きいても全然答えてくれませんでした。……まぁきっと、碧へき陽よう学園生徒会の皆みなさんに渡す友チョコか何かでしょう。ええ。……まぁ、それはさておき。

「あのあのっ、これ、くださいです！」

　自分はコノハの咎とがめるような視線を振ふり切り、店員さんに商品を渡して会計して貰もらいます。

　そうしてラッピングを待つ間、隣からコノハが改めて訊たずねてきました。

「……お姉ちゃんさ。手作りとかじゃなくて、本当にいいわけ？」

　その、もう何度目になるか分からない妹からの忠告に、自分は「はい」と確信をもって頷うなずき返します。

「自分なんかが手作りしても、ロクなことにならないのは目に見えていますから！」

「なにを自信満々に女子力の低さを露ろ呈ていしてるのさ、この姉は」

「じゃあじゃあコノハは、姉がチョコレート作ったら、食べてくれますか？」

「……ごめんお姉ちゃん。あたしが全面的に間ま違ちがっていたよ」

「あれあれ、おかしいです！　華か麗れいに論破したはずなのに、胸がすーすーしますよ！」

「でも実際、男性の場合は味とか有毒性とか関係なく『手作り』という『気持ち』が嬉うれしかったりするんじゃないかなぁ」

「いや流石さすがに有毒性は気にするのでは。それに、コノハの言うことも分かりますけれど、でもでもっ、気持ちを表現する方法は何も『手作り』だけじゃ、ないと思うのです！」

「……はぁ。その結果が……アレ？」

　そう言って、現在レジの奥でラッピングされている商品を見やる我が妹。自分は自信満々に「ですです！」と頷きます。

「ぼっちで引きこもりの自分が、あろうことかこのバレンタインデー前日に、恋や人間関係を大事にする一いつ般ぱん女子達が醸かもし出す濃のう厚こうな瘴しよう気きにアテられながらも必死で探したチョコレートですよ。ある意味『手作り』以上に気持ちがこもっています！」

「確かにキラキラしたＯＬや女子高生の波の中で必死にもがく駄だ目め姉の海かい藻そう頭を見たとき、妹としては不覚にも少し涙なみだが出たけれども。それ、雨野センパイに伝わるかなぁ」

「自分自分っ、ケータなら絶対に察してくれると信じています！」

「なんなのその、駄目人間同士の謎なぞの信しん頼らい関係。なぜか少し羨うらやましいわ」

　呆あきれたように応じるコノハ。と、丁度ラッピングが終わる。自分は店員さんに恐きよう縮しゆくしながら紙かみ袋ぶくろを受け取ると、それをコートの胸むな元もとにぎゅうっと抱だきしめて歩き出しました。

　人混みを抜ぬけ、エスカレーターに乗り、ようやく店外に出たところで……未だに商品を抱きしめたままの自分を、コノハが再び呆れたように眺ながめてきます。

「……どんだけ思い入れ込めてんのさ、お姉ちゃん。体温で溶とけるよ、チョコ」

「そ、それならそれでもいいです。大事なのはチョコの味じゃないので！」

「いやもうホント、我が姉ながらチョコ選びの感性が独特すぎるというか……」

　コノハは心底呆れたように呟つぶやきつつも、最後に一つ、ぽつりと小さく付け足しました。

「…………そういうとこ、かなわないんだよね……」

「？　コノハが自分相手にかなわないものなんか、ない気がしますけど？」

「聞こえてるし。あーあ、ホント、誰かさんそっくりなんだから」

　そうコノハはよく分からない感想を漏もらすと、その表情を隠すように自分の前を歩き出しました。

　いやでもハートマークばかりが目につく街の中を、妹と二人黙もく々もくと歩きます。

　……去年までの自分は、バレンタインデーの恋れん愛あいムードなど、何も気にならなかったというのに。

　今年は……特に高校生カップルが仲良さげに腕うでを組んで歩いているところなどは、つい、目で追ってしまいます。……そこに具体的に誰を、どう重ねているのかは、自分でも判然としません。甘い夢のような、苦い現実のような。それこそチョコレートさながらの、複雑な味わい。

　そんな自分の視線に気づいたのか、コノハが前を向いたままこちらに問いかけてきます。

「……お姉ちゃんはさ。明日、どのタイミングで雨野センパイにそれ渡す気なの？」

「え、いつって……それは……」

　自分は少し沈ちん黙もくした後、胸元のチョコレートを更さらに強く抱きしめつつ返します。

「……良きタイミングが、あればというか……」

「……ふーん」

　どこか不満そうなコノハの態度から逃のがれるように、自分は少し俯うつむいてしまいます。

　……本当は自分にも薄うす々うすは、分かっているのです。コノハが何を言いたいのか。

「あの……コノハ。自分は……その……えと……」

　自分がまごまごと次の言葉を切り出せずにいると、コノハは業ごうを煮にやした様子で私の方を振り返ります。

「あのねぇ、お姉ちゃん。もう分かっていると思うけど、偶ぐう然ぜんや運命に期待なんて──」

「……？　コノハ？」

　言葉の途と中ちゆうで突とつ然ぜんどこかを見つめて止まるコノハ。自分は首を傾げ、その視線の先を追います。と、そこには……。

「……あ」

　先程までの自分よろしく、バレンタインムード一色の街を酷く居い心地ごこち悪そうに歩く、ぼっち男子高生の姿が。つまりは……。

「……ケータ……」

　そう自分がぽつりと呟いた瞬しゆん間かん、まさかこの喧けん噪そうの中で声が届いたわけでもないだろうに、彼はこちらへと視線を寄よ越こし、パッと表情を明るくして駆かけ寄ってきます。

　そんなケータの様子を眺めながら。

　我が妹は一人……なにやら大きくため息を吐ついて、妙みような苛いら立だちを口にしたのでした。




「あぁ、もう、これだから運命の恋ってやつはさぁ……！」




　雨野景太




「チアキにコノハさん。偶然だね。二人とも、今帰り？」

　ファミレスでアグリさんと別れ、駅へと向かう途中でばったり星ノ守姉妹に鉢はち合あわせた僕は、なんの気なしに笑顔で二人に声をかけた。……僕もここ一年のリハビリで、知り合いに気軽な挨あい拶さつぐらいはできるようになったのだ。が──

『…………』

「……えーと？」

　──そんな僕の成長は間違いだと言わんばかりに、実に微び妙みようなリアクションを返してくる星ノ守姉妹。……おっと、こいつは中々精神にクるね！　ぼっちがようやく人並みに心を開いて積極的にコミュニケーションを取ろうとした矢先の「いや、私達の距きよ離り感って、そういうんじゃないんで」感！

　僕は額にダクダク汗あせを搔かきながら、なんとか空気を立て直すべく口を動かす。

「い、いやぁ、まいったよ。さっき、アグリさんに半ば強制的に天道さんへ電話かけさせられたんだけどさ。結局なんかグダグダに……」

『……へ、へぇ……』

「う……うん……」

　はい、本日の僕の手持ちの世カ間ー話ド終しゆう了りよう。……なにここ、地じ獄ごく？　普ふ段だんはやたらに姦かしましいハズのコノハさんが無口な上に、チアキに至っては──

「……はっ！　チョコ……！」

「？」

　──突然何かに気づいた素そ振ぶりを見せたかと思ったら、彼女、やたらと大げさな動作で僕からその豊満な胸元を隠すようにぎゅぅっと体を抱きしめ始めた。

「……え!?」

　彼女のその────露ろ骨こつなセクハラ被ひ害がい者的動作に、激しく動どう揺ようする僕。

「（ぼ、僕って、そんなに普段からチアキの胸をいやらしい目で見てたかなぁ!?）」

　そ、そんなつもりはないんだけれど。……でも、じゃあ全く見てないと確信を持って言えるのかと言えば……そうじゃないわけで……。……うん……。…………。

　や、やばい、考えれば考える程、どんどん自信がなくなってくる。その上、頭の中にはこれまでの思い出の中からチアキの胸ばかりをクローズアップした映像が溢あふれ、それがまた僕の僕に対する嫌けん悪お感を更に助長する始末。……圧あつ倒とう的負のスパイラル！

『…………』

　結果として三人、完全に沈黙し、硬こう直ちよくしてしまう。……おかしいな。僕の思い描えがいたラブコメ的バレンタインデー前日って……こういう感じじゃ、ないんだけどな。

　そうして、遂ついには……あまりにいたたまれなくなった僕は、思わず、涙をぽろぽろ流しながら二人に頭を下げたのだった。

「……分かりました……自首します」

『なんですか急に!?』

　途と端たん、酷ひどく慌あわてた様子で僕に寄ってくる二人。

　そうして三分ほど話したところでようやく誤解が解けた僕は、ほっと胸をなで下ろしつつ呟いた。

「なぁんだ、チアキはただ寒くて体をかき抱いだいてただけだったんだね」

『そ……そうそう』

　星ノ守姉妹の頷きがシンクロする中、僕は更に続ける。

「でも、そういうことならチアキ、もうさっきの体勢しなくていいの？　なんか僕に背を向けてカバンをゴソゴソやって以降、手がすっかり空いた風にしているけれど……」

「！　だ、大だい丈じよう夫ぶですです！　えとえと……そう、さっきカバンからカイロを取り出したのです！　おかげで今、自分、ぽっかぽかですよ、ぽっかぽか！　ほら、ほら！」

「え、あ、う、うん」

　な、なんか今度はチアキが自分の体温を伝えんと無む邪じや気きに身を寄せてくるので、僕はほとほと困ってしまう。う、うぅ、そんなに近づかれると、先程まで意識していた胸の触しよつ感かんやら、本当は決して磯いその香かおりなんかじゃない女の子的な髪かみの匂においやらが……！

「こ、こほん！」

　と、そこでコノハさんが強く咳せき払ばらいすることで、姉の動きを牽けん制せいしてきた。

　チアキがハッとして僕から身を離はなす中、コノハさんが笑顔で提案してくる。

「このまま立ち話もなんですから、駅まで歩きながら話しませんか、センパイ」

「え、あ、うん。そうだね」

「（こくこく！）」

　チアキが頰ほおを赤く染めながら頷うなずくのを見て、歩き出す僕ら三人。……ちなみにコノハさんの巧たくみな誘ゆう導どうにより、僕は星ノ守姉妹の中心……つまりは両手に花状態で歩かされるハメになってしまった。……普段ぼっちの人間が、街中でコレはキツい。天道さんとの交際時と同じかそれ以上に、周囲からの「お前何様だ」感が凄すごい。ああ、せめて僕に上原君と同じぐらいの身長があれば、まだ……！

　そんな嫉しつ妬とと羞しゆう恥ちに打ちひしがれながら歩いていると、コノハさんが追い打ちをかけるように質問を繰くり出してくる。

「ところでセンパイは、明日の予定って何かあるんですか？」

「よく貴女あなたはサラリとぼっちゲーマーにバレンタインデーの予定とか訊きけますね」

「またまたご謙けん遜そんを。センパイぐらいのモテキャラになると、当然、裸はだかの女の子にチョコレート垂らし放題なわけでしょう？　いいなぁ。あたしも予約させて貰もらっていいですか？」

「予約も何も、そんなイベント自体ないんで。まったく、エロゲのやりす──」

「せんぱぁい？」

「う……」

　コノハさんに笑顔で釘くぎを刺さされる。……そ、そうだった、チアキにはまだ、エロゲ趣しゆ味みのことは言ってないんだったっけか、この人……。

　チアキが一人不思議そうに首を傾かしげる中、僕は咳払いして話を元に戻もどす。

「とにかく、ないですよ、予定なんて。残念ながら」

「そうですかっ」

　僕の寂さびしい予定を聞いて、なぜか声を弾はずませるコノハさん。彼女はそのまま「じゃあ」と、まるで当然と言わんばかりに自然な流れで提案してくる。

「うち来たらいいじゃないですか、センパイ」

『え？』

　その言葉に、僕のみならずチアキまで戸と惑まどいの声をあげる。

　コノハさんはそのまま、ニィッと小こ悪あく魔まじみた笑みで誘ゆう惑わくしてきた。

「あたしもお姉ちゃんも、センパイにならチョコレートかけて貰って構わないですしね」

「ちょちょっ、コノハ！」

　チアキが慌てて妹に制止をかける。僕もまた一瞬その光景を想像して頰を赤くしてしまうと同時に……少しだけ、今日のコノハさんに違い和わ感かんも覚えていた。

「（僕と二人きりの時の『エロゲマニア』モードの時ならいざ知らず……今日はチアキの前だというのに、えらく飛ばしすぎじゃないだろうか？）」

　実際チアキも妹の「らしくなさ」には思うところがあるらしく、コノハさんの暴走をいさめながらも、どこか心配げに彼女に声をかけていた。

「どうしたのですか、コノハ。……熱でもあるのですか？」

「熱？　あー、熱ね。うん、まぁ、あるっちゃ、あるんじゃない？」

　しかし姉の心配にも、どこか投げやりな態度で応じてくるコノハさん。

　僕とチアキが目を見合わせる中、彼女は……なぜだか少し苛立たしげな視線を僕らへと向けてきた。

「……センパイとお姉ちゃんってさ。なんていうか……ホント『いい人』だよね」

『…………』

　これに関しては……流石さすがの僕とチアキでも、決して褒ほめられているわけじゃないのが分かった。

　コノハさんはどこか苦々しい表情で続けてくる。

「別にそれが悪いって言ってるわけじゃないよ。というか、二人のそういうところこそが、あたしは大好き。ただ……」

「ただ？」

「…………」

　僕の相あい槌づちに、しかしコノハさんは何も答えてはくれなかった。

　代わりに突とつ然ぜんその場で立ち止まるとなにやらカバンをゴソゴソやり出し、そして……。

「……センパイ。はいこれ」

　僕の胸に、強く紙かみ袋ぶくろを押しつけてくる。

「……へ？」

　意味も分からず、ただぽかんとそれを受け取る僕。隣となりでは僕同様、チアキも不思議そうに目をぱちくりとさせていた。

「…………はぁ」

　そんな僕らを見て、コノハさんは一度深いため息をつくと。

　次の瞬間、正面からただ真まっ直すぐに僕の目を見み据すえて──あっさりと告げてきた。




「あたしはセンパイが、好きです」




「……え」

　そのあまりの──もはや一ミリの勘かん違ちがいもすれ違いも許さないと言わんばかりに素直で、そして強い意志を孕はらんだ眼まな差ざしに射すくめられ……僕は一歩も動けない。

　……それがコノハさんの軽い冗じよう談だんじゃないことぐらい、僕にだって、分かるから。

　……そこにコノハさんの深い覚かく悟ごがあることぐらい、僕にだって、分かるから。

「……コノ……ハ？」

　僕の隣ではチアキもまた、啞あ然ぜんとした様子で息を吞のんでいた。

　しかしそんな僕らとは対照的に、コノハさんは一人、淡たん々たんと先を続けてくる。

「もう分かっていると思いますけれど、それ、バレンタインチョコです。手作りじゃなくて買ったものですけれど、それでも、ただ一つの本命チョコですから」

「え、あ、えと、あ、ありがとう……ございます」

　なんて返したものか全く分からなかったものの、とにかくまずは感謝の言葉とともに頭を下げる。

　コノハさんは更さらに「ちなみに、ですけど」と僕に質問を繰り出してくる。

「センパイって今年、あたし以外からもうバレンタインのチョコ……貰いました？」

「え？　あ、あー……えーと、バレンタインのそれとしてカウントしていいのか微妙な、義理も義理たるチョコなら、さっきアグリさんから……」

「ちっ、チョコ童どう貞ていは既すでに奪うばわれていたか……！」

「こ、コノハさーん？」

　そういう発言、おたくのお姉さんにも聞こえちゃってますけど。よろしいんでしょうか？　まぁ、チアキはさっきの告白以降、ただただ呆ぼう然ぜんとしてしまっているけれど。

　コノハさんはそこで一度咳払いすると、「まぁ、でも、それなら……」と、ほんのり頰を染めて上目使いで訊たずねてきた。

「……誰だれかから本命チョコ貰ったのは、今年初めてってことですよね、センパイ？」

「え？　あ、う、うん。というか『本命』なんて言って貰えたの自体が……」

　僕はそこで頰を搔かき、少し照れ交じりに返す。

「……今年どころか、人生で初めてで……」

「っ！」

　と、僕がそこまで言ったところで、突然チアキが自らの胸むな元もとをギュッと押さえ込んだ。

　コノハさんはそんな姉に一瞬だけ視線を送るも、すぐに僕を見据え直すと。

　ふわりと、心からの笑顔を見せてくる。

「嬉うれしい。それでこそ、あたしなりに勇気を出した甲か斐いが、あるってもんです」

　コノハさんのその表情は、僕がこれまで見てきた彼女のどんな顔よりも綺き麗れいで、切なくて……。

「…………」

　でもだからこそ僕は──胸に締しめつけられるような痛みを覚え、俯うつむき、そして……いや、それでも、この言葉を返さざるを、えなくて。

「……ありがとうございます。でもあの……僕は……」
















「知ってます。眼中にないですよね、あたし如ごときのことなんて」

「いや、そんな──」

　彼女のあまりに強い自己否定の言葉に、慌あわてて顔を上げる僕。と──そこには、いつの間にか、僕と鼻がくっつきそうな程に近づいてきていたコノハさんの顔が。

　彼女はその透すき通るような大きな瞳ひとみで僕を間近から見据えたまま、続けてくる。




「でも、今この瞬しゆん間かん──あたしが勇気を振り絞しぼったこの一瞬だけは、ちゃんとあたしを見て、あたしにドキドキしてくれましたよね？　センパイ」




「そ、それは……」

　僕が動どう揺ようで言葉を返せずにいると、コノハさんはイタズラっぽく笑って身を離し、後ろ手に手を組んでチロッと舌を出してきた。

「今はそれで充じゆう分ぶんです。いつかそのドキドキを、一瞬だけじゃなくしてみせますから」

「コノハさん。あの、でもホントに僕は……」

「あはは、いいですよ、そんな律りち儀ぎに全部にケジメつけなくても。あたしは分かってるんで。でも、センパイらしいですね、その男気というか、残ざん酷こくさというか」

「……すいません」

「こちらこそ、急にごめんなさい。センパイに……あと、お姉ちゃんも」

「コノハ……」

　胸の前で拳こぶしを握にぎり込んだまま、チアキが切なげに妹の名を呼ぶ。

　コノハさんは僕らに背を向け、駅へと向けて歩き出しながら、僕らに告げてくる。




「でもあたしは、競争相手の顔色を窺うかがいながら恋こいができる程、器用じゃないんで」




「…………！」

　その言葉に、僕とチアキの足が止まる。

　コノハさんはそんな僕らをチラリと振り返ると、苦笑交じりに手を振ってきた。

「やっぱり、駅まで一いつ緒しよに行くのやめましょうか。じゃあ、センパイ、さようなら。……またあとでね、お姉ちゃん」

『…………』

　僕とチアキは、ただ無言で、コノハさんへと手を振り返す。

　そうして……彼女が道を折れ、その姿が見えなくなったところで。

　チアキが……なぜか自分のカバンをギュッと胸に抱だきしめながら、僕にぽつりと、切り出してきた。

「ケータ。……あの……自分は……自分と……明日……」

「…………」

「……や、やっぱり、なんでもないです。あ、あのあの、そういえば、コノハが言っていた、明日うちに来るっていうのは……」

「いや……それは……流石に……」

　チアキが一いつ生しよう懸けん命めい話しかけてくれているというのに、今の僕は……頭の中がぐちゃぐちゃの僕は、そう苦笑いで返すのが、精せい一いつ杯ぱいで。

　チアキは少ししょんぼりとして「そ、そうですよね」と応じると、きゅっと唇くちびるを引き結んでから、ぺこっと頭を下げてきた。

「あのあの、じゃあ、自分、ちょっと一人で考え事してから帰りますので！」

「え、あ、う、うん。僕も……そうしようかな。えと……じゃあ」

「はい、えとえと、では……そのその……また、明日、です」

「うん……また、あ、明日」

　そうして、僕はチアキと極きわめてぎこちなく別れると。

　それぞれに駅とは別方向へと歩き出し、しばらくして一人きりになったところで……嘆たん息そく交じりに空を見上げ、呟つぶやいたのだった。

「…………競争相手の顔色窺いながら……か……」

　バレンタインデー前夜の空模様は、今にも雪が降り出しそうな曇どん天てんだった。




　上原祐




　バレンタインデー当日の空模様は、いっそいやになるほど快晴だった。

　畑に積もった雪がキラキラと光を乱反射するのを横目に、欠伸あくびを嚙かみ殺して通学路を歩く。……正直なところ、昨日はあまり眠ねむれなかった。というのも……。

「（亜玖璃からのチョコ……か）」

　……別に、今いま更さらカノジョの動向を疑っているわけじゃない。雨野達みたいなこじらせ組と違って、亜玖璃は少し前から、

「バレンタインデーは期待しててね、祐！　亜玖璃、気合い入れちゃうから！」

　なんて宣言してくれているし、それ自体は俺だって普ふ通つうに嬉しい。当然だ。

　では一体、昨夜は何の不安が俺の睡すい眠みんを妨さまたげたのかと言えば、それは──

「上原君、おはよう」

　突然背後から声をかけられ、振り向く俺。そこには相変わらずちんまい、猫ねこ背ぜの──しかし今は昔よりなぜか一回り大きく見える親友の姿があった。

「おう、おはよう雨野。珍めずらしいな、お前がバスじゃなく徒歩で通学だなんて」

　俺がそう訊ねると、彼は隣に並びながら苦笑交じりに返してくる。

「うん、たまにはね。ちょっと……考え事したくて」

「お前もか」

「お前もかって、上原君も？」

「ああ。ちょっとな。今日、愛する元カノからチョコ貰もらう予定に関して……色々思うところがあってよ」

「うん、僕が今キミを殴なぐっても、陪ばい審しん員が全員男性なら無罪を勝ち取れるだろうね」

「そういうお前だって、わざわざ今日歩いているってことは、チョコ絡がらみの悩なやみだろ？」

「う……。……まぁ、そうだけど」

　気まずそうに視線を逸そらす雨野。彼は一つ大きく息を吐はくと、素直に打ち明けてきた。

「なんだろう、義理じゃないチョコが女子から『貰えそう』なこの状じよう況きようって、いっそ完全に貰えないと決まっていた去年までより、正直胃に悪いよね……」

「お前の悩みも大たい概がいだな。モテ男の境地じゃねぇかよ」

「本当のモテ男なら、『貰えない』恐きよう怖ふに怯おびえたりはしないよ……あぁ」

　どうやら本当に悩んでいるらしく、自らの腹部に手をあてる雨野。確かにこいつにチョコ渡わたしそうな面子めんつ──とりわけ天道に関しては、何周か回ってこじらせた結論出しそうで怖こわいというのも分かる。「色々考えた結果、あえてチョコはあげないのがベストという結論に至りました」とか普通にやりそうだもんな。

　俺はカラカラと笑って、コートの上から雨野の背を叩たたいてやった。

「ま、それでもお前が今から必要以上に悩むこたぁねぇだろ。貰えなかったら、その時改めて悩めばいいだけでよ」

「まぁそうなんだけどさ。……ところで、上原君の方は、何が気になるわけ？」

「え？　あー……うん……まぁ……」

　これは正直雨野には話しづらい悩みのため、思わず視線を逸らして頭を搔く俺。

　彼はそんな俺を上目使いにジッと見つめた後、優しく微笑ほほえみながら告げてきた。

「……僕は上原君のこと、大好きだよ」

「な、なんだ急に。きめぇな」

　まさかバレンタインデー初のラブコメ的イベントが男相手とは。

　俺が動揺し足を止める中、雨野は一人くすくす笑いながら先を行く。

「別に。ただ言いたかっただけ。ま、バレンタインデーだしね」

「おいマジかよお前。あ、じゃあチョコくれよ、チョコ」

「ごめん、それは用意してないや」

「んだよ。ったく、中ちゆう途と半はん端ぱなヒロインだなぁ、お前は」

「あはは、そうだねぇ」

　軽く笑いながらも、サクサクと雪を踏ふみしめて、前を行く雨野。俺はそんな彼の背を見つめながら……一人、ぽつりと、聞こえないように、感謝の言葉を漏もらした。

「……ありがとな、雨野」

　──と、次の瞬間、雰ふん囲い気きをぶち壊こわすことなどお構いなしにくるりと振ふり返る雨野。

「あ、どういたしまして」

「なんで聞こえてんだよ！」

「いや聞かせたくないならモノローグにすれば!?　っていうか、皆みんなのその、僕が言葉を聞き取ると妙みように怒おこる一連の流れ、なんなの!?　どちらかと言えば言う側に非がない!?」

「うっせ！　ほら、ごちゃごちゃ言ってないで学校行くぞ！　正直大して欲しくもない、義理チョコ・友チョコの山が待ってんだからな！」

「うーわ、出たよ、男子どころか女子まで敵に回す発言！　これだからリア充じゆうは……」

「美少女二人から本命チョコ貰える可能性ある野や郎ろうが何言ってんだ！」

「ぶぶぅ、既すでに本命チョコなら昨日一個貰ってますぅ！……凄すごく卑ひ猥わいで引くヤツだけど」

「凄すげぇ卑猥で引く本命チョコ!?　なんだそれ！　お前それ詳くわしく──」

　そうして俺達は、昨夜からの悩みが些さ末まつに思える程の馬ば鹿か話で笑い合いながら──

　──今日という極めて重要な一日を、いつも通りに開始させたのだった。




　天道花憐




　二月十四日、バレンタインデーの朝。

　私、天道花憐は早めに登校し真まっ直すぐゲーム部の部室に向かうと、中から鍵かぎを閉め、定位置に座り、目の前に手作りバレンタインチョコレートの包みを置いた上で──思い切り頭を抱かかえていた！

「（もういっそコレ、あえて渡さない方がいいんじゃないかしら！）」

　もう、今朝どころか昨日から考えが何周もしすぎていて、もはや自分でもよく分からない結論に達してしまっている始末。

　どうしてここまで私が追い詰つめられているかという話は、語り出したらキリがないのだけれど……なんにせよ、まず最も看過できないのは、先程から鼻び腔こうをくすぐるこの香かおり。

　そう、私が一晩かけて完成させた手作りチョコの、あまりに濃のう厚こうな──

「（どうしてチョコから『書物』の香りがするのよぉぉぉおおおおおおお！）」

　──印刷物の香り！　それはもう、これがインクと紙を煮に詰めて固めた物体なんじゃないかと思う程に、圧あつ倒とう的な書物感！　おおよそ食料とは相あい容いれない香り！

　それがなぜか、当然インクなど一いつ滴てきも垂らしていない私の手作りチョコレートからむんむんとあふれ出していた。

　と、部室の外を歩く、早朝練習帰りと思おぼしき女子生徒達の会話が漏れ聞こえてくる。

「あれ、部室棟とうに図書室なんてあったっけ？」

「え、ないと思うけど……不思議ね。なんか私も図書室ある気がしてきたわ！」

「ね、なんか絶対ある気配するよね、図書室！」

「ええ！　理由がまるで分からないけれど、図書室の気配を強く感じるわ！」

　謎なぞの雑談で盛り上がりながら去っていく生徒達。

　私は大きく息を吐きながら、一人──逡しゆん巡じゆんする。

「（図書室みたいなチョコレートって、それは好きな人にあげるべきものなのかしら!?）」

　それは人類が初めて遭そう遇ぐうする難題にも程があった。

　そして……問題は、それだけじゃない。

　私はおもむろに包みをほどくと、中から出現したその手作りチョコレートの造型をマジマジと観察し──再び頭を抱えた！

「（どうして私、こんなにも精せい巧こうな『十分の一　雨野景太』を作ったのかしら！）」

　そこには、そのあまりのリアルな出来映ばえに自分でも感かん嘆たんの息を漏らさずにはいられない程の『チョコレート雨野君』が、堂々と立っていた。

　私はもはや何度目になるか分からない、後こう悔かいと言い訳の渦うずに埋うもれる。

「（だ、だって、バレンタインチョコレートは『相手のことを想おもって』作ることが最大の極意だって、どの本やネット記事にも書いてあるんだもの！　だから、雨野君のことを想って想って……睡眠不足でフラフラの中ただ無心に仕上げたら、こうもなるわよ！）」

　チョコまみれの本人と見み紛まがうほどに圧倒的な雨野君感を誇ほこる、手作りチョコ。流石さすがは天道花憐と言っていい。その詳しよう細さいなディティールの作り込みには、我ながら惚ほれ惚ぼれする。

　……そう、確かに想いは感じるし、できはいい。それは自分でも認める。けれど……。

「（これを雨野君に、自分で食べさせるの!?　濃厚な図書室の風味を感じさせながら!?）」

　とりあえず持ってきたはいいものの、これを彼に渡していいのかは、甚はなはだ疑問だった。

　……いや、この悩みに関しては、私、天道花憐にありがちな、ガチゲーマー感性こじらせてとか、相手の幸せを考えて……とかじゃない。

　ただただ、シンプルに。

「（これは──渡したら逆に好感度下がる類たぐいのアイテム臭しゆうしかしないんですけど!?）」

　順当に、素直に考えた結果として、渡さない方が遥はるかにマシな気がしてならないの！

「…………」

　私はおもむろに立ち上がると、紙とインクの香りを放つチョコ雨野景太像の周りをぐるぐると歩きながら、熟考する。

「（い、いえ、でも、きっと星ノ守さんは渡すわよね、チョコレート。なのにこの私が何もなしって……それは、恋れん愛あいレースにおいて致ち命めい的てきにも程があるじゃない！）」

　バレンタインイベントをスルーするヒロインがどこにいるというの。けれど……。

「（バレンタインデーに、想い人当人を模したチョコ──とは名ばかりの図書室を渡すヒロインも、前代未聞だけれどね！）」

　少なくとも、そこからいい雰囲気になる流れは全く想像できない。逆に苦笑いで去って行く雨野君の背中に「ゲームオーバー」の文字が被かぶる演出の方は容易に想像ができる。

　…………。…………！

「いえ……そ、そうよ！　これはやめて、普通に、市し販はんのチョコを買えばいいんだわ！」

　足を止め、ピンと人差し指を立てる私。それは実に名案です。別に手作りチョコじゃなくても、渡さないとか、図書室の味がする自分を食べさせるよりマシでしょう。

「そうよそうよ、そうすれば良かったのよ……！　そうと決まればすぐに処分を……」

　あまりに単純で明快な解決法を見いだした私は、鼻歌交じりに手作りの雨野君チョコに手をかけ、そして──

　──そのまま、がっくりと、くずおれた。

「（これほどまでに精巧な雨野君を『捨てる』だなんて、私にできるはずがない！）」

　私は今初めて、踏み絵に挑いどまされた隠かくれキリシタンの気持ちを理解した。

　とてもじゃないけれど……本人ではないと分かっていても、確かに雨野君を感じさせる存在を雑に扱あつかうことなど、私にはできそうもない。

　しかし、ならば、どうするか。

「（…………。そ、そうよ。別に捨てなくてもいいじゃない。このまま私の家に持ち帰って、飾かざっておけば……）」

　私の部屋を図書室にして？　雨野君のリアルなチョコを？　むき出しで？　そのうち徐じよ々じよに溶とけたり変色してしまうのを見守りながら？　両親に入られた時に一ひと悶もん着ちやくしたりもして？

　……ちょ、ちょっと無理ですね。だとしたら……。

「（……た、食べちゃえばいいじゃない、ええ）」

　私はごくりと唾つばを飲み込んで、雨野君型のチョコを見やる。……そ、そうよ。私が産み出したものだもの。私が責任を持って処理すべきだわ。ええ、そのはずよ。

　私はおもむろに雨野君チョコへと手を伸のばすと、彼を覆おおう透とう明めいなビニールの包み紙をゆっくりと──

〈ピリリリリッ！〉

　──剝はがそうとしていたところで、スマホに着信を受けた。が、ここで作業を中断してしまったら、私はまた怖おじ気けづいてしまいそうだ。

　私は右手でビニールを剝がしながら、左手でスマホを操作し、通話に出た。

「はい、もしもし」

『あ、あのあの、そのその、えとえと、じ、自分は自分は、何者かというと──』

「千秋さんよね。分かるわよ」

『そ、そうですか。よかったです。……あ、それでそれで、花憐さん。今、どちらにいらっしゃるんですか？』

「どうして？」

　私はビニールをとめるリボンをしゅるしゅると解ほどきながら、会話に応じる。

　千秋さんは、どこか心配そうに続けてきた。

『いえ、もうじき朝のＨＲなのに、まだ席にカバンもないので。ほらほら、花憐さんはいつも早いので、クラスがちょっとざわついていまして……』

「ああ、大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと学校には来ているし、もうじき教室に行くわ」

『あ、そうなんですか。良かったです。自分はてっきり、お風か邪ぜでも召めされたかと……』

　心底ほっとした声を出す千秋さんに、私は思わず微笑ほほえんでしまう。

「まったく、貴女あなたという人は、こんな日にまで優しいのですから」

　恋こいのライバル云うん々ぬんより先に、友達としての心配をしてくれる。それだからこそ私はこの星ノ守千秋という人が大好きで……だからこそ、恐おそろしくてたまらなく。

　私が複雑な気持ちに囚とらわれていると、千秋さんが『ところで』と切り出してくる。

『花憐さんは結局今、どこで、何をされているのですか？』

「え？　ああ、それね。どこで何をしているかと言えば……」

　チョコを食べること、千秋さんのこと、始業時間のこと、様々な処理が自分の中で重なる。結果として電話の応対に割さくメモリが減少し、その結果──

「部室で雨野君を剝むいてます」

「ふぁ!?」

　──気づけばただただ、ありのままの現状を、実じつ況きよう動画の如ごとく語ってしまっていた。

　しかし私はその問題に気づかぬまま、作業を進めると共に、千秋さんへ続ける。

「あ、ようやく彼の体にきつく巻き付けていたリボンが解けましたよ」

『じょ、上級にも程があります！　お二人の関係はもう既にそこまで……！』

「さて、ここからどうしたものでしょうね……」

『いえ自分に訊きかれましても！　しょ、正直涙なみだ目めなので、もう切っていいですか？』

「あ、話していた方が気がまぎれるのでできればこのままでお願いします」

『鬼おにですか!?』

　一人で図書室風味のチョコを頰ほお張ばるのには抵てい抗こうがあるため、千秋さんを頼たよる。彼女はなにやらとても不本意そうな声をあげていたものの、それでも通話を切らないでくれたため、私は了りよう承しようを得たものとして、話を進めていく。

「ううん……やはり愛する人の首をいきなりもぐのは、抵抗がありますね……」

『いやそれはそうでしょう!?　え、どんなハードな関係性なんですかお二人って！』

「……よし！　決めた！　やはり全身をゆっくりとねぶる形式に致いたしましょう！」

『突とつ然ぜんのリアルなエロス描びよう写しや！　や、やっぱり自分、こんなの聞きたく──』

「あれ、雨野君の指先もげそうね」

『ケータぁぁぁぁぁぁああああ!?　や、やめて下さい！　どうして時折異様なバイオレンスが挟はさまるのですか！　花憐さんは、ケータを一体どうしようと──』

「あら大変、見れば雨野君の靴くつ、溶けかかってるじゃない！」

『どこですかそれ!?　ケータは魔ま獣じゆうの胃い袋ぶくろにでも収められているのですか!?」

「……あ、でも、良かった。雨野君自身は……まだ全然硬かたいんだから♪」

『またも突然のリアルなエロス描写！　き、切ります！　自分やっぱり、こんなの絶対に耐たえられ──』

「それにしても、溶けたからか、いよいよ雨野君から立ち上のぼる異い臭しゆうが尋じん常じようじゃないわね」

『死んでる!?　ちょ、もしかしてケータもう、死んでるんですか!?』

「……うん、よし、それでも全体的にはちゃんと硬いわ、雨野君」

『死後硬こう直ちよくですか!?　それそれっ、死後硬直というものじゃないですか!?』

「……あぁ、どうしましょう、千秋さん。なんてこと……」

『よ、ようやく正気に戻もどられたのですか、花憐さん！　ではまず救急車を──』

「私、雨野君をどこから食べたらいいのか、もう分かりません！」

『カニバリズム！　ぜ、全然正気じゃないにも程がありました！』

「仕方ありません。授業に遅おくれてしまいますし、一いつ旦たん雨野君は捨て置きましょう」

『ちょ、ケータの扱い！　サイコパスにも程があります！』

「では千秋さん……私、今から教室に向かいますね。待っていて下さいね……」

『ひぃっ!?　なんですか！　なんですかこれ！　いつから自分は、こんなホラーでスプラッタな世界に足を踏ふみ入れてしまったのですか!?　アレですか！　ゲーオタぼっちのクセにバレンタインデーに色気づいたから、天てん罰ばつを喰らったとでも言うのですか！』

「？……すいません千秋さん、先程から貴女の発言がまるで理解できないのですが」

『それは自分側の台詞せりふにも程がありますぅ！』

　なにやら遂ついには電話口で泣き出す千秋さん。私はぎょっとしつつもチョコ雨野君を包み直しつつ、手早く荷物を纏まとめて廊ろう下かに出る。

　そうして教室に向けて足早に歩きながら話す中で、千秋さんがなにやら誤解なさっていることが発覚。状じよう況きようを改めて説明し直したところで、彼女はようやく落ち着き、私の相談に親身に応じてくれた。

『あのあの、花憐さんの気持ちは分からないじゃないですが……自分は、そのチョコ、処分しない方がよろしいんじゃないかと思います』

「ふむ。中々策士ね千秋さん。私の好感度を下げにかかってくるとは……」

『い、いえいえっ、そんなつもりは全然なくっ！　はい！』

「ふふっ、冗じよう談だんよ。貴女がそんなに器用じゃないことぐらい、分かっているわ」

『う、うぅ……。……と、とにかく、です。たとえどんな出来映ばえだとしても、花憐さんが一いつ生しよう懸けん命めい作ったものをケータが喜ばないとは、自分、思えませんけど……』

「貴女の言うこともわかるけれど……図書室風味よ？」

『ま、まぁ、斬ざん新しんすぎてアドバイスに困る風味ではありますけど』

「しかも超ちよう絶ぜつリアルグレード雨野君よ。たとえば貴女がもし、雨野君からリアルすぎる千秋さん型のチョコ貰もらったら、どう思うかしら？」

『素直に《キモい》一択たくですね』

「でしょう！」

『で、ですがですがっ、大事なのは気持ちです！　心を込めてチョコを作ったという、その事実が一番大事なのだと、自分は思うのです！』

「千秋さん……」

　彼女の熱い友情に、深い感かん銘めいを受ける私。私は胸に温かいものを覚えながら「ちなみに……」とこの大事な親友に訊たずねる。

「千秋さんは……どんな風変わりなチョコをお作りになられたのですか？」

『あ、自分は普ふ通つうに安定の市販物ですけど』

「この裏切り者っ！」

『ええっ!?』

「なんて酷ひどい悪女なのかしら！　貴女が極きわめてまともなチョコレートを渡わたす中、私には一人、マヌケ面づらで《リアルグレード雨野君：図書室風味》を渡せと!?　どこまで私をピエロにすれば気が済むのですか！」

『ええ!?　いや図書室風味のケータ作ったのは花憐さんの過失じゃないですかっ！』

「過失！　遂には私のチョコを過失扱いしだしましたねっ、この女め狐ぎつね！」

『ええええええ!?　自分自分っ、こんなに理り不ふ尽じんな好感度の減少を経験したのは、初めてです！　ひ、酷いですよっ、花憐さん！』

　そう言われて、ようやくハッと正気を取り戻す私。

　私はこほんと一度咳せき払ばらいすると、電話越ごしながら頭を深々と下げた。

「本当に申し訳ありませんでした千秋さん。……私、バレンタインデーの魔ま物ものに吞のまれてしまっていたようです」

『は、はぁ。その魔物さんの存在は初めて聞きますが、大丈夫です。自分も、別にそこまで怒おこってはいないので……。……というか、それよりも……』

『…………ええ……』

　そこで二人、会話が止まる。気づけばもう二年Ａ組は目の前だった。私はその旨むねを千秋さんに伝えてから通話を切り、教室へと入っていく。

　と、チアキさんもまたスマホをブレザーのポケットにしまいながら、こちらに視線を向けていた。

　私はクラスメイト達に挨あい拶さつしつつ、自分の席に向かう前に千秋さんの席へと赴おもむき、そうして……二人見つめ合うと、全く同時に、恋こい敵がたきの友人へと、問いかけたのだった。

『バレンタインチョコって、どう渡せばいいんですかね……！』

　──どうやら私達の恋れん愛あいスキルは、未だに一ミリも成長していないらしいです。




　上原祐




「はい、祐、本命チョコぉ！」

「うぇぇ!?　お、おぅ…………？」

　二月十四日、昼休み。

　たまには二人だけで昼ご飯を食べて来い、などと友人達に冷やかされた結果、二人で穴場たる旧校舎奥の階段踊おどり場で食べることに落ち着いた……部分まではよかったのだが。

　流れで俺が何気なく菓か子しパンをコンビニ袋ぶくろからごそごそ取り出していたところで……つまりはいい雰ふん囲い気きもへったくれもないタイミングで、この愛いとしの元カノときたら、えらくドストレートにチョコを渡してきやがった。

　俺は啞あ然ぜんとしつつ、菓子パンの上へと重ねるようにチョコを受け取る。……渡すタイミングもあれなら、渡される側のコンディションも最悪だった。

　俺がついていけずにいると、亜玖璃はニシシッとどこか悪戯いたずらに笑いながら告げてくる。

「作戦成功！」

「？　作戦？　は？　これが？　え、なに、どういう？」

　まるで事情が分からず、馬ば鹿かみたいにパンとチョコを持ったままただ踊り場中央で立ちすくむ俺。

　亜玖璃はこちらに背を向けて、採光用の小窓から雪景色を眺ながめる。

「だって祐さ、もし亜玖璃がちゃんとかしこまって、真しん剣けんに渡してたら……今みたいに素直にすんなりとは受け取らなかったでしょう、そのチョコ」

「っ！」

　その言葉にドキリと心臓を跳はね上がらせる俺。なにせそれは……図星だったから。

　俺の動どう揺ようを受け、亜玖璃は外を見たまま更さらに続けてくる。

「前回のラベアー……じゃなくて亜玖璃からのとあるプレゼントを『まだその時じゃない』的な断られ方した時点で、最近の祐が考えてそうなことはお見通しですよ」

「……最近の俺の考えてそうなことって？」

　恐る恐る訊ねる俺に、亜玖璃は苦笑交じりに答えてきた。




「『雨野が亜玖璃のためにあそこまでしてくれたっつーのに、最近の俺ときたら、マジ不ふ甲が斐いねぇな。本命チョコを貰う権利なんて、本当にあるのかよ？』とかでしょ？」

「！」

「ふっふー、亜玖璃さんの鋭するどさをなめちゃいけないよ？」

「…………」

　図星も図星の指し摘てきに、俺は思わずパンとチョコを落としかける。慌あわててバランスをとり、とりあえずパンはコンビニ袋へとしまい直していると、亜玖璃はくるりとこっちを振ふり向き、「なーんて」と笑ってチロッと舌を出してくる。

「実際半分は、あまのっちのおかげなんだけれどね」

「雨野の？」

「うん。元々祐の気持ちはなんとなく亜玖璃も察しがついていたんだけどね。その考えを後押しするように、朝、祐と話したって言うあまのっちから連れん絡らく貰ったんだよ」

「……なんて？」

「『電光石火の決着が吉きち。ラッキーアイテムはオリハルコン』って」

「なぜ占うらない形式。そして後半のアドバイスが無理ゲーすぎる！」

「だから亜玖璃はこうして、祐に不意打ちでチョコ渡したってわけ」

「亜玖璃……」

「オリハルコンとやらまで用意してさ」

「!?　マジか！　お、おい、その伝説上の金属を是ぜ非ひ俺にも見せ──」

「あ、ほら、祐、早く食べて食べて、是非！」

「え、あ、う、うん……」

　あれ、なんだろう、オリハルコンの方が遥はるかに気になるとか言い出せない流れになってしまったな。…………。……さようなら、不思議の扉とびら。

　俺は亜玖璃に促うながされるままに、チョコを開かい封ふうしていく。包み紙を剝はがし、箱を開け、中から現れた美お味いしそうなトリュフチョコを一ひと粒つぶつまんで……。

「…………」

「……祐？」

　そこで思わず手を止めてしまった俺を、亜玖璃が呆あきれたように見つめてくる。

「……もしかして、貰う資格とか気にして、まだウジウジしてるわけ？」

　その問いに、俺は……彼女に更に呆れられるのは覚かく悟ごの上で、頷うなずき返す。

「ああ……お前達はこれを『ウジウジ』って言うけど、俺はそうは思わねぇ。ほら、ＲＰＧで特に理由なく最強装備手に入ったら、なんかいやだろう？」

「なにそのあまのっちみたいな理り屈くつ。いいじゃん『ラッキー』で済ませれば」

「いやソシャゲのガチャならそれもいいけどな！　真剣に攻こう略りやくしようと取り組んでいるゲームであればある程、バグ技や裏技に頼たよりたくないわけよっ、俺は！」

「面めん倒どう臭くさっ！　なにこの元カレ、激しく面倒なんですけど！」

「ああ！　いいさそれで！　だってそれが俺だからな！」

「最近男子に『居直り』ブームでも来てるの!?　そろそろマジでうざいよ、それ！」

「っつうわけで、この本命チョコは、一いつ旦たんクーリングオフ──」

「させるかっ！」

　俺がチョコを返へん却きやくしようとしたその瞬しゆん間かん、亜玖璃は俺の手から箱を奪うばうと、そこからわっしゃとトリュフチョコを握にぎり込み、そして──

「……くらえっ！」

「んぐ!?」

　──無理矢理俺の口に、押し込んで来やがった。複数のトリュフチョコが口内でゴツゴツとぶつかり合い、大量のココアパウダーをまき散らす。

「──んげほっ、げほっ、がはっ！」

　気管にわさわさ粉が侵しん入にゆうし、むせまくる俺。なのに亜玖璃はチョコを押し込む手を緩ゆるめてくれないものだから──正直今、これまでの俺の人生で最も苦しい時間が訪れていた。

　このまま死ぬかもしれない……と思われたその時、ようやく亜玖璃の手が止まる。

　俺は自らの命を守るため必死でトリュフチョコを咀そ嚼しやくすると、なけなしの唾だ液えきを総動員して対応、一分ほどかけてなんとか全てを嚥えん下かした。

「……こほっ、こほっ……はぁ、はぁ……」

　口元を拭ぬぐいながら肩かたで大きく息をする俺に、亜玖璃が笑いかけてくる。

「しめしめ、上う手まくいった！　亜玖璃のバレンタイン大成功だね！」

「何がだよ！　こんな無理矢理な蛮ばん行こうのなにが、成功だって──ー」

　俺が目を血走らせてそう文句を言いかけた、その瞬間だった。

　亜玖璃は……本当に心から満足したような顔で、胸を張って告げてきた。




「だって亜玖璃は、これで亜玖璃の気持ちを全部ちゃんと祐に渡せたもんね！」




「…………」

「祐は迷めい惑わくだったかもしれないし、不本意だったかもしれないけれどさ。でも、これで『亜玖璃のバレンタイン』が成功なのは間ま違ちがいないよ。だって亜玖璃は──」

　彼女はそこで頰ほおをほんのり染めると、少しだけ照れくさそうに微笑ほほえむ。

「──大好きな人に、大好きって伝えられたんだから。最高のバレンタインデーだよ」

「…………ったく」

　俺はチョコとココアパウダーで汚よごれた口元を拭いながら上半身を起こすと、亜玖璃へと向き直って、「へっ」と挑ちよう発はつ的に笑い返してやった。

「お前もホント頑がん固こで身勝手だよな、亜玖璃」

「へへぇ、どこかの元カレさんに似たんじゃないですかねー」

「…………覚えてろよ。ホワイトデーには……きっと倍返ししてやるからな」

「……うん。楽しみにしてるね、祐」

「ああ」

　俺達は二人、恋こい人びとどころかまるで好敵手のように微笑み合うと、次の瞬間には何事もなかったかのように、昼食の準備を始め出した。

　それぞれに弁当やパンを取り出す中、亜玖璃がぽつりと呟つぶやく。

「……あまのっち達のバレンタインデーも、変にこじれてなきゃいいけどねぇ……」

「いや、お前……それは無理だろう」

「だよねぇ……」

　俺達は二人、小窓の外に視線をやると、自転車置き場の傾けい斜しやしたトタン屋根から溶とけた雪が盛大に滑すべり落ちていくのを見守りつつ、同時にため息をついたのだった。




　雨野景太




〈午後四時。《強弱の彼ひ岸がん》にて、貴様を待つ〉

　そんなおおよそバレンタインデーのお誘さそいとは思えない無ぶ骨こつなメッセージを元カノさんから受信したのは、放課後に入って実に三十分後のことだった。

　僕は教室の片かた隅すみで一人、席に座ったままスマホに映る文面を何度も読み返してから、ぐっと拳こぶしを握り込んで叫さけぶ。

「……イエス！」

　途と端たんにまだ教室に残っていた他のクラスメイト達から奇き異いの視線を向けられたものの、今は全く気にならなかった。

　なぜなら僕は、今、この瞬間まで、ずっとずっと、天道さんからの連絡を待ち望んでいたのだから。

　……いや、もっとぶっちゃけると。

　この大事なバレンタインデー当日に、放課後に入ってなお想おもい人からの連絡が一切ないというまさかの現実がなかなか受け入れられず、女め々めしくも教室に一人残り、祈いのる様にスマホを見つめていた真まっ只ただ中なかだったのだ。

　だからこの天道さんからの連絡は飛び上がる程に嬉うれしかった。……かなりこじらせた気配のある文面に関してはさておき、だ。

　僕は勢い込んでカバンを引っつかむと、身み支じ度たくもそこそこに教室を飛び出す。

「しかし《強弱の彼岸》とは……また『らしい』場所指定を……」

　廊ろう下かを足早に歩きながら、思わず苦笑を浮うかべる。

《強弱の彼岸》というのは、とあるゲームセンターの四階ビデオゲームコーナーの一角、古こ今こんの格ゲーがひしめく対戦空間のことを指す。夜な夜な地元のガチゲーマー達が集つどっては切せつ磋さ琢たく磨まするその場所のことを、九割の尊敬と一割の揶や揄ゆを含ふくめて、このあたりのゲーマー達は《強弱の彼岸》等と呼んでいるのだ。

　当然僕みたいな家庭用専門のエンジョイゲーマーには縁えん遠どおいにも程がある場所なのだけれど、天道さんや上原君、ひいてはゲーム部の方々と知り合ってからは何度か付き合いで足を運ばせて貰もらった。この学校からは、徒歩で十五分程の距きよ離りだ。

　僕は待ち合わせ場所に急ぐべく、校舎玄げん関かんを目指す。その道中、廊下を曲がる際にチラリと天道さんが在ざい籍せきするＡ組の教室が軽く視界に入り、胸に微かすかなモヤがかかった。

「（……結局、今日は自分から行けなかったな……）」

　今日という日を迎むかえるに当たって、僕は今の今まで終ついぞ天道さんと約束を取り付けられなかったわけだけれど。

　でも本当に彼女に「バレンタインデーに会いたかった」のならば、彼女側の逡しゆん巡じゆんなど無視して、休み時間や放課後入ってすぐに、強ごう引いんにでもＡ組に赴おもむけば良かったのだ。

　実際、僕はほぼほぼその覚悟は決めていた。自分からチョコを催さい促そくに行くなんてみっともないのは、百も承知で、だ。

　けれどそれでも、最終的には踏ふみ止とどまってしまった。その最たる理由は……。

「（Ａ組には……チアキも、いるんだものなぁ……）」

　光栄にも僕に好意を寄せてくれているらしい彼女の目の前で、天道さんにチョコを催促するというのが、どうしても憚はばかられてしまい。

　結果、僕はただ情けなく、自分の教室でスマホを見つめて待機していたわけで。

「…………はぁ」

　大きく息を吐はきながら、玄関エリアの下げ駄た箱ばこの前へと足を進める。

「（こういうとこ……だよなぁ……）」

　僕が最近密かに試みていた意識改革の最大焦しよう点てんが、これだった。……今は詳くわしく説明する気もないけれど、こういう悪い意味で「僕らしい」部分を、今後は少しでも──

「……あれ？」

　と、考え事をしながら下駄箱を開けたその瞬間だった。

　──上うわ履ばきを入れるための上段空間に、靴くつ以外の何かがあることに気がついたのは。

　というかぶっちゃけ、バレンタインチョコレートのようには見えるのだけれど……。

「…………」

　僕は咄とつ嗟さに、訝いぶかしむように目を細めてソレを観察した後、険しい顔つきであたりを見回してしまう。というのも……。

「…………あれ、ギャラリーが見当たらない……」

　……僕ぐらいになると、この手の状じよう況きようには「悪戯いたずら」という発想しかすぐには湧わいてこなかったからだ。

　しかし、周囲には「やーい、ひっかかった！　なに期待してんだよ、きめぇな！」とゲラゲラ笑ってきそうな生徒達が全然いない。というか皆みな、目をギョロつかせている僕から視線を逸そらしていらっしゃる。

「…………こほん」

　僕は気を取り直すと、周囲を窺うかがうのをやめて、改めてその物体……一見チョコの包みに見えなくない箱へと手を伸のばす。

　だが、雨野景太の警けい戒かいはまだ終わったわけじゃない！

「（あ、噓うそ告白案件かな、これは！）」

　手紙が入っていて、呼び出し場所に行くと、笑われるパターンと見た！　今までそれ系の罠わなに二回ほどかかっているし、僕！　今でも思い出すと少し涙なみだ出るし！

　僕は恐おそる恐る箱を手に取ると、一見可愛らしくラッピングされたそれをしげしげと眺ながめ……そしてその裏にリボンで手紙が挟はさまれているのを発見すると、思わず叫んだ。

「はい来ましたっ、僕のトラウマ案件！」

　この手の悪戯の何が厄やつ介かいって、僕の性格的に、九割罠だと分かっていても「もし本当に待ってたら申し訳ないし……」と心の負傷覚かく悟ごで行っちゃうことなんだよなぁ！　あぁ、もう、気が滅め入いる！　胃が痛い！　今すぐ捨てたい！

　が、とはいえ、雨野景太は雨野景太である。真音さんの件でハッキリしたように、結局一切成長しちゃいない雨野景太。となれば僕のできることは……一つ。

「……はぁ」

　僕は覚悟を決めて箱から手紙を抜ぬき出すと、二つ折りに畳たたまれていた便びん箋せんを開き、その文面へと視線を落とした。

〈ケータへ〉

「いきなり名前呼びとかあざといなぁ」

　心に防ぼう壁へきを張るが如ごとく、細かくツッコミを入れるスタイルで行く僕。

〈貴方あなたがこの手紙を読んでいる頃ころ、自分はもうこの世界にはいないでしょう〉

「うわぁ、いきなり死をちらつかせるとか、ちょっとドラマの見過ぎ──」

〈なにせＶＲ機器の進化にはめざましいものがありますので〉

「素早く帰ってＶＲゲームしているだけだった！」

〈あ、ＶＲと言えば、ケータは『シュートハーツ』やりましたか？　全然話題になっていませんが、アレは隠かくれた名作ですよ！　なにせ制作チームはかの有名な──〉

「なんか脱だつ線せんしてＶＲ話掘ほり下げ出した！」

　最近のトラップメールの文面は良くできていると聞いていたけれど、まさか僕のゲーム好きをリサーチしてここまでやってくるとは。

　ある意味感心しながらオススメＶＲゲームソフト話を興味深く読み耽ふける。が、途と中ちゆうで突とつ然ぜん筆者がハッとした様子で切り換かえてきた。

〈すいません、脱線しました。読み返すと我ながら実に酷ひどい文面です〉

「ホントだよ」

〈……ただ残念ながら替かえの便箋がないので、書き直さずこのまま行きます〉

「意識低っ！　なにを面めん倒どう臭くさがっているんだよ！　大事な手紙じゃないの!?　ＶＲゲーム話でもう紙面の九割使ってるけど、大だい丈じよう夫ぶ!?」

〈本題ですが、好きです。チョコです。かしこ〉

「ほら言わんこっちゃない！　こんなに雑な告白見たことないよ僕！」

　前言撤てつ回かい。このトラップメール、過去に類を見ないぐらいクオリティが低い。

　僕はやれやれと肩かたを竦すくめると、最後に、このあまりにしょーもない悪戯手紙の差出人を確認する。

　最後の告白の行の後半、とんでもなくちんまい文字で記されていたその人物の名は……。

〈星ノ守千〉

「なるほど」

　というわけで僕の物語に初登場の「ほしのもり　せん」さんだった。少し似た名前の知り合いはいた気がするけれど、その人とは違ちがうのだろう。うん。…………はぁ。

「──なんとか『秋』までは入れられなかったかなぁ、チアキさんよぉ！」

　どうやら悪戯ではなかったらしいことが判明したものの、それはそれで凄すさまじく残念な気持ちに苛さいなまれる僕。そうか……普ふ通つうにバレンタインチョコか、これ……。

　僕は呆あきれに呆れて大きく息を吐いた後、思わずもう一度手紙に視線を落として黙もく読どくし、そして……。

「……ははっ。……まったく……」

　思わず吹ふき出すように笑ってしまう。……それも、少し読み返しては、何度も、何度も。

　それから視線を上げると、チョコが入っていた空間にそっと手を伸ばし、呟つぶやく。

「……チアキらしいね、ホント」

　彼女がここにチョコを入れる時の緊きん張ちよう、息づかい、そして……その心配りが、今の僕には手に取るように想像できて。

「（僕と同じだな……）」

　彼女も……天道さんの前ではきっと、僕にこれを渡わたせなかったのだろう。かといって他にスマートな渡し方もなく……結局咄嗟に不出来にも程がある手紙を書き、挟んで、下駄箱に押し込んで帰ったようだ。……こんなことになるなら、昨日街で出くわした時にでも、渡してくれればよかったのに。

　……本当に不器用で、臆おく病びようで、馬ば鹿かで……チアキらしい。

「……お礼、言わないと」

　と、そう呟いたと同時に、ふとまだ中身を確認していないことに気がついた。

　僕は肩にかけたカバンへと手紙をしまうと、両手を使って丁てい寧ねいに、紙を破らないように包装を解いていく。

　そうしてたっぷり一分はかけて取り出したそのチョコを見て、僕は思わず、今日何度目かの失笑を漏もらしてしまう。

「はは……バレンタインデーにソシャゲのキャラとコラボしたチョコとか渡すかなぁ、普通。全然美お味いしくなさそうだし、安そうだし……。まったく、こんな……こんな──」




　──こんな、《ＭＯＮＯ》さんとの思い出のソシャゲキャラを模したチョコレートをくれるだなんて、ずるいじゃないか、チアキ。




　…………。

　……僕は胸にこみあげてくるものを必死で堪こらえつつも、ぽつりと、呟く。

「本当にありがとう、チアキ」

　僕はそのまま、祈いのるように《ＭＯＮＯ》さんとの楽しい日々に想おもいを馳はせた。

　……十秒ほど、そうしていただろうか。

「うん……行こう」

　僕はチアキからのチョコを丁てい重ちようにカバンにしまい直すと、ようやく靴を外履きのそれへと履き直し。そうして──

「……僕もちゃんと、好きな人に、向き合わないとな」

　──改めて天道さんの元へと向かうべく、歩を進め始めたのだった。




　　　　＊




　ゲームセンターの四階は、相変わらず空気が重かった。

　壁かべに染みついた煙草たばこの香かおりが鼻の粘ねん膜まくを刺し激げきし、僕は思わず鼻をこする。

「（やっぱり僕みたいなのには敷しき居いが高いなぁ、このフロア）」

　複数階にまたがるゲームセンターはどこもフロアごとに空気がガラリと違うものだが、ことこの空間──《強弱の彼ひ岸がん》に関しては、とりわけ空気が異質だった。

　よく言えば玄人くろうと達による緊張感に満ちた聖域。悪く言えば「素人しろうとお断り」の排はい他た的空気に満ちた場所。……ただしそれは僕ら「自じ称しよう素人認識側」が勝手にそう思い込んでいるだけで、天道さんや大おお磯いそ新にい那な先せん輩ぱいみたいな玄人組に言わせれば「いやいや、どこの世界もルーキーは大だい歓かん迎げいに決まっている」らしい。

　確かにオンラインゲームなんかにおいても、上級者なら上級者なほどちゃんと初心者に優しい傾けい向こうはある気がするけど。…………まぁ、

「おいおい、どこのモヤシ野や郎ろうが迷い込んできたかと思えば、アマ公じゃねぇか！　マジかよ。ド雑ざ魚このくせによく堂々とこの場所に顔出せるな。いやはや、『厚こう顔がん無む恥ち』とか『身の程知らず』なんて言葉はお前のためにあるようなもんだな！」

　たまにこういう、最低最悪のゲームマナー最底辺の強きよう豪ごうプレイヤーもいるわけで。

　僕は大きく嘆たん息そくしながら、この最低人間……残念ながら知り合いだった人の名を呼ぶ。

「……真音さん」

「よぉ、アマ公。ハッピーバレンタイン。さて、オレ様へのチョコはどこだ？」

「……はぁ」

　バレンタインデーに天道さんを求めて歩いて真音さんに出くわすという、これ以上ないぐらいの地じ獄ごくの仕打ちに、思わず大きく肩を落として嘆息する僕。

　が、ジャイ○ン──じゃなく真音さんは、なぜか妙みように機き嫌げん良さげに僕の肩をバンバン叩たたいた後、がばっとその腕うでを僕の首へと絡からめてきた。

「さてアマ公。忠犬よろしく、ご主人様が恋こいしくなって探しにでも来てくれたのか？」

「……ハイ、ソウデスネ」

　無感情にそう応じる僕。真音さんは「はっは！」と笑った後、僕の耳に自らの口を寄せ、そっと──全てを見み透すかしたような声こわ音ねで、呟いてくる。




「ところで──お前の愛いとしのパツキン女子なら、もう、オレ様が食ってやったぜ？」




「っ！」

　瞬しゆん間かん、僕は強めに彼女の手を払はらいのけ、強く強く真音さんを睨にらみ付ける。そうして、遂ついには周囲のお客さん達が俄にわかにざわつき始める程の剣けん吞のんな空気が流れ始める中。

　真音さんは相変わらず「こういう僕」こそを心底愛おしそうに見つめた後、「……まぁ」と少し空気を弛し緩かんさせるように表情を崩くずしてきた。

「今回は半分冗じよう談だんだ。そうマジで睨むなよ、アマ公。抱だかれたくなるだろう」

「いきなり倒とう錯さくした性せい癖へきを暴ばく露ろするのはやめて下さい」

「つれないな。まあ、かといって本気にして色目使ってきても全殺しだったけど」

「せめて半殺しにして下さい。それでも理り不ふ尽じんですけど。なんなんですか貴女あなた」

「ハッ、いつもオレ様なりに愛情表現しているつもりなんだがね。まぁいいさ。今日は機嫌がいいから、カラダは見み逃のがしてやるよアマ公」

　機嫌が良くなかったら抱かれていたのだろうか僕。怖こわすぎるだろ、所有権の略りやく奪だつ。

　僕が今いま更さらながらにこの《所有権を奪うばわれた状態》が如い何かに歪いびつで危険を孕はらんだものか自覚し直していると、真音さんが、今日は本当に僕に絡む気がないらしく、スッと僕の脇わきをすりぬけていく。

　そうしてすれ違いざま。彼女は僕の肩に手を置くと同時に、ぽつりと呟いてきた。

「お前達お得意の『運命』だけに頼たよって手に入る程、アレは安くないと思うがな」

「……知ってますよ」

　僕がそう応じると、真音さんは「だよな」とだけ言葉を残し、そのまま階下へと去って行った。僕はその背をなんとなくぼんやり見送った後、一度呼吸を整え直してから、改めてフロアの奥へと歩を進め始める。

「（『運命』だけに頼って……か）」

　悔くやしいけれど、真音さんの言うことはいつだって、腹立たしい程に核かく心しんを突ついている。

　実際、最近の僕が「それ」に期待していなかったと言ったら、噓うそになるのだ。

　偶ぐう然ぜん天道さんとばったり会わないだろうか。

　偶然天道さんと二人きりで話す機会に恵めぐまれないだろうか。

　偶然天道さんと──ヨリを戻もどせるような、良い雰ふん囲い気きにならないだろうか。

　しかし結果はご覧の通り。こうして天道さん側から呼び出されるまで、最近の僕らにはなんの接点も発生しなかったわけで。

「（駄だ目めだよな……こんなじゃ）」

　いくら真音さんとのいざこざを経へて僕の中に意識改革が訪れたところで、そこに強い意志と行動が伴ともなわなければ、なんの意味もない。そんなことは分かっている。分かっているのだけれど……。

「（じゃあその僕が勇気を持って取るべき『行動』って……具体的になんなんだよ）」

　そこの答えが結局見つかりそうで見つからない。それが、最近の僕だった。

　言い訳じみて聞こえるかもしれないが、ちゃんとその答えが自分の中で出た暁あかつきには、そこに向かって一目散に邁まい進しんする準備はできているのだけれど……。

　──と。

「ああ、雨野君。こっちよ」

「あ、天道さん」

　ぐるぐると考え込んでいる間にも、僕はいつの間にかビデオゲームコーナーの深しん淵えんたる《強弱の彼岸》へと足を踏ふみ入れていたらしい。気がつけば僕は、奥で大量のギャラリーに囲まれながら対戦中の金きん髪ぱつ美人女子高生さん──我が愛しの元カノさんに声をかけられていた。

「す、すいません、すいません……」

　こちらをジロリと睨み付けてくる、明らかに只ただ者ものではなさそうな《強弱の彼岸》住人達をかき分け、どうにか天道さんのすぐ背後まで辿たどり着く。

　そのまま僕が他の人の視界の邪じや魔まにならないようできるだけ低く中ちゆう腰ごし体勢をとっていると、天道さんが一いつ瞬しゆんだけ僕の様子を確認し、すぐに画面へと視線を戻しながら苦笑交じりに話しかけてきた。

「雨野君。呼び出しておいて申し訳ないのですが、対戦が一区切りつくまで待って頂いて大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「あ、それは勿もち論ろん。存分に遊んで下さい」

「ありがとうございます」

　律りち儀ぎにそう答えると、再びゲームに集中し始める天道さん。

　そうして五分程対戦した頃ころだったろうか。惜おしくも敗北を喫きつした天道さんは、椅い子すから立ち上がると軽く向かい側へと回り込み、「ありがとうございました」と丁寧にお辞じ儀ぎをして離り席せきした。

　その所作と笑顔に周囲のプレイヤーが思わず見とれて「ほぅ」と息を吐はいてしまう中、彼女はカバンを持って僕の方にやってくると「行きましょう、雨野君」と実に自然に手を引いてきた。

「あ、は、はい」

　動どう揺ようしながらも彼女に続く僕。……背中に鋭するどい視線の矢が突き刺ささっているのを感じる。天道さんといるとこの手の視線には事欠かないけれど、今回はそれを発しているのが格ゲーの猛も者さ達が故ゆえなのか、非常に気配が濃こかった。……怖い。もしかしたら天道さん、ここでは学校よりも一層神性を孕んだ存在と化しているのかもしれない。

　天道さんはそのまま人ひと気けの少ない一画まで僕を連れてはけると、「ふぅ」と息を吐きながら壁に背を預けた。僕もまた彼女に倣ならってその隣となりに並ぶ。と、前方に先程まで天道さんがプレイしていた格かく闘とうゲームの画面が見えた。どうやらギャラリーや対戦者は天道さん目的だったらしく、今やすっかり各々の目的とするゲームの方へと散って行ってしまったらしい。

　そんなどこかうら寂さびしさを覚える光景を眺ながめながら、天道さんが突とつ然ぜん──意外な程にあっさりと、例の件を切り出してきた。

「つい先程私も一戦交えさせて貰もらいましたよ。……例の、伏ふし黒ぐろ真音さんと」

「……そうですか」

　真音さんの口ぶりからそんなことだろうなとは思っていたため、それ自体の衝しよう撃げきは特にない。問題は……。

「……ここで、今、真音さんとの対戦に至ったのは──偶然ですか？」

　僕の質問に、天道さんは少しだけ躊躇ためらった後……「いえ」と観念したように首を振ふってきた。

「最近……私以外の目立つ髪かみ色の女性がよく、この時間、この場所に顔を出すことは、ゲーム仲間から噂うわさで聞いていましたので」

「そうですか」

「……はい」

　僕らは、互たがいの目も見ずに淡たん々たんと話す。

　……天道さんも、もうきっと、察しているのだろう。

　僕が今、彼女に対して──少し憤いきどおっていることに。

「……僕の所有権を賭かけて、勝負でもするつもりでしたか」

「少し違ちがいますね。……つもり、じゃないです。もう勝負……しました」

　天道さんがスカートの前でカバンを握にぎる手に、ぎゅっと力が込められる。

　僕はそれを眺めつつ…………深く深く、嘆息した。

「あの時アグリさんが僕に覚えた憤りを、今僕も、ようやく理解できました」

「それは……良かったです」

「良かった？」

　想おもい人の考えなしに、自分を棚たなに上げてるのは百も承知ながら流石さすがにカチンとくる僕。

「何が良かったんですか！　あ、貴女のしたことはあまりに無む謀ぼうで──」

　僕が思わず怒ど鳴なるようにして隣を見やると、彼女は……彼女は、そんな僕にまるで臆おくすることなく、それどころか胸を張るようにして、実に誇ほこらしげに宣言してきた。




「──だけど、とても『天道花憐らしい』、でしょう？」




「────」

　思わず言葉を失う僕に、天道さんは照れ笑いを浮うかべながら更さらに先を続けてくる。

「ええ、ええ、分かってますよ。こんなの……全然可愛くないことぐらい。出しゃばりすぎですし、ヒーローとヒロインの関係性が逆転しすぎですし、おかげで雨野君のプライドはズタズタでしょうし……」

　と、そんなことを言っているうちに自分でも凹へこんできたのか、遂には涙なみだ目めになりだす天道さん。

「……ええ、ええ、分かっていますとも！　馬ば鹿かですよ！　いえ百歩譲ゆずってこれをやるにしても、バレンタインデー当日にやることでは絶対ないですよね！　ええ！　でも仕方ないじゃないですかっ、今ここに彼女がいるっていう情報貰っちゃったんですから！　その勢いで雨野君を呼び出すメッセージも変な文面になっちゃいましたし！　きぃぃ！」

「は、はぁ……」

「はいはい、そうですね、天道花憐はいつもピエロさんですよ！　ええ！　笑えばいいじゃない！　もう、これが恋こいする女としては何一つ正しくない、お馬鹿にも程があるピエロ行動なことぐらい、私だって百も承知ですよ！　ああ、もう！」

　遂には自分に苛いら立だち始めてしまったのか、金髪をわしゃわしゃ搔かきむしり出す元カノさん。やべぇ、僕、ここまで一人で勝手に追い詰つめられている人、初めて見たよ……。

　僕はもう憤りも忘れてただただほんのり引きながら、彼女に声をかける。

「い、いや、だったらなんでそんな……」

「なんで!?　そんなの決まっているじゃないですか！　さっき言ったとおりです！」

　天道さんは逆ギレ気味にそう叫さけぶと、自分の胸に強く手を当て、高らかに宣言してきた。




「どんなに滑こつ稽けいな有様でも、それこそが偽いつわらざるこの私、天道花憐だからですよ！」




「…………」

　しかしそうかと思うと、すぐにまたしおしおと萎しおれてしまう天道さん。

「ああ、もう……なんてバレンタインデーですか。お吸い物になるし、出で遅おくれるし、図書室だし、雨野君の指は折れるし……」

　なにやら気になるワードだらけだ。一つ一つツッコんで、全て検証させて貰いたい。

　が……。

「……天道さん」

「……なんですか」

　僕はそれらの欲よつ求きゆうをぐっと堪こらえると、彼女に、なによりも今一番伝えるべきコトを……。

　本当ならここで話し始めて真っ先に告げるべきだった「ある言葉」を、少しだけ遅れたものの、今、ちゃんと、告げておくことにした。

「天道さん」

「だからなんですか、雨野君。はいはい、笑いたければ、早く笑って──」

「ありがとう、ございました」

「…………」

　深々と頭を下げて彼女に感謝の意を伝える僕。キョトンとする彼女に、僕は続けた。

「すいません。本当なら僕は、貴女に怒おこる前に、まず、こうすべきだったのに。駄だ目めですね……僕はやっぱり、アグリさんとは大違いだ。全然分かってない」

「雨野君……」

「改めてもう一度言います。ありがとうございました、天道さん。僕のために、戦ってくれて。僕にはそれが……その愛情が、死ぬ程、嬉うれしいです」

「え、あ、あの……そ、そうかしら？　だったらその……えと、あの……あぅ」

　一度は髪をサラリと搔き上げて「いつもの天道花憐」を演出しようとするも、結局は上う手まくいかず、顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう天道さん。

　僕はそんな彼女をたまらなく愛いとおしく思いながらも、これ以上辱はずかしめてしまうのも申し訳ないため、「ところで」と軽い調子で話を切り換かえた。

「結局対戦の結果は、どうなったのでしょうか？　真音さんの微び妙みようなリアクションを見るに、どちらかが《所有権》を奪うばわれたわけでもなさそうですが……」

「ああ、それですか。それに関しては……残念ながら今回は無効試合でした」

「無効試合？」

「ええ。三本勝負のゲームで互いに一本ずつ取ったところで、私達を取り巻くギャラリーの熱気が大変なことになってしまいまして」

「あ、ああ……」

　容易に想像がつく。だって《天道花憐ＶＳ伏黒真音》だよ？　ビジュアル面でもさることながら、実力的にもこれほどの好カード、そうそうお目にかかれるものじゃない。

「そうして遂には他の、普ふ通つうに遊びに来ていたお客さんにまで迷めい惑わくがかかり出してしまった……その時でした。彼女──伏黒真音さんが、『ハッ、いい線行ってるが、まだオレ様と同じステージに上がれる実力じゃねぇな』と仰おつしやって、突然離席されたのは」

「……ああ」

　なんて「らしい」行動だ。僕が苦笑していると、天道さんが先程まで座っていた筐きよう体たいを眺め、どこか寂しそうな目で呟つぶやく。

「彼女は貴方あなたに聞いていたよりずっと大人で……聞いていたより、容よう赦しやない方でした」

「……容赦ない、ですか」

「ええ。……だって彼女の吐き捨てた台詞せりふは、残ざん酷こくなまでに正しかった。あの時点での勝利数は、数字の上では一対一でしたが……それはただ単に彼女が、一戦目で私の実力全てを引き出すために、適度に手を抜ぬいたからに他ならない」

「…………」

「認めます。今の私では、伏黒真音さんに遠く及およばない」

　そう語る天道さんの瞳ひとみは、とても──とても、活力に満ち、輝かがやいていて。

　僕はそんな天道さんの姿勢を見て、思わず微笑ほほえんでしまう。

「やっぱり僕──天道さんの、天道さんらしいところ、大好きです」

「ひゃい!?　な、な、な、何を……！　こ、こんな場所で、破は廉れん恥ちな……！」

「破廉恥って。それに場所を指定したのは天道さんじゃ」

「だ、だまらっしゃい！」

「だまらっしゃいって……」
















　そんな窘たしなめられ方したの、僕、人生で初めてだ。デヴィ夫人以外に本当に言う人いるんだなぁ……だまらっしゃい。

　天道さんは「ま、まったく、これだから……」等とぼやきつつ手でぱたぱた自らの顔を扇あおぐと、それをニヤニヤ見つめる僕の視線に気づき、慌あわてて……話を変えるためだけに、なにやらカバンをゴソゴソやりだす。

　そうして──

「ほ、ほら、雨野君、そんなわけでチョコあげます、チョコ！」

「いや下へ手たですか！　チョコ渡わたすムードや流れ作りが雑にも程がありませんか!?」

　想い人から、空気の悪いゲーセンの片かた隅すみで、話題を変えるためだけに突然ひょいと渡されるバレンタインチョコ。

　……いや僕、自分は物事のロマンチックさとか重視しない生きつ粋すいの非リアだと思っていたけれど……いざこうなるとやっぱり気になるもんなんだなぁ、ムード！

「む、ムードや流れが雑でもいいんです！　なぜなら中身も雑なんで！」

「中身も雑なんですか!?」

「いえ、手作りではあるんですけどね」

「雑な手作りバレンタインチョコって、それはもはや嫌きらいな相手に投げつける類たぐいのアイテムじゃないですか!?」

「……まぁ、回復アイテムよりはダメージアイテムに属する気は、しています」

「ええ……？」

「それでも私は決めたのです。……貴方に渡すと！」

「ええ……？」

　ショックなことを宣言しながら、天道さんが妙に大きく重量のある包みを渡してくる。

　うぅ……なんだろう、これ。……安い業務用チョコレートの塊かたまりとかだろうか。

　…………。

　……あれ？　ところで……。

「？　天道さん。このゲームセンター、空気清せい浄じよう機とかあるんですかね？」

「？　なぜかしら？　私の知る限りは、そんなのなかったと思うけれど……」

「いえ……急に煙草たばこ臭くささが消えたなと。代わりに、書店みたいな空気が──」

「あると思います！　ええ！　空気清浄機！　あると思います！」

「な、なんですかその勢い。……まぁ、なんにせよ、僕はこの香かおり、とても落ち着いて、好きですね」

「え？」

「？　ですから。この本屋さんっぽい香り、僕は、凄すごく好きですって話を……」

「や、やめて下さい、雨野君！　こんな場所で！　もう！　相変わらずの、すけこましなんですからぁ……」

「え、なんの照れですかそれ!?　ま、まぁいいですけど……。とりあえず、中身を見たいし一いつ旦たん包みを開けさせて貰もらって……」

「ちょ、こんな場所でやめて下さい雨野君！　恥はじをかくのは貴方ですよ！」

「開けると恥をかくようなチョコ渡されたんですか僕!?」

「恥をかくだけならまだいいです！　場合によっては一種のテロに分類されかねないので、取り扱あつかいは注意して下さい！　さっき気づいたのですが、威い力りよくは徐じよ々じよに増してますよ！」

「いや今これ何の話してます!?　僕らもしかして例の如ごとくすれ違ちがってますか!?」

「いいえ！　私はちゃんと、バレンタインチョコの話をしています！　ええ！」

「ガッデム！　こんなにすれ違っていて欲しかったのは、僕初めてですよ！」

「とにかく！　そ、それは、その、自宅で、一人で開けて……そして、一人で、引いて下さい！」

「ひ、引く類のチョコなんだ……。……わ、分かりました。一人で、楽しみます」

「よろしい。では帰りましょう、雨野君。今日は私が送りますよ。……その負の遺産を産んだ者として、行く末を最後まで見守る責任があると思いますので」

「つ、遂ついには『負の遺産』とか表現し出したよこの人……」

　本当に、元カノさんからなに渡されたんだよ僕……。これを一人で開ける勇気がないよ、もう……。

　僕がげんなりとする中、なにやら一人、やりきった様子で満足げに微笑んで前を歩き始める天道さん。

「…………」

　そんな中、僕は彼女から渡された「手作りチョコレート」の包みへと視線を落とすと……その、口では雑だ何だと言いつつも、見た目からは作り手の一いつ生しよう懸けん命めいさしか窺うかがえない、包装紙の四苦八苦感に微笑み。

　そうして──

「天道さん」

「？　はい？」

　彼女を呼び止めると、僕は……ムードもへったくれもない場所で、流れで。

　それでも。

　その心からの感想を……皆みなへの感謝と共に、笑顔で、口にしたのだった。




「今日は僕にとって──これまでの人生で、最高のバレンタインデーですよ」








【亜あ玖ぐ璃りと事後報告】






　バレンタインデーを終え、二月中ちゆう旬じゆんの日曜日。

　亜玖璃は本日も祐たすくとデート……などでは、残念ながらなく。

　従妹いとこである七歳の少女──伏ふし黒ぐろ美み衣いと二人、とある場所の待合室にて、仲良く横に並んで椅い子すに腰こし掛かけていた。

　美衣は隣となりで床ゆかにつかない小さな足をパタパタと動かしながら、ただぼんやりと前を見たまま亜玖璃に話しかけてくる。

「ねぇねぇ、あぐりおねーさん」

「なにかな、美衣」

「あぐりおねーさんは、きょう、あくまで、ミィの『つきそい』……なんですよね？」

「そ、そうだよ？　それ以外に何があるってのさ」

「ですよね。…………でも、だったらどうして……」

　そこで美衣はおもむろに受付の方を指さすと、無む邪じや気きながらマイ姉ねえとの血のつながりを感じさせる鋭するどさで、勢い良く亜玖璃の痛いところを突いてきた。




「どうしておねーさんの『しんさつけん』も、はいしゃさんに、わたしたのですか？」




「ぐぅ……！」

　思わず呻うめく亜玖璃。……そう、亜玖璃達が今いる場所は……なにを隠かくそう、近所のデンタルクリニックだった。

　美衣はくりくりした瞳ひとみで亜玖璃を上目使いに見つめながら続けてくる。

「ミィは、おははの、てーきけんしん、だけど。あぐりおねーさんも、それなの？」

「う、うん。まぁ……ね」

　視線を逸そらし、汗あせをだくだくかきながら応じる亜玖璃。だけど流石さすがはマイ姉の妹、美衣の真ま綿わたで首を絞しめるような追及はまだ続いた。

「じゃあじゃあ、このまえ、あぐりおねーさんがせんめんだいで、おおきくくちを『あーん』して、じぶんのくちのなかをジロジロかんさつしたあと、そっとためいきをついていたのは、なんのかんけーも、ないのですか？」

「な……ないね」

「そっかぁ。……じゃあじゃあ、あぐりおねーさんが、ここしばらく『チョコのしさく』とやらで、たぁくさんのチョコをかってたことも、かんけー、ないのですか？」

「な……ないね」

「そっかぁ。……あのたぁくさんのチョコを、ミィには『むしばになるからね』とすこししかくれなかったのに、ひとばんあけると、いつもぜんぶなくなってたナゾとも、なぁんにも、かんけーが、ないんですよね？」

「……うん……」

「そうですかぁ……。…………。………………。……………………」

「……すいません、虫歯です」

　遂ついに亜玖璃はゲロッた。七歳児に許しを請こうように、ガックリと項うな垂だれて。

　呆あきれる美衣に、亜玖璃は慌てて言い訳を続ける。

「で、でもアレだよ！　虫歯と言っても、まだ全然痛かったりしない、一回の治ち療りようでスッと治る類たぐいの、実に軽けい微びな──」

「あまいものには、きをつけましょう」

「はい、すいませんでした」

　七歳児にガチで謝る女子高校生。……もう、ホント情けない。待合室にいる他の子供やおかーさん達から、くすくすと忍しのび笑いが漏もれている。……亜玖璃、マジで泣くよ？

　美衣はそんな亜玖璃に七歳児らしからぬ憐れん憫びんの目を向けてくると、これまた七歳児らしからぬ気き遣づかいで、話題転てん換かんをはかってくれた。

「ところであぐりおねーさん、きょうはもともと、よてーは、なかったのですか？」

「え？　ああ、うん、まぁ本当ならデートとかしたかったけどさぁ」

　そう応じる亜玖璃に、美衣は小さく小首を傾かしげて訊たずねてくる。

「デートって、けーたおにーさんと？　それとも、ほんめーのひとと？」

「う……!?」

　意外な切り返しに動どう揺ようする亜玖璃。美衣が「ママからすこしききました」と明かす中、亜玖璃は嘆たん息そく交じりにぼやく。

「はぁ……もう美衣にまで伝わってるんだ、その辺の情報。既すでにマイ姉にバレてるって話自体は、あまのっちから聞いていたけれど……」

　待合室で思わず頭を抱かかえる亜玖璃に、美衣は無邪気に質問を重ねてくる。

「えとえと、じゃあもしかして、けーたおにーさんとアグリおねーさんは、『カラダだけ』のかんけーだったのですか？」

「けほっ、けほっ！　ちょ……ホントどこでそういう言葉覚えるの、美衣」

「このまえあぐりおねーさんがリビングで、おなかボリボリかきながらみてたドラマで」

「うんマジごめん」

　まさかの亜玖璃のせいだった。……バレたらマイ姉に殺される。

　亜玖璃はこほんと咳せき払ばらいすると、話を元に戻もどす。

「亜玖璃とあまのっちは、フツーに、お友達だよ」

「なるほど、フツーに、カラダだけの、おともだち、と」

「いや『カラダだけ』はやめて」

「わかった、あぐりおねーさんとけーたおにーさんは、カラダだけじゃ、ない、と」

「なんか疑ぎ惑わくが増したね。違ちがうから。カラダもココロもなにもないから」

「……ええと、それ、おともだち？」

「ぐ……訂てい正せい。ココロは、ある」

「わかった。カラダはカレシのものだけど、ココロは、けーたおにーさんのもの、と」

「泥どろ沼ぬますぎだよこの会話！　あまのっちと亜玖璃は、本当にただのお友達！」

「っていってたふたりが、ごふんごには、ちゅーしてましたよ、このまえ」

「それは亜玖璃の見てたドラマの話でしょう！」

「ボリボリおなかかきながら、です」

「その描びよう写しや強調する必要あるかなぁ！　とにかく、あまのっちとはなんでもないから！」

「そうなんですか」

「そうなんです！」

　待合室で幼女と舌戦を繰くり広げる高校二年生。不幸中の幸いなのは、リラックス効果を狙ねらってか、待合室にはそこそこの音量でＢＧＭが流れていて、亜玖璃達の会話がそう周囲の迷めい惑わくにはなっていないことかな。……たまにクスクスされるけれど。

「……やだー！　ぜったい、やだー！　かえるー！」

「ほら、ゆーくん、そんなにダダこねないで……帰りにゲーム遊ばせてあげるから」

　治療室から子供のぐずる声が漏れ聞こえてくる。……どうやら、亜玖璃達の番がくるまではまだ少しかかりそうだ。

　と、そうこうしていると、

「そういえば、ゲーム、あそびました。きのう」

　治療室からの声で何か連想したらしく、美衣がそんなことを語り出した。正直某ぼうファミレス仲間のせいでゲームの話には飽あき飽きしている亜玖璃だけれど、暇ひまを持て余あましているのは事実だし、仕方なく「そうなの？」と美衣の話を掘ほり下げてみる。

「昨日は亜玖璃、チョコの材料に使い過ぎたお小こ遣づかいの埋うめ合わせバイト行ってたから全然美衣と会わなかったけれど。美衣は、マイ姉に面めん倒どう見て貰もらってたんだよね？」

「……えーと……」

　何か答えづらそうにする美衣。亜玖璃は思わず首を傾げる。

「？　だって、それ以外に昨日時間空いてた家族いなかったよね？」

「まぁ……。……でも、きゅーじつは、えてして、よていどーりにいかないものです」

「なにその格言みたいなの。ああ、でも予定通りに行かないと言えば、あまのっちなんかもそうだったらしいね。軽く聞いただけだけど、天てん道どうさんを突とつ然ぜんのデートに誘さそおうと意気込んでいたら、急に予定入って上う手まくいかなかったとか……」

「…………」

　なぜか美衣がそっと視線を逸らす。…………。……まさか……。

「……えーと……昨日美衣は、どこで、誰だれと、ゲームしたのかなぁ？」

「それは……その……」

　美衣はそこで申し訳なさそうにもじっと手を動かして、俯うつむくと。

　……まるで悪戯いたずらを告白するかのように、昨日の行動を吐と露ろしてきた。




「ママにあずけられたけーたおにーさんちで、いちにち、あそんでました」




「あまのっちが託たく児じ所しよ代わりにされてた！」

　身内の横暴に戦せん慄りつする亜玖璃。いや……まぁ、マイ姉はずっとそういう人だけど。ただ、それにしたって……。

「マイ姉が美衣のことを家族以外の誰かに『預ける』だなんて……そんなの初めてのことじゃない？」

「はい。ミィもびっくりです」

「だろうね」

「それいじょうに、そうちょうにいきなりミィをおしつけられた、ねぐせのついたけーたおにーさんが、びっくりしてましたけれど」

「だろうねぇ！」

　その問答無用さは非常にマイ姉らしい。亜玖璃は思わず額に手をやって嘆息した。

「ああ、もう、どうしてうちの親族はいつもこう……。……それにしても、マイ姉はどうしてそんなことを？」

「さぁ……でも、なんか『このまえのしょーかふりょーで、うずいて、しかたねぇ』っていって、ケモノみたいにはしりさっていきましたよ」

「相変わらず職場とのオンオフが激しすぎる」

　それでキャビンアテンダントの時はしょっちゅう表ひよう彰しようされるぐらい神対応だっていうんだから、世の中分からない。

　亜玖璃はマイ姉への呆れもそこそこに、美衣に話の先を促うながした。

「それで？　結局美衣は昨日一日、あまのっちに遊んで貰っていたわけ？」

「はい。いっしょにゲーム、たくさんしました。そしてきゅうわり、かちました」

「九割勝ったんだ……」

　美衣を褒ほめるべきか、あまのっちを見下すべきか判断に迷う情報だね、これ。

　亜玖璃はやれやれと肩かたを竦すくめながら美衣に確認をとる。

「それで、あまのっちには迷惑かけなかった？　いい子にしてた？」

「もちろんです。ミィがけーたおにーさんにめいわくかけたことなんて、ありましたか？」

「むしろ伏黒姉妹は彼と出で逢あってこの方、迷惑しかかけてない気がするけれど……」

「しっけいな。ミィ、こんかいは、おとなしくしてましたよ。ちゃんと。けーたおにーさんをゲームでボコボコにして。ちょっぴりなかせて」

「それが大人しいのかはさておき、変なことはしてないみたいだね」

「はい。…………。…………」

「…………」




「……おにーさんのだいじにしていた、チョコをたべようとしたいがいは……」




「急所だよ！　今のあまのっちにとって最大のウィークポイントを見事に突ついてんじゃん、その行動！　な、なにしてんの!?」

「あ、あぐりおねーさんがわるいんですよ？　チョコくれないから……」

「まさかの亜玖璃に遠因が!?」

　従妹いとこにチョコを恵めぐまなかったせいで、まさか大事な友人の本命チョコ達が存亡の危機に晒さらされるとは、思ってもみなかった。

　亜玖璃は額に冷ひや汗あせを滲にじませながら、話の先を促す。

「そ、それで？　結局そのくだりはどうなったの？　すんなりチョコ、返した？」

「……いえ。あのときのミィは、すこしだけ、わるいこでしたから」

「……というと？」

「れいのチョコをもって、それはもう、おにーさんのいえをところせましと、にげまわりましたよ」

「大惨さん事じ！　『大人しくしてた』とは一体！」

「だいじょうぶです。こえはあまりあげずに、シュタタッと、にげてましたから」

「忍んでただけじゃん！　余計悪質だよ！　ガチのチョコ泥どろ棒ぼうにも程があるよ！」

「どろぼーじゃないです。ひろったんです。おにーさんのつくえで」

「机の上にあるものは落とし物にカウントできないと思うなぁ、亜玖璃おねーさん！」

「……しかたなかったのです。あのときのミィは……しょーかふりょーで、うずいて、ましたから……」

「姉妹揃そろって休日に何を疼うずいてんの!?」

　ああ、もう、頭痛くなってきた。伏黒姉妹の問題は概おおむね姉の方だと思っていたけれど、やはりこの子も色いろ濃こく一族の血を引いているらしい。

　と、気づけば亜玖璃の怒いかりにアテられてしまったのか、美衣がしゅんと肩を竦めていた。亜玖璃は慌あわてて彼女にすこしフォローを入れる。

「あ、いやでも、大だい丈じよう夫ぶだよ。美衣はさっき『たべようとした』って言ったもんね？　つまりそれって、結局は食べなかったということなんでしょ？」

「……うん」

「だったら、うん、そこまで問題は……」

「……そう？」

「うんうん」

　亜玖璃が頷うなずくと、美衣はぱぁっと顔を輝かがやかせて、「そうだよね！」と続けてくる。




「なら、いきおいあまって、ついついうばっちゃったおにーさんのスマホから、しらないひとにビデオつうわかけちゃったのも、ぜんぜんもんだいないですよね！」




「初耳の罪が目白押しなんだけど！　え、なにしてんの!?　なんでスマホ奪うばったの!?」

「……たすけを、よぼーと……」

「自分が泥棒のくせに!?」

「ママなら『ぜんあく』かんけいなく、ミィのみかたしてくれるとおもって……」

「うん、その判断は間違ってないね！　教育方針は大分間違ったけどね！」

「でもママにかけるほーほーわからなかったから、リストからてきとーに……」

「お、思い切ったことするなぁ。変なとこかかったら、どうすんのさ」

「あ、だいじょうぶ。おにーさんのスマホ、とーろくけんすう、すごくすくなかった」

「あまのっちの悲しい個人情報を晒してあげないで！」

「だからこーかくりつで、ママとか、あぐりおねーさんにかかると、おもった」

「そういうズル賢がしこさはあるんだね、美衣！」

「だけどそのかけには、まけました。ミィのしらないひとに……かかっちゃって」

「ふむ、あまのっちの知り合いで、美衣の知らない人か。うーん、誰だろう……」

「わからないけれど、びじんな、ひとだったよ？」

「うーん……」

　あまのっちはぼっちのクセに、生意気にも美人さんの知り合いはそこそこいるからなぁ。これだけじゃとてもじゃないけれど、個人の特定は不可能──

「ただ、ミィはそのあと、むしょーに、わかめのおみそしるが、たべたくなりました」

「ほしのんだ」

　ごめんねほしのん。ホントごめん。亜玖璃の推理の根こん拠きよだけど……その、マジごめん。

　亜玖璃は一つ咳せき払ばらいしてから、ミィに聞き直す。

「それでほしのん……その通話相手とは、なにか話したの？」

「ううん。しらないひととは、かんたんにはなさないですよ、ミィ」

「だよね。なら良かった、スマホのくだりで大した被ひ害がいは──」

「だからつうわをオンにしたまま、おにーさんからにげまわりました。それはもう、キャーキャーいいながら。たいへんなじけん、みたいに」

「大惨事だぁぁぁああああ！」

　え、なにこの子、たった一日でどれだけあまのっちの幸福を破は壊かいしにかかってるの!?

　そろそろ先を聞くのが怖こわくなってきた亜玖璃に、美衣は饒じよう舌ぜつに続けてくる。

「いやぁ、あのときのけーたおにーさん、ホントにおもしろかったです。でんわのむこーで『つーほー』しようかまようおねーさんに、ひっしで、いろいろかたりかけて」

「亜玖璃今確信したよ！　キミは本当に心の底からマイ姉の妹だね！」

「えへへぇ」

「なんか褒め言葉として受け取られた！　もうやだこの姉妹！」

「まぁけっきょくあのおねーさん『つーほー』はしなかったんですけどね」

「ああ、それは良かったよ……マジで」

　亜玖璃はほっと胸をなで下ろし、「それで」と話の結論を促した。

「結局チョコやスマホは、ちゃんと返したんだよね、ミィ」

「もちろんです。ミィをなんだとおもっているんですか」

「ミニミニマイ姉」

「そんなにほめても、なにもでませんよ？」

「…………」

「とにかく、チョコもスマホも、ちゃんとかえしましたよ。……にじかんほどで」

「二時間！」

　駄だ目めだ、この子はもう、手て遅おくれだ。マイ姉の教育……恐るべし。

　亜玖璃が一人戦慄していると、美衣は実に楽しげにパタパタと足を動かし、うっとりと宙を見つめながら、語った。

「きのうはたのしかったなぁ、すっごく！」

「……そっか」

　……最初はさておき、七歳児が本気で二時間も捕つかまらないというのは、流石さすがにおかしいもんね。そこはやっぱり……あまのっちか。いや、あまのっちと、ほしのん、か。

　そんな亜玖璃の考えを裏付けるように、美衣は続けてくる。

「とちゅーからなんて、ミィ、けーたおにーさんに、こいのアドバイスまでしたからね！」

「恋こいのアドバイス？　なんて？」

「チョコひとつにいくらなんでもひっしすぎるとか、そーいうのはじしんのなさからくるんですとか……」

「やめたげて！　七歳児があまのっちの痛いとこばかり突くの、やめたげて！」

「さいごにはおにーさん、なんかどうやって『すき』をつたえればいいかわからないんだよ、とかなさけないことまでいいだす、しまつです」

「あまのっちにプライドはないのか！　幼女に何相談してんだ！」

「だからミィは、こうアドバイスしてあげたのです！　『きもちのひょーめーなんて、かんたんだよ。じぶんから──』」

「もういい！　高校生が幼女に恋れん愛あいアドバイス貰もらう話なんて、亜玖璃聞きたくない！」

「あ、そうそう、けーたおにーさんをせめてたとき、なぜか、でんわさきで、しらないおねーさんも、うめいていました」

「流れ弾だま被ひ弾だんにも程があるね、ほしのん！　可哀かわい想そうに！」

「でもこれで、けーたおにーさんはせいちょーしたハズです」

「いやいや、美衣は一体、なんの情報に基づいて恋愛のアドバイスをしたのさ……」

「あぐりおねーさんがおなかをボリボリかきながらみてた、ちゅーするドラマです」

「またも亜玖璃が遠因だ！」

　ホントごめん、あまのっち、ほしのん。ただ許して。伏黒姉妹は、とてもじゃないけど亜玖璃の手に余るんだよ……！

　と、亜玖璃が頭を抱かかえてしまっていると、診しん察さつ室の扉とびらが開いて親子が出てきた。どうやら先程までぐずっていた子の治ち療りようが終わったらしい。

　亜玖璃達が呼ばれるのももうすぐだろう。……と、そんなことを考えていると、まさしく隣となりの従妹の名前が呼ばれた。

「美衣ちゃーん。伏黒、美衣ちゃーん」

「はーい！」

　元気よく手を上げて、しゅたっと椅い子すから降りる美衣。亜玖璃は彼女の頭に手を置いて訊たずねる。

「一人で大丈夫？　亜玖璃が中まで付き添そおうか？」

　そう心配する亜玖璃に、しかし美衣は「いえ」と振ふり向き、キッパリと断ってきた。

「けっこーです。むしろあぐりおねーさんが、ちゃんとちりょーされてきてくださいね」

「う……返す言葉もございません」

　言って、治療室に向かうべく歩き出す美衣。そんな彼女の小さな背を見送りながら、亜玖璃はふと、そういえば今の雑談で最後まで聞いてなかった……だけどあまのっちの恋愛において非常に重要な情報があるなと気づく。

　亜玖璃は診察室の入り口が、他の出てくる患かん者じやさんで若じやつ干かんごたついているのを確認すると、ちょいちょいっと美衣の肩かたを叩たたいて一いつ瞬しゆん振ふり返らせ、野次馬根性丸出しのいやらしい笑みを浮うかべて訊ねてみる。

「ねぇねぇ、美衣。そういえばさ、あまのっちがそんなに必死で取り返そうとしてた大事なチョコって、どんなチョコだったわけ？　手作りのでっかいやつ？　それとも、なんかゲームキャラっぽいやつ？　あ、それか、卑ひ猥わい──へ、変な造型のやつかな？」

　事前にあまのっちから漠ばく然ぜんと聞いていたチョコ達の特とく徴ちようを伝え、必死で美衣から情報を引き出さんとする亜玖璃。なぜなら……。

「（ふっふー！　これであまのっちが本当は誰だれを一番大事に思っているのか、分かるってもんだよ！）」

　あのこじれた恋愛劇のメインヒロイン確定の予感に、亜玖璃の胸は高鳴るばかり！

　──と美衣は、なぜか不思議そうに首を傾かしげて「それがですね」と応じてきた。

「ミィはさいしょ、それがそんなに『だいじ』なチョコだとおもわなかったからこそ、きがるにとっちゃったんです……」

「……えっと……つまり、どういうこと？」

「えっと、だから……」

　そう、美衣が続けかけた、その時だった。




「桜さくら野のさーん！　桜野、亜玖璃さーん」




「あ、は、はい！」

　亜玖璃の名前も呼ばれ、慌あわてて立ち上がる。

　ミィはそんな亜玖璃をニヤァと意地の悪い笑顔で見上げてきた。

「あぐりおねーさん、なかないでくださいね？　ミィ、つれとして、はずかしいので」

「な、泣くわけないじゃん！　馬ば鹿かにして！　まったく……！」

　カチンときた亜玖璃は見本を見せるようにずんずんとミィの前を行き、先に診察室へと入っていった。

　……もはやすっかり、チョコの話をしていたことなど、忘れてしまいながら。




　伏黒美衣




「まったく……！」

　まるで、こどものように、ミィのまえをあるく、あぐりおねーさん。

　ミィはそれがなんだかとてもおかしくて、ひとり、くすくすっとわらってしまいます。

　そうして、しんさつしつのなかへとはいり、あぐりおねーさんとわかれ、しんさつイスのうえに、すわらされたところで。

　ふと、さっきのしつもんをおもいだしたミィは、ひとり、ぷくっとほおをふくらませながら、しずかにつぶやいたのでした。




「ただのブラックサンデーひとつで、あんなにおおさわぎすること、ないのに」








【ぼっちゲーマーとイベントスナッチ】






　二月中ちゆう旬じゆんの土曜正午過ぎ。

「おおっ、ここが例の《アラウンド１ワン》か！　意外とでけーな」

「ね！　たのしそうだねぇ、祐たすくぅ！」

　バスを降りた途と端たん、巨きよ大だい娯ご楽らく施し設せつを目の前にして早さつ速そくリア充じゆうカップルが浮うき足立ってはしゃいでいた。

　僕は冬の陽射しが駐ちゆう車しや場の雪で照り返してくるのに顔を顰しかめつつ、僕より先にバスから降りていた同類の海かい藻そう女子へと声をかける。

「……なんだろう、これ。リア充集団にまざるカタチでの大型娯楽施設訪問て、これはこれで、僕みたいな人間にはいたたまれないものがあるんだけど……」

「ですです。自分も激しく同感ですよケータ。男女複数人で遊んだところで、感性がリア充になりきれないなら、それはもう、いつもの学校での『ぼっち着席』状態と大差ないのではないかと、自分なんかは愚ぐ考こうします」

「分かる分かる」

「ですです」

　二人、そんなどうしようもなく意識の低い意気投合をしていると、突とつ然ぜん、背後からぽかっと同時に頭を叩たたかれた。

　振ふり返ると、そこには呆あきれ顔の後こう輩はいエロゲーマー女子が。

「そういうのやめた方がいいですよ、二人とも。正直めっちゃ感じ悪いんで」

『……う』

「まぁ、かといって、雨あま野のセンパイやお姉ちゃんがはしゃいでも、キモいんですけど」

『どうしろと』

「さぁ？　あ、とりあえずセンパイは、あたしと腕うで組むところから始めましょうか！」

　言うやいなや、僕とチアキの間に割り入るようにして僕の腕に絡からみついてくるコノハさん。こんな時、いつもなら即そく座ざにツッコミの一つも入れて逃にげるところなのだけれど……バレンタイン前日にコノハさんから受けた告白のことが頭を過よぎり、うまく対処できない僕。

　と、コノハさんはそんな僕の様子に気づいたのか、そっと耳元に口を寄せてきた。

「だから、変に気にしないで下さいって、センパイ。いつもあれ以上のアプローチ、沢たく山さんしてきたじゃないですか？」

「いや、そうだけどさ。でもアレは……」

「や、マジで。ケジメとか、考えなくていいですから。っていうか凹へこむと分かっているトドメをわざわざ聞きたがるほど、あたし、マゾじゃないんで。勘かん弁べんして下さい」

　やれやれと、心底いやそうにそんな主張をしてくるコノハさん。

　僕は……正直全部納得できたわけではないものの、渋しぶ々しぶその提案を受け入れる。

　だけど……。

「あ、でもやっぱり、チョコのことに関して一言だけ、言わせてよ、コノハさん」

「しつこいですよセンパイ！　ああ、もう！　言いたかないですけどねっ、あれは実際、姉を焚たきつける意味合いが大き──」




「ありがとね。あのコノハさんらしいチョコのおかげで僕、凄すごく元気出たよ」




「……え、あ。……そ、そうですか」

「？　コノハさん？」

　途端に僕からそそっと離はなれ、密着していた時よりも遥はるかに顔を赤くするコノハさん。

　僕はもしかして何か言葉のチョイスでもミスったのかと、彼女に訊たずね直そうと──

「──あいたっ！」

　したところで、コノハさんは背後から強めのチョップで叩かれた。

「なにすんのよ！」

　涙なみだ目めで振り返るコノハさん。その視線の先にいたのは……。

「いやそれはこちらの台詞せりふです。うちの兄になにしくさってんですか、貴女あなたは」

　……相変わらずなぜかコノハさんにはやたらに厳きびしい我が弟、雨野光こう正せいだった。

　コノハさんが即座に嚙かみつく。

「っていうか、アンタなんでここにいんのよ！　今日は『音おと吹ぶき高校ゲーム同好会の皆みんなで《アラウンド１》に行く』ってイベント趣しゆ旨しのハズでしょう！　アンタはお呼びじゃない！」

「その言葉、そっくりそのままお返しします」

「あたしはいいのよ、あたしは！　参加者の身内なんだから！」

「その言葉、そっくりそのままお返しします」

「ホント、毎度毎度ずけずけと何様なのよアンタ。お邪じや魔ま虫とは貴方あなたのための言葉ね」

「その言葉、そっくりそのままお返し──」

「いやいい加減、そっくりそのまま返すのやめい！」

「──黙だまれゴキブリ。反へ吐どが出る」

「そっくりそのまま返ってきた方がまだマシだった！」

　なにやらコノハさんと光正の会話が楽しそう──かどうかはさておき、盛り上がっているので、僕とチアキはこれ幸いとそっとその場を離れる。

　と、そこでようやくバスから最後の参加者──僕の元カノ、天てん道どう花か憐れんさんが降り立った。

「お待たせしました。ごめんなさい、車内でポケットからリップクリームを落としてしまって……」

　そう謝罪してくる彼女に、僕はぶんぶんと手を振ふって「いえいえ！」と応じる。

「全然構いませんよ！　むしろ僕なんかは、そうして普ふ段だんからちゃんとリップクリームをポケットに忍しのばせてあることに、感かん銘めいを受けるまで、あります！」

「いやいやケータ、そのフォローは流石さすがに過か剰じようでは……」

「こっちの海藻類なんて、リップクリームという概がい念ねんさえ知っているかどうか！」

「し、知ってますぅ！　自分だって自分だって、リップクリームぐらい、今日はちゃんと持ってますぅ！　ほら！」

「な──チアキのポケットからラノベ・スマホ・携けい帯たいゲーム機以外の物質が出てきた……だと？」

「そんなことで愕がく然ぜんとされることに、自分はむしろ愕然としているのですけど!?」

「ま、まぁまぁ、お二人とも。今日だけは、いつもの喧けん嘩かもほどほどに……」

『……ふん！』

　僕とチアキはぷいっと視線を逸そらす。と、いつの間にか上うえ原はら君とアグリさん、コノハさんと光正が僕らの周りに集まってきていた。

　天道さんは場に皆が揃そろったのを確認すると、一度こほんと咳せき払ばらいして、仕切り直すように告げてくる。

「ええ、そんなわけで、改めてではございますが、ここで本日の趣旨を再確認させて頂きたいと思います」

「はいはーい！　大好きな人と楽しく遊ぶ！　以上！」

　即座にアグリさんが手を上げてきゃっきゃとはしゃぎ、上原君がぽりっと頰ほおを搔かく。

　天道さんはそんなアグリさんへと向けて、にこぉっと微笑ほほえみかけた。

「亜あ玖ぐ璃りさぁん？」

「……！……ち、違ちがいました、よね。あ、あはは……」

　途端に、アグリさんのみならず、場の全員の背筋が伸のびる。……怖こわい。今日の天道さんは、ガチモードだ。どちらかというとゲーム部の天道花憐に近い。

　というのも……。

「こほん。確かにこうして《アラウンド１》で遊ぶ以上、皆さんには各種アトラクションを存分に楽しんで貰もらって一向に構わないです。しかし……その奥に設定された《真の目的》を、まさか皆さん、お忘れじゃ、ないですよねぇ？」

『…………』

　……怖い。割と怖い物知らずの光正やコノハさんまで緊きん張ちようで顔を強こわばらせるほど、今日の天道さんの圧力は凄い。それもそのはず。なぜならその《真の目的》というのが……。

「では皆さん、ご唱和下さい。今日の《真の目的》は？　せーのっ」




『……元ゲーム部部長、伏ふし黒ぐろ真音まいんに勝てそうな勝負ネタを、探すこと』




「はい、良くできました！　では、張り切って参りましょう！　ええ！」

　…………。

　元カレの所有権奪だつ還かんという目的と、強敵へのゲームによる挑ちよう戦せんという手段が一いつ致ちしたガチゲーマーことうちのヒロイン様は。

「やりますよぉ。……ええ。この天道花憐が、絶対にやってみせますとも……！」

　それはもう、僕らが引くほど、凄すさまじいやる気に満ちあふれていらっしゃるのだった。




　　　　＊




　そうして、大型娯楽施設《アラウンド１》突とつ入にゆうから、約二時間。




「ほらっ、雨野君、千ち秋あきさん！　急いで急いで！　こっちです、こっち！」

『……はーい』

　そこには……元気よく早歩きでアーケードゲームコーナーの中をすいすいと行く天道さんと、それをへろへろと力なく追う引きこもり組二名の姿があった。

『はぁ……はぁ……』

　息をきらせ、やっとの思いで天道さんの元へと辿たどり着く僕ら。すると天道さんは、僕らとはまるで対照的に、実に活力に満ち満ちた瞳ひとみで語りかけてきた。

「すいませんお二人とも、どうやらこのゲームは一人プレイのようです！　ですがスコアアタックというカタチでの勝負ならば可能だと思われますので、私が試遊させて頂いてよろしいでしょうかっ！」

『どうぞどうぞ』

「そうですかっ！　では、いざっ！」

　僕らの許可を得るやいなや、着席しコインを投入、目を爛らん々らんと輝かがやかせてゲームに勤いそしみ始める天道さん。

　僕とチアキはそんな彼女を、通行人の邪魔にならないよう、すこし離れた場所の壁かべ際ぎわに設置されていたベンチに座って見守ることにした。

『……ふぅ』

　座った途と端たん、二人して大きく息を吐はく。僕らは互たがいに目を見合わせると、思わず苦笑を交わした。

「入り口で散会してから、はや二時間。やっと休きゆう憩けいらしい休憩とれたねぇ、チアキ」

「ですです。まさか『やる気』の花憐さんが、あそこまで無限スタミナとは……」

　そう、僕らは二時間前……つまりは《アラウンド１》入店と同時に、今日の主目的たる「真音さんに勝てる勝負ネタ探し」を効率よく行いたいという天道さんの提案から、スマホのクジ引きアプリで「３・２・２」のグループ行動に分かれた……ところまでは良かったのだけれど。

　チアキの言うように、こうして「やる気」に満ちた無限スタミナ状態の天道さんと、よりにもよってメンバー中最低体力を誇ほこるキャラ達こと僕とチアキが組んでしまったのが、運の尽つきだった。

　おかげで天道さんの驚きよう異い的ペースでの競歩移動の後、新規ゲームを遊ばされては負け、競歩移動し、遊ばされては負け──を二時間ぶっ続けで繰くり返された僕らは、もはや、体力の限界だった。

　チアキがやれやれと自らの肩かたを揉もみながら、呟つぶやく。

「今回のゲームが一人用で、ホント助かりましたよ……」

「だね……」

　僕もそう応じながら、天道さんの方を見やる。既すでにへとへとの僕らと比べ、まだ休まずにゲームに臨のぞむ彼女はと言えば……。

「（……ふふ。こんなにゲームを繰り返した後だと言うのに、それでも、なんて鋭するどくて、強くて、なにより綺き麗れいな眼まな差ざしでゲームする人なんだろうな、天道さんは……）」

　改めてガチゲーマーという人種の……いや、天道花憐というゲームを愛する女性の姿勢に見とれてしまう。相変わらず、自分なんかとは全く違う人種で。

　だけど……だからこそ僕は……。

「……あのあの……他の二組は、どうでしょうね？」

　と、突とつ然ぜん隣となりに座るチアキから話しかけられ、慌あわてて天道さんから視線を離す僕。

「え？　あ、うん、そうだね、ど、どうだろう……」

「…………」

　なぜか、チアキの視線をまともに受け止められない僕。……よく考えれば、好きだと公言している相手を見つめていただけなんだから、何もやましく思う必要なんかはないはずである。……うん。

「（こういう……とこだよなぁ……）」

　僕はここ最近の反省点を改めて自覚しつつも、一いつ旦たん意識を仕切り直して、改めてチアキとの雑談に応じた。

「他の組も、僕らとはまた違った意味で苦労していると思うよ。だってほら……組み分けが、組み分けだろう？」

「ですねぇ……」

　僕の答えに苦笑するチアキ。……それもそのはず。だって、他の四人は……。

「まさかまさか、コノハとアグ姉ねえ、上原さんと光正君っていう、あまりに微び妙みような関係性の組み合わせになるだなんて……」

「うん。特にアグリさんと上原君の落らく胆たんしようったらなかったね」

　正直かなり可哀かわい想そうだったので、僕は「流石にこの二人は一いつ緒しよでいいんじゃ……」と天道さんに進言したのだけれど、彼女はまるで取り合ってくれなかった。天道さん曰いわく、

「そもそも『仲良し』で組んでしまうと、つい『遊び』が本分になってしまうのを危き惧ぐしたからこその、クジ引きによる組み分けじゃないですか。なのにそこを結果に不満だからと『仲良し』で組み直したら、全てが台無しでしょう。そうではございません？」

　とのことであり。このド正論もド正論の主張に、僕らはぐうの音ねも出ず……結果的にこの、天道さん以外の全員が微妙に美お味いしくない組み分けへと至ってしまったのだった。

「いやはや、流石は、ゲーム部部長さんですよねぇ、花憐さん」

　僕と同じように二時間前のことを回想していたのか、チアキが苦笑交じりに切り出してくる。僕はそれに「だね」と応じた。

「そういうとこは、確かに元部長の真音さんを連想させるというか……」

「そうなんですか？　自分には、一見ちゃんとした人に見えましたけれど……」

「いや、あの容よう赦しやなき理り屈くつと主張を、常時身に纏まとっているのが、本当の真音さんかな」

「う。そ、それは確かに、一ひと筋すじ縄なわでいかなさそうです」

「うん……そうなんだ」

　僕が真音さんの圧あつ倒とう的強さを思い出して顔を顰しかめていると、ゲームに取り組む天道さんを見つめながらチアキが「実際……」と切り出してくる。

「花憐さんは……そのその、ケータから見て、真音さんに勝てそうですか？」

「えーと……それは……」

　言葉に詰つまってしまう僕。と、チアキにはそのリアクションだけで充じゆう分ぶんだったらしく、彼女は「そうですか……」と一いつ瞬しゆん俯うつむき、それから改めてゲームに励はげむ天道さんを見て、微笑んだ。

「きっときっと、それは、一度お手合わせしたという花憐さんも、承知の上ですよね」

「……そうだろうね」

「なのになのに、花憐さんは今日、一度も弱音を吐かないどころか……むしろ楽しそうとさせ思える程に前向きに、真しん剣けんに、ゲームに取り組んでいらっしゃいますね」

「そうだね」

「きっとそれが、ケータの幸せに繫つながると、確信しているからだと、自分は思います。花憐さんの行動力って、ケータが絡からんだ時にこそ最大発揮されますから」

「……そうなのかな」

「そうです。……眩まぶしいですよね、花憐さんは。本当に」

「……うん。眩しいよ、ホントに」

「…………」

「…………」

　ふと会話が途と切ぎれてしまう。けれど僕はそれを、不思議と嫌いやな沈ちん黙もくには感じなかった。

　チアキがもじもじと指先をスカートの上で動かす。それに釣つられて僕はなんとなく一瞬視線を向けてしまうも……そこで今日の彼女のスカートが存外短いことに気づき、慌てて視線を逸そらした。と、次の瞬間──

「お待たせしました、雨野君、千秋さん！」

「申し訳ありませんでした上官！」

　──いつの間にかゲームを終えて僕らに声をかけてきた天道さんに対し、その場で思い切り背筋を伸のばして立ち上がりながら敬礼して返す僕。

　チアキがただただ啞あ然ぜんとする中。天道さんは……しばらくぽかんと口を開けた後、心底可お笑かしそうにくすくすと笑い出した。

「もう……どうして貴方あなたは《アラウンド１》に来ると、私に対して毎回そんな言葉遣づかいになるのですか」

「毎回？　え？　あ、ああ……そういえば、確かに、前回もプールで……」

「そうですよ。思い出しました？」

「はい。……はぁ。もう半年も前のことなのに、僕、全然変わってないわけですね」

「ふふっ、そうですね。雨野君はいつも、ぜーんぜん、変わらないです」

「……いや、全然ってのは、その、酷ひどくないですか？」

「何がですか？　事実なのですから仕方ないでしょう。貴方の芯しんはいつだって、全然、これっぽっちも、変わらない。……だから大好きなんです、私は」

「え、ちょ、いや、チアキの前で何を──」

　僕が顔を真っ赤にして取り繕つくろおうとすると、天道さんはくるりと僕らに背を向けて「ほらっ」と促うながしてくる。

「そんなことより、次行きますよ、二人とも！　一時間後には皆みなさんと合流なのですから、それまでにもっともっとリサーチしないと！　ほらほら、先に行っちゃいますよ！」

「そんなことよりって……」

　相変わらず夢中なものには全力投球の人だ。一瞬だけでもこちらを向いてくれたかと思えば、でも結局はすぐにゲームで。

　…………。

　……だけど僕は、だからこそ、やっぱり、この人のことが、大好きで。

「（うん……そうだよな。だったら今こそ……勇気を持ってこの気持ちを……！）」

　そうして、僕がとある一大決心をしかけた、その時だった。

「……って、いや、ちょ、天道さん!?　本当に一人で先に行かないで下さいよ！」

　気づけば天道さんは本当に容赦なく僕らを置いて次のゲーム目指して歩いて行っており。このままだとマジで見失うと判断した僕は、慌ててもう一人の同行者を振ふり向く。

「チアキ、僕らも早く……って、チアキはチアキで、何をぽやっと座ってんのさ!?」

「……ほへ？」

「『ほへ？』じゃないよ！　ああ、これ本当に見失うやつだ！　ほら、早く立って立って！　行くよ、チアキ！」

　モタモタと立ち上がるチアキに焦じれた僕は、彼女の手首を摑つかんで歩き出す。

　と、チアキはなにやら動どう揺ようした様子で、背後から僕に声をかけてきた。

「え、あ、あの、ケータ、自分自分…………！」

「なにっ!?」

「…………え、えーと……すいません、やっぱり、今じゃない気が、します」

「いやホントなんの話!?　ほら、チアキも天道さん探して！」

「は、はいです！　えとえと……あ、あちら側を歩く男性陣じんが軒のき並なみ何かを振り返ってますよ、ケータ！」

「それだ！　男性陣の視線の先を追うよ、チアキ！」

「はいです！」

　そうして僕とチアキは、再び天道さんを必死で追い始め。

　それから皆と合流するまでの一時間を、実に慌ただしく過ごしたのだった。




　　　　＊




「わぁ、綺麗！」

「ですです！」

　他メンバーとの待ち合わせ場所たる《トワイライト・テラス》へと足を踏ふみ入れた瞬間、天道さんとチアキは目を輝かがやかせて巨きよ大だいガラス窓へと駆かけ寄っていた。

「千秋さん、見て下さい！　遠くに見えるあの建物……方角的に、もしかして音吹高校じゃないですかね？」

「え、どれですか、どれですか？」

　二人がまるで子供のようにはしゃいで、眼下に広がる美しい眺ちよう望ぼうを楽しむ。

　僕もまた天道さんの横に並ぶと、その想像より素晴らしい眺ながめに感かん嘆たんの息を漏もらした。

「おお、これは凄すごい。たかだか五階程度からの眺めなんて……と思っていましたけれど、考えてみたらここの立地、微妙に郊こう外がいの高台でしたもんね」

「ええ、そうなのよ。雨野君と前回来た時はまだ工事中だったけれど、今年に入ってようやくオープンしたと聞いて、密かに楽しみにしていたのよね。この、フードコート直結の全面ガラス張りテラス席！」

「確かに、凄いですね。前回も開いてたら良かったのになぁ……」

「そうね。でも私、たとえデートじゃなくても……」

　そこで天道さんは、まるで天使のように柔やわらかな微笑ほほえみとともに、告げてくる。

「……今日、貴方とここに来られて……それだけで今、とても幸せよ」

「……えっと」

　咄とつ嗟さには受け止めきれない程の愛情が込められた言葉に、思わず照れて頰ほおをぽりっと搔かく僕。と、次の瞬間──天道さんは我を取り戻もどしたように、言い訳を始めた。

「ち、違います！　あ、いや、違わないんですけど！　別にその、わ、私は雨野君の傍そばにいられるだけで幸せとかじゃなくて！　その、あくまでこの風景に感動したという話で！　か、勘かん違ちがいしないで下さる!?」

「え。は、はぁ、すいません、正直僕今、少しだけ勘違いしかけました……」

「!?　あ、いや、その、全部勘違いでも、ないんですけど！　ええ！　わ、私が勘違いだと宣言したからって、本当に勘違いだと早合点しないで下さる!?」

「すいません、もう一度最初から天道さんの気持ちを説明してくれますか!?　現状、僕は貴女あなたにどうリアクションしていいのかまるで分からないのですが！」

「雨野君大好きっ！」

「うわぁっ、突とつ然ぜんのド直球すぎてそれはそれで受け止めきれない！」

　天道さんと僕、互たがいに顔を真っ赤にして俯いてしまう。

　と、そうしていると突然、左からくいくいと袖そでを引っ張られた。何かと思えば……。

「あれ、チアキ？　って、いつの間にこちち側に？」

　さっきまで天道さんを挟はさんで向こう側にいたハズのチアキが、なぜか今は僕の隣となり……それも割と密着するような距きよ離りにいらっしゃった。

　チアキは「た、ただこっち側の景色が見たかっただけです！」となぜか少し怒おこったように告げると、「そんなことより」と続けてくる。

「下も見て下さい、ケータ」

「？　下？」

　彼女に促されて、遠景ではなく真下を見てみる。すると……。

「あ、ここからは別館のプールも見えるんだね」

「ですです。……以前、ケータが自分を、助けてくれたところです」

「助けた？……って、ああ、そういえば、なんか一人で男性に声かけられてたんだっけ、チアキ。いや、でもアレは、別に悪い人じゃなかったみたいだし……」

「それでも」

　そこでチアキは僕の目を正面からしっかり見み据すえてくると。

　あの頃ころからは想像もつかないほどに、素直で照れくさい感謝の言葉を口にしてきた。

「自分はあの時、凄く凄く、安心したのです。ケータに、逢あえて。ケータに、触ふれて」

「え……あ、そ、そっか……」

「はい。遅おそくなっちゃいましたけど……その、あの時は、ありがとうございました、ケータ」

「う、うん……」

　……これまでチアキにこんな風に正面から感謝されたことなんてなかったため、どうにも胸がむず痒がゆくて沈黙してしまう僕。

　──と、次の瞬間、今度は僕の右隣から天道さんが……ぽつりと呟つぶやいてきた。

「……少しだけ、寂さびしいかもしれませんね……」

「え!?」

　今のチアキとの会話がもしや天道さんを傷つけてしまったのかと思い、慌あわてる僕。

　が、天道さんはそんな僕の様子を見て「あ、変な意味じゃなくて！」と苦笑すると、そその真意をぽつぽつと……どこか恥はずかしげに、語り出した。

「今日は今日で、私、凄く楽しかったんですよ」

「はい。えっと……良かったです」

「ええ、ホントに。でも……だからこそ余計に、なんですかね……」

「？　なんですか？」

　そこで天道さんは、夕陽を背に、ため息が出る程美しく──しかしどこか酷く寂しげな微笑を、僕に向けてきた。




「貴方との初デートの思い出が、今日のことで少しでも上書きされちゃうのは……なんだかちょっと、寂しいかなって……」




「────」

　その顔を、見た瞬間。その言葉を、聞いた瞬間。

　遂ついに僕は一つの──決意を、固めた。

　と──

「おーい、雨野ぉー！」

　──背後から、上原君の声が響ひびいてくる。振り返ると、僕ら以外の四名が丁度この《トワイライト・テラス》に入ってきたところだった。

　天道さんは彼らに手を振り返しながら、僕らに提案してくる。

「では、これから皆さんで軽食でも──」

　が、僕は──

「天道さん」

「え」

　──四人と合流すべく一歩踏み出した天道さんの手首を摑んで、彼女を引き留める。

「ど……どうしたのかしら、雨野君？」

　突然の僕の行動に動揺し、瞳ひとみを揺ゆらす天道さん。

　僕はそんな彼女の、綺き麗れいで儚はかなげな瞳を真まっ直すぐ見返したまま──

　──一歩。少し強ごう引いんに、距離を詰つめた。

「え……」

　突然の僕の接近に、激しく動揺する天道さん。更さらにはことここに至って、上原君達四名も僕らのただならぬ気配に注目し始めていた。

　…………。

「（……でも、構うものか）」

　いつもの僕なら、緊きん張ちようし、慌て、頰を赤らめて、最後には軽く謝罪して、ただ引き下がっていた場面だ。

　けれど今の僕の心は──

「（真音さん……コノハさん……ミィちゃん……）」

　──近ちか頃ごろ触ふれあった人々から得た、自分なりの「学び」に、満たされていて。

　そう……学び、だ。




　真音さんから学んだ、幸せの摑み方。

　コノハさんから学んだ、時に図太くなることの大切さ。

　そして最後にミィちゃんから学んだ──恋れん愛あい感情の表明方法。

　それらを学ぶに至った最大の契けい機き──彼女達の放った印象的な言葉達が、僕の頭の中をめまぐるしく駆け巡めぐる。




「奪うばえ。臆おくすることなく」

「でもあたしは、競争相手の顔色を窺うかがいながら恋こいができる程、器用じゃないんで」

「きもちのひょーめーなんて、かんたんだよ。じぶんから──」




　そこまで反はん芻すうしたところで、僕は改めて目を見開き、更に天道さんへと顔を近づけた。

「天道さん……」

「あ、雨野……くん？」

　そうして、戸と惑まどいながらも……遂には何かを察したように僕の目を見つめ返すと、そっと目を瞑つぶり始める、天道さん。

　僕はその反応をもって、いよいよ、覚かく悟ごを決めると、




　衆しゆう人じん環かん視しだろうが、友達の前だろうが……なにより、もう一人の、自分を想おもってくれている女性の前だろうが、構わずに。




　臆することなく。誰だれの顔色を窺うこともなく。僕の気持ちを表明すべく。

　初デートの「上書き」をせめて幸福なものとすべく、僕側から、彼女の唇くちびるを──




「ケータ」




　──奪おうと動きかけた、その瞬しゆん間かんだった。突然背後から、声がかけられたのは。

　本当ならそんなもの、軽く無視をしてまずはキスすませてしまえばいい。が──

「え？」

　──心の赴おもむくままに動こうと決意した矢先の声かけだったため、僕は、意外なほど素直にその声に応じ、脊せき髄ずい反射的に振ふり向いてしまう。

　と同時に──突然、僕の頭の中を、電流のように……とある「致ち命めい的てきな見落とし」の考えが、駆かけ抜ぬけていった。

　──そもそも。




　最近、僕が多大な影えい響きようを受けた、三つのアドバイス。

　その、大事な大事な、かけがえのない、学びの全てに。

　もう一人だけ──僕と全く同じタイミングで触れていた人物が、いなかったろうか。




　真音さんとの会話を、恐おそらくは本屋で立ち聞きし。

「奪え。臆することなく」

　コノハさんのチョコ贈ぞう呈てい現場に居合わせ、僕以上にその勇気に感かん銘めいを受け。

「でもあたしは、競争相手の顔色を窺いながら恋ができる程、器用じゃないんで」

　そして最後には……ミィちゃんの語った気持ちの表明行動を、電話越ごしに聞いた人物。

「きもちのひょーめーなんて、かんたんだよ。じぶんから──ちゅーするの」




　そしてそれは──そもそも、僕と全く同じ精神構造を持つと、評される人物でもあり。

　つまりは。

　今、この時、この瞬間。

　僕と全く同じ心の動きを経へて、同じ決断に至る可能性が、極きわめて高い。

　そんな人物が、今、僕のすぐ隣に──

「ん……」

　──と、僕が、ようやくその恐るべき可能性へと思い至った、まさに、その時だった。

　皆みんなが──天道さんが、呆ぼう然ぜんと見守る中。




　陽が沈しずみ、星が瞬またたき始める、そんな黄昏たそがれの眺ちよう望ぼうを背に──



















「ん、ぐ……!?」





──星ほしノの守もり千秋が、見るも鮮あざやかに、僕の唇を奪い去ってしまったのは。













あとがき






　どうも、ちょいと数日出かけただけで宅配のおじさんにえらく心配される引きこもり男こと、葵あおいせきなです。……いやまあそりゃ、普ふ段だんは昼間在宅率99パーセントの冴さえない部屋着野や郎ろうなので、数日出てこなかったら死んでると疑って当然かもしれませんが！




　あ、ごめんなさいね。挨あい拶さつもそこそこに、いきなり皆みなさんに「印税生活を送る大作家先生様」の優ゆう雅がな日常を見せつけてしまって。自じ慢まんみたいになってしまいましたね。

　まあでも、寛かん大だいな気持ちで許してやって下さい。




　なにせ今回、あとがき一四ページもありますので。




　…………。

　はい集合。特にそこの、本編内容より先にあとがきのページ数を確認しにまずここを読みにきた、生きつ粋すいのこじらせ読者さん。貴方あなた達は最前列で正座なさい。他の皆さんは、まあホワイトボードが見える位置にテキトーに座ってくれて構わないです。

　いいですか？　まず例の如ごとく、前回までのおさらいしますよ？

　ほら最前列、欠伸あくびしない！　確かに貴方達はこのくだり飽あきたかもしれないけれど！　それでも一番辛つらいのはこの私、葵せきなだということを忘れないで頂きたい！

　いいですか？　始めますよ？　はい、では、まず、この数字の羅ら列れつを見て下さい。




　17、13、10、18、12




　はい、これの意味が分かる人──って挙手するの早いな最前列！　ええい、ぐいぐい前に出てこない！　白線より下がって！　ほら！

　ふぅ。改めまして。はいはい、そうですね。これは前々作シリーズ終しゆう盤ばんの、短編集も含ふくめたとある時期のあとがきページ数の流れ、ですね。

　これを見て皆さん、どう思われますか？　はい、では、後方席の新顔の方。

　……うん、そうだね。




　普ふ通つうに引くね。




　いや、大だい丈じよう夫ぶ。気にしないでいいですよ。私に失礼とかじゃないんで。というか作者が一番引いているんで。最前列の人達のおかしなテンションは無視して結構ですから。

　とにかく、一いつ般ぱん的なあとがきが三～四ページもあれば充じゆう分ぶん事足りていることを考えると、このページ数は単純に異常です。よほど自己主張の強い作家なのか、もしくは、馬ば鹿かみたいにあとがき運が悪いのか。

　なんにせよ「あとがき作家」みたいな言われ方をするには充分な実績と言えます。それが名めい誉よかどうかはともかく。

　さて、それを踏ふまえて、次はこちらの数字をご覧下さい。




　９、６、３、３、14、12、２、３、２、９、14




　はい、これの意味が分かる人──って、最前列、もはや挙手もせずに声を揃そろえてネタバレ発言しない！　マナーとかないのかこの教室には！

　まあいいです。そうですね。この数字は「ゲーマーズ！」シリーズのあとがきページ数だね。この巻と番外編も含む計一一冊のあとがきの流れです。

　では、これを見て皆さんは、どう思われます？　はい、では、真ん中の席の方。

　……うん、そうだね。




　微び妙みようにネタにしづらい数字だね。




　でかい数字で続くなら続く、そうじゃないなら、むしろずっと短いページ数で統一する。

　そうでもしてくれないと、作者も読者さんも正直リアクションに困りますよね。なにこの、短いのと長いのと中ちゆう途と半はん端ぱなのが入り交じった数字。弄いじりづらい……。

　さて、そんな中で今回の、突とつ然ぜんの十四ページですよ。

　……皆さん、今の私の苦く悩のうが分かりますでしょうか？

　既すでに「ページ数嘆なげくくだり」は飽あきられている。

　かといって短くても「物足りない」と言われる。

　だったらとあとがきの歴史を振ふり返ってひと笑い取ろうと画策するも、いざ具体的に調べて見ると、「ゲーマーズ！」のあとがきページ数の数字の流れが微妙すぎる。

　せめて二ページや三ページの回が五回程連続してくれていれば、前々作シリーズデータとの比ひ較かくで不ふ甲が斐いなさを演出出来たのに、突然思い出したように今回みたいな十四ページとかが普通に挟はさまってくる始末。

　なにより。

　ホワイトボードを使って講義する形式の描えがき方にも、既すでに若じやつ干かんの限界を感じ始めている。

　こんな私の苦悩が、皆さんには、本当に伝わっているのでしょうか！

　特に最前列！　く、くそぅ、なんだそのキラキラした目は！　私のかつてない程の追い詰つめられ方に、露ろ骨こつに胸をときめかせやがって！　だけど悔くやしいかな、キミ達のそのいやらしい笑顔、私は決して嫌きらいじゃない！　嫌いじゃないんだよぉぉおお！




　というわけで、はい解散。ホワイトボード片付けまーす。




　では、改めまして、あとがき本編をば。なんかすいませんね、普通にあとがきに真ま面じ目めな作品解説を求めていられる皆様。ここからは、ちゃんとやりますんで。……多分。

　そ、そんなわけで、本編解説！

　今回は「ゲーマーズ！」十巻「天てん道どう花か憐れんと不意打ちアップデート」をお送り致いたしました。

　内容的には九巻に引き続き、雨あま野の回の側面が強いかもしれませんね。彼の語り部率も高いですし。まあ厳密にはもう一人「裏主役」みたいな方がいるんですが、それは本編を読んでのお楽しみということで（既に読まれた方は分かると思いますが）。

　あとそれとは別に、某ぼう伏ふし黒ぐろさんちのお姉様が、前巻で立場的に（テーマ的に）割を食わせてしまった分、今巻ではイラスト面含めて輝かがやいておりますので、そこも楽しんで頂ければと。ま、その分、雨野の苦労は倍加していますが。

　あと地味に亜あ玖ぐ璃りに関するある情報がサラリと明かされてますので、気になっていた方、また予想されていた方は答え合わせをして頂けたらと。

　タイトルにもなっています天道さんは、ある意味「いつも以上に天道さん」な回でしょうかね。いやまあ、天道さんが天道さんじゃなかった回なんて、ない気がしますが。

　最後に、十巻の全体的な話をすると、今回は極きわめて明るい巻になっているかなと。前巻ラストで雨野にとある意識改革がありますが、それを受けて作品自体も二巻あたりのノリに回帰しています。サブタイトルも二週目に入ってますしね。

　ちなみに毎度そうですが、今回も巻のサブタイトルや短編ごとのサブタイトルは、読み終わってから確認すると、よりしっくりくるかもしれませんよ。




　いやしかし、「ゲーマーズ！」ももう十巻目ですよ。前作の「ぼくのゆうしゃ」が八巻で世界救っているのに、こいつらは十巻かけて何をしているのでしょうね！　まぁ「ぼくのゆうしゃ」の恋れん愛あいが八巻かけて二ミリぐらいしか進んでないことを考えると（男同士の友情や家族愛は百キロぐらい進みましたが）、バランスは取れているのかもしれませんが。

　なにはともあれ、あともう少しだけ彼らの恋愛を温かく見守ってやって下されば幸いです。もしかしたら、そろそろ世界も救うかもしれませんし。

　ほら、千ち秋あきが雨野に向かって投げたスーパーボールが天道さんと上うえ原はらの頭をバウンドし、地面に転がったのをアグリがたまたま蹴けりとばしてしまったたところ、人類を滅ほろぼす程の突とつ然ぜん変へん異いウイルスを体に宿していた蚊かを直ちよく撃げき、そのまま焼しよう却きやく炉ろの中に──ということが、あるかもしれないですし。

　なにせやたらと運命に弄もてあそばれる方々ですから。……まあ、でも実際にそんなことがあったとしても、ラブコメたる本編に一いつ切さい関係ないんで私は描びよう写しやしませんがね！

　…………。

　……はいこれにて今回の「ゲーマーズ！」語り終わりです。まだあとがき、半分程度なのに。




　あ、そうだ、前作話ついでにもう一つ。次は前々作話で。露ろ骨こつな告知ですが。

　実はこの二〇一八年の夏、「ゲーマーズ！」ともほんのり世界観が繫つながっている前々作「生徒会の一存」シリーズのまさかの新刊が、出版されます。

　その名も「生徒会の周年」。「生徒会の一存」の最初が二〇〇八年発売なので、丁度一〇周年であることや、ドラマガ三〇周年を祝しての特別企き画かくでございます。

　元々「生徒会の一存」を読んでいた方、もしくは興味持たれている方は、是ぜ非ひこの機会に手にとってみて頂けたらと思います。きっと書き下ろし、そこそこあるはずです（これから書きます！）




　さて、仕事話が終わったので……じゃあ、ゲームの話でも。

　十巻本編の原げん稿こうを書いていた頃ころは、丁度、モンスター○ンターの新作が出た頃でして。

　ご多た分ぶんに漏もれず私もゲーマーの端はしくれとして大変楽しく遊ばせていただいておりました。……も、勿もち論ろん、原稿は書いた上で！　原稿は書いた上で！（大事なことなので二回書きましたが、かえって担当さんに疑いを持たせた気がしないでもないです）

　一人で狩かったり、弟に寄生して狩ったり、一人で狩ったり、弟に寄生して狩ったり。

　…………。

　あれ、他の友達は？　と思われたそこの方。分かっていませんね。私は孤こ高こうのハンターなのです。血の繫がりもない者に、どうして背中を預けられましょうか。

　だから決して、友達がいないわけじゃないのです。

「モン○ンをやっているラノベ作家さんなんてツイッターを見てたら腐くさるほど出てきたけれど、そこには混ぜて貰もらってないの？　なんで？」

　と無む邪じや気きな目で訊たずねてくる、そこの、中々にえぐい貴方。

　言ったでしょう。私は孤高のハンター。どうして同業種のライバルに背中を預けることができましょうか。……少しでも気を許そうものなら、モンスターじゃなくて、仕事を狩られる。基本的にそんな世界ですよ、ライトノベル業界なんて！（偏へん見けん）

　まあ冗じよう談だんはさておき、単純にあいた時間でゆるゆるとマイペースに弟と遊んでたわけですが。それでもちゃんと楽しめるのが、今回のモ○ハンの素す晴ばらしいところでして（決して『四人揃わなきゃ話にならない』みたいなシステムや難易度じゃない）。

　さて、大たい概がいのオンラインゲームにおいて、そのサービス開始初期には、ちょっとバランスを崩くずす程ほどの強武器、強戦略、みたいなものが見み出いだされるものなのですが。

　今回のモンハ○にもご多分に漏れずそれはあり。ただ、それは別にバグ技みたいなものではなく、単純に「他の選せん択たく肢しより優ゆう秀しゆうすぎる」といった感じのものでして。

　で、私は、たまたま丁度その戦略を用いるための武器ジャンルを、愛用していましてね。

　…………。

　しかしそこはやはり、私。

　孤高のハンター。

　如い何かに仕様内の強戦略、強武器だろうと、そう易やす々やすとプライドを投げ捨てて乗っかったり──




　──する人間ですよね、私は。俺強ぇ最高！　だって私は孤高のハンター！　そのゲスな性格から狩り仲間の一人もいない、弟に縋すがるだけの孤高のハンター！




　というわけで、ネットで強戦略を知った私はゲヘゲヘ言いながら、下準備に着手しました。このゲームはモンスターから剝はぎ取った素材で武器や防具を作るわけですが、例の戦略を効果的に用いるためには、特定の武器が必要でして。

　私は、それはそれは努力しましたよ。目をぎらつかせながら。

　強い武器で楽をするために、強いモンスターをひぃひぃ苦労して倒たおす。

　なにかおかしいような、いや一周して結局正しいような、よく分からない不思議な努力を、ただ無心で重ねる孤高のハンター。ズルをするために正当かつ地道な努力を続ける孤高のハンター。

　そうして、原稿の合間を縫ぬうようなチマチマしたプレイ時間の中、ようやく、ようやく目的の強武器・強戦略の下準備を終えた私は。

　いざ狩りに行かんとゲームを起動させたところで……とある更こう新しんデータがインストールされ始めたことに、気が付きました。

　そう。




　例の戦略、弱体化のための更新データです。




　…………。

　ゲームが起動したのを確かく認にんした私は、フッと一度だけ寂さびしそうに微笑ほほえむと、この装備を作るために元々自分なりに考え、組んだ……慣れ親しんだ装備に身を包み、新たな狩りへと踏ふみ出したのでした。

　そう……人は私のことをこう呼ぶ、

　孤高のハンター（笑）と。

　完。




　というような、割と「オンラインあるある」なことが、まぁ我わが身に起こりましてね。

　一応フォローしておくと、実際この更新は正当ですからね！　そのおかげで殆ほとんど「一択たく」状態になっていた武器や戦略に改めて幅はばの広さが出ましたので。代わりに他の弱かったものが強化されたりとかもしてますし。

　ただ、なんか改めて色々考えさせられる出来事ではありました。

　たとえば自分が書く小説なんかでも、私は「あー、今考えたら、あのくだり、直したいな」という部分が結構あり。設定部分だったり、話の展開だったり。で、そこを重版の機会に直したりするのは基本的に「いいこと」な気がするんですが……必ずしもそうとも言えない部分も、あったりするのかなと。

　…………。

　よーし、今からこっそり「ゲーマーズ！」初期の「天道さんは皆みなの憧あこがれの的！」という設定をなかったことに──え、そんなことしなくても、皆もう覚えてなかった？　あ、そう。……そうか。だったら可哀かわい想そうだし、このままにしておいてあげようか、うん。




　まあ冗談はさておき、実際ゲームにおける「弱体化」っていうのは概おおむね単純に切ないですよね。なんだろう、この感じ。あれかな。私は全然分からないけれど、所持株が暴落した時の気持ちなんかに近いのでしょうかね。

　……え？　天道さん？　天道さんは「弱体化」なんてしてませんよ。失敬ですね。

　ただ「弱体化」はしていないのに、見ているとなぜか無む性しように切ないだけですよ。……その方がむしろ存在として悲しい気がしますが。大だい丈じよう夫ぶ、天道さんは逆境に強い子だから！

　さて、名残なごり惜おしいですが弱体化話はこの辺で終わりましょうかね。




　では謝辞を。

　まずいつも素晴らしい絵で物語を彩いろどって下さる仙人掌サボテンさん。今巻も美び麗れいなイラストの数々をありがとうございました。今後ともよろしくお願い致いたします。

　次に担当さん。モ○ハンをたっぷり遊ばせてくれてありがとうござ──え、特に許可した覚えない？　あ、そ、そうでしたっけ？…………。……モン○ンを全然遊ばずに努力して書いた原稿を快く受け取って下さり、ありがとうございました！　いやぁ、大好きなゲームをせずに必至で書いた甲か斐いがありました！　ええ！

　最後に、遂ついに十巻までお付き合い頂いた読者様。

　次から、本編だけの冊数で考えれば私史上最長シリーズに突とつ入にゆうするわけですが、かといってキャラ達の「前進」を止めるようなことは絶対ありませんので、今少しだけ、お付き合い頂けたら幸いです。

　作中の時間経過で察せられているかもしれませんが、決着の時は近いです。




　というわけで、次は、おそらく秋頃ごろ発売の十一巻、もしくは、夏発売の「生徒会の周年」の方でお会い致しましょう！　それでは！
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ボードゲームが好きです。家族や親戚と盛り上がるパーティゲームは勿論、友人達としかめっ面して遊ぶ悩ましい戦略的ゲームも、裏切り者を当てるような人狼的ゲームも。昨今は積極的にアプリ版等も出ていて、ぼっちゲーマーには大変ありがたい限りなのですが。やはり、卓上にボードを広げて駒に触れる楽しさというのは、どうしたってあるわけで。




実際の行動やカタチを伴うものってやはりシンプルに強いですよね。
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